


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　もくじ




一

二

エピローグ

あとがき







[image: らぶなどーる!(2)]










　　　一




　雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうが通う私立愛まな杜もり学園高等部は、小こ杜もり駅から徒歩かバスで通学する生徒が多い。

　だから愛杜学園の生徒が放課後に遊ぶとなると、当然のように小杜駅前の商店街に寄るパターンが多くなっていた。

　近きん隣りんに愛杜学園以外にもいくつか高校や大学があるし、駅を挟はさんで北と南でオフィス街と住宅街に分かれてそれなりに栄えているし、しかも駅前には大きなロータリーがあって交通の便もいい。

　だから自然と駅周辺の施し設せつも充実して、食事にも遊びにも困ることがなくて……駄だ目めだ、ぐだぐだと無駄に長くなりすぎた。

　つまり何が言いたいかというと──友達と一いつ緒しよにどう過ごすかと迷ったら、とりあえず小杜駅前まで。それが愛杜学園に通う生徒の共通認識だ。

　虎太郎が待ち合わせ場所に駅前ロータリーを選んだのは、それが理由の一つ。

　そしてもう一つの理由は……これが、リベンジ企き画かくだから。

　改めてやり直してみよう、ってことなんだし、待ち合わせ場所も同じの方がいいと思う。

　──と、いう訳で。

　今日は四月最後の日曜で、現在の時刻は午後零れい時四十六分。

　待ち合わせ場所の小杜駅前ロータリーにある大きな案内図の所まで虎太郎が行くと、約束の時間までまだ十分以上あるのに、既すでに相手はそこで待っていた。

　控ひかえめな花はな柄がらで彩いろどられたちょっと丈が長めのワンピースを着て、小さなトートバッグを腕うでに引っ掛かけ、そわそわとロータリー中央に設置された時計を見ている。

　そんな彼女の姿は近くでバスを待っている人や通行人の視線を釘くぎ付づけにしていて、虎太郎も思わず足を止めて見入ってしまった。

　風に乱されそうになった長い黒くろ髪かみを手で押さえている彼女には、それだけの魅み力りよくがある。佇たたずまいだけでもどこの有名な写真から飛び出してきたのかってくらいに雰ふん囲い気きたっぷりで、その横顔は男だけじゃなくて同性の女の子でも目を奪うばわれると評判になる端たん整せいなもの。

　特に長い睫まつげの下にある瞳ひとみは綺き麗れいなだけじゃなくやや赤みがかっていて、肌はだの白さも手伝い海外で活かつ躍やくしているモデルか何かじゃないかと勘かん違ちがいしてしまう人も多そうだ。

　そんな、ただそこにいるだけで注目を集める美人さんが、ふとこちらを見て──

「……あっ！　虎太郎くん、もう来てくれたんですかっ？」

　パッと表情を輝かがやかせ、嬉うれしそうに小走りで寄って来た。

　……その瞬しゆん間かん、駅前ロータリーの空気が明らかにざわついたのを感じて、虎太郎は『まあそうだよなぁ』と独ひとりごちる。

　だって、こんな美人の待ち合わせ相手が自分みたいな普ふ通つうの男だなんて、どう考えても釣つり合わないし。向こうにいる男二人組なんて「……姉弟っていうのはどうだろう？」「……いや、美人局つつもたせってヤツじゃね？」とか言ってるし。とても失礼だけど、気持ちは分かるっていうのが正直な意見だ。

　それくらい彼女は──百合ゆり川かわ雛ひな姫きは飛び抜ぬけて綺き麗れいで、魅み力りよくに溢あふれている。

　優すぐれているのは外見だけでなく成績も優ゆう秀しゆうで、生徒会では副会長を務めていて、クラス委員に推すい薦せんされるくらいに皆みなからの信しん頼らいも厚い。

　そんな雛姫がどうして自分と二人きりで待ち合わせなんかしているかというと……特別な関係だからだ。

　同じ高校に通って、同じアパートに住んでいて、そして──

「ちょっと早く来すぎちゃいました……その、『お友達』と遊ぶだなんて、久しぶりですし」

　今のところ、彼女にとって唯ゆい一いつの『友達』という、特別な関係だった。人気者の雛姫に友達がいないなんて意外を通り越こして信じられないことだけど、これが事実なんだから世の中は不思議だと思う。

　始まって間もないこの関係にまだ少し慣れなくて、虎こ太た郎ろうは少し面おも映はゆい気分になりながら雛姫に問いかけた。

「待たせたみたいでごめんね。いつからいたの？」

　虎太郎がアパートを出たのは昼過ぎ頃ごろだ。駅までは歩いて十分もかからないけど、少し本屋を覗のぞいておきたかったので早めに出た。

　アパートでは雛姫と会わなかったのでいつ家を出たのか分からず訊たずねた質問に、雛姫はやや照れたように微笑ほほえみ、

「まだそんなに経たってないですよ。お昼頃に着きましたから」

　……何だかおかしなことを言い出した。

「え……お昼って、十二時!?　だって待ち合わせ、一時だよね?!　ま、間違えたの？」

「いえ、ちゃんと一時からだと覚えてましたよ？　そんなうっかりミスなんてしません」

「いや覚えてたのなら尚なお更さらおかしいからね!?　ど、どうして一時間も早く……」

「だって、凄すごく楽しみにしていましたから。虎太郎くんを待たせて時間にルーズな女だと思われるのも嫌いやなので、先に来ておこうと思って」

「むしろ次回から気を遣つかうよ！　迂う闊かつに約束出来なくなるって！」

　言いながら虎太郎は、微び妙みようどころかズレまくりの発言をする雛姫に軽い脅きよう威いを覚えた。友達付き合いに疎そ遠えんだったせいか、漫まん画がで妙な知識を仕入れているせいか、たまに思考パターンが遥はるか彼方かなたに捻ねじれ飛んでいる時がある。しかも一回一回がやけに重いし。

　とはいえ、楽しみにしてくれていたっていうのはやっぱり嬉うれしいので、全力で間ま違ちがいを正すことも躊躇ためらわれてしまう。

　しかも目の前で『何か間ま違ちがっちゃったのかな？』と言わんばかりに不安げな表情とかされると、もう無理。可愛かわいすぎて何も言えません。

　結局、虎こ太た郎ろうはもやっとしたものを胸むねに仕し舞まい込こんで、話題を切り替かえるという逃にげの選せん択たくをした。

「それにしても、一時間近くも待ってて疲つかれなかった？」

「ご心配ありがとうございます。でも、大だい丈じよう夫ぶです。何人か男性に声を掛かけられましたが、すぐに諦あきらめてくれましたし」

「……交番横を待ち合わせ場所にしておいて良かったみたいだね」

　というか、交番でお巡まわりさんが目を光らせているのにナンパしてくるって凄すごい。それだけ雛ひな姫きが美人だって証しよう拠こだけど、その胆たん力りよくがちょっと羨うらやましくもある。自分なんて、ただの友達として約束を果たすだけなのに、こんなにドキドキしてしまっているのに。

　まあでも、今日はある意味、気が楽だ。

　何故なぜかというと、

「それじゃ、そろそろ行こっか。ここから先の予定は、全部雛姫さんにお任まかせでオッケーなんだよね？」

「はいっ、任せて下さい！　あまり楽しくない場所だったとしても、これは罰ばつゲームなんですから。虎太郎くんに拒きよ否ひ権けんなんてないんですからね？」

「うん、分かってるよ」

「…………で、でも、本当に楽しくないなら言って下さいね？　途と中ちゆうで無言で帰ったり目の前でずっと携けい帯たい弄いじったりとかされると、その……立ち直れなく……」

「だ、大丈夫だよ！　大丈夫だからそんなっ、自分で言いながら沈しずみ込まないで!?」

　ふるふると震ふるえて俯うつむいた雛姫に慌あわててフォローの言葉を投げながら、やっぱり一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだと虎太郎は覚かく悟ごする。

　張り切り過ぎてかなり空回りしている雛姫だけど、こっちも凄く楽しみだったし……何より今日の場合、企き画かくの意図として絶対に失敗したくない。

　とはいえ、いざこうして向かい合ってみると、やっぱり緊きん張ちよう度合いは半はん端ぱ無かった。

「それじゃ、えっと…………その、今日はよろしくね？」

「は、はい。それでは、エスコートさせて頂いただきますね」

　どこか固い口調で表情もやっぱり固かったけど、やる気に満ちた目だ。

　そして「こっちです」と先導する雛姫のすぐ後ろを付いて行く形で、虎太郎も歩き出す。




　──こうして。

　本当は二週間前に行うはずだった『罰ゲーム』は、ちょっと先行き不安な感じの滑すべり出しでスタートした。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──四月も下げ旬じゆんに差し掛かかった、水曜日の放課後。

「そろそろ終わりの時間よ！　皆みんな、校門前に集合しなさい！」

　よく通る大きな声が遠くから聞こえて来て、虎こ太た郎ろうはよろよろと体を起こした。

　待ちに待った号令だったので、ようやくかぁ、という思いが強い。汗だくだし腰こしは痛いしで、早くタオルで汗を拭ふくかシャワーを浴びるかしたかった。

　ただし、それが出来るのはもう少し後。右手には長いトング、左手には中身が三分の一くらい埋うまったゴミ袋ぶくろを持っているので、それを片付けてからになる。

　虎太郎が振ふり向くと、見慣れた学園の通学路に自分と同じ装備をしている生徒達の姿がちらほらとあった。皆、ジャージを着たり体操服を着たりと体育の授業に出るような格好をしている。それが自分とは違ちがって涼すずしそうで、ちょっと……いや、かなり羨うらやましい。

　何しろ虎太郎の格好はというと、四月にしては暖かいこの陽気の中で、真冬の寒さでも耐たえられそうな、犬の着ぐるみの中に入っていた。

　その正体は生徒会のマスコットキャラで、ラブラドールレトリバー……らしいけど、これがラブラドールって主張するのは少し無理があるんじゃないかなと思う。大きな目は愛らしいというより間ま抜ぬけっぽいし、ぐにょっと垂たれた耳もだらしないし、口からでろんとはみ出た舌なんてストレートに気持ち悪いし。

　ぶっちゃけ、キモ可愛かわいいを通り越こして、普ふ通つうにキモい。

　愛まな杜もり学園高等部生と同じブレザーを着たこのキモい着ぐるみの名前は『ラブらん』といって、複雑な経けい緯いで虎太郎が中に入ることになっていた。

　生徒会長がオーダーメイドの自信作と謳うたうだけあって、ボイスチェンジャー機能はついているし、着ぐるみの割に通気性もいい……とはいえ、中に入ったまま小一時間もゴミ拾ひろいをさせられると、流石さすがに汗だくになってしまう。

　重さもあって腰に大分負担が掛かったし、水分補ほ給きゆうも出来なかったので喉のどはカラカラだ。ゆっくり動くから余よ裕ゆうだと思っていた一時間前の自分に『ここから先は地じ獄ごくだぞ？』と忠告してあげたい。

　それでもまあ、何とかやりきった。五日前のマラソン大会の時に比べれば、まだ楽だったし。……まあ、あれと比べたら大たい抵ていのことは楽だけど。サウナに三十分籠こもったり着ぐるみで冬山登山とか、それくらいのレベルじゃないと並ばないと思う。

　ともあれ、後は集合と報告だけなので、虎太郎は着ぐるみの肉球付きの手でゴミ袋の口を縛しばりながら校門へと向かった。

　ラブらんの狭せまい視界で校門前に集まった面々を見ると、既すでに美化委員十数名と生徒会の参加メンバーは集合済みで、どうやら虎こ太た郎ろうが最後みたいだった。

　それを証明するように、先さき程ほど集合をかけた声の主がパンと手を叩たたき、

「うん、皆みんな集まったわね？　まずはご苦労様と言っておくわ」

　注目を浴びてもまるで動じることなく、ふわっとした癖くせのある赤毛の小こ柄がらな女生徒は、全員の顔を見回した後で、虎太郎に手招きをした。これはきっと、ラブらんは生徒会のマスコットキャラだから自分の隣となりに来い、という意味なんだと思う。

　そう解かい釈しやくした虎太郎は、ぽてぽてと歩いて生徒会長である玖く臥がセレスティアの隣に並ぶ。横に行くと、平均身長の自分よりもかなり小さいと再認識するし、白い肌はだとパッチリと大きな灰色の瞳ひとみも異国の血が強く表れている。そこまででも十分特別なのに、小さい頃ころから芸能界で子役として活動していて現在はモデルをやっているという、ハイスペックっぷり。

　……ただし、光あれば影というか……成績が悪すぎて、生徒会長なのに留年するという凄すごい荒あら波なみなスクールライフを送っている人だったりする。ちなみに虎太郎にラブらんの中身を務めるよう命じたのもこの人だ。

　セリスの愛あい称しようと『留年生徒会長』の別称で学内だけでなく近きん隣りんでも大人気の会長は、虎太郎の頭を背せ伸のびして撫なで、

「ラブらんもよく頑がん張ばってくれたわ。どう、辺あたりは綺き麗れいになった？」

《うん～。近くにはもう、殆ほとんどゴミは見当たらないよぉ～》

　年上の同級生相手にしてはややフランクな口調で言うと、着ぐるみに仕込まれているボイスチェンジャー機能の効果で、何だか小さな女の子が吞のん気きに喋しやべっているみたいに聞こえる。これが自分の発しているものだと思うと気持ち悪いけど、何も知らない生徒は中身が女だと信じ込こんでいるみたいなので、結果的にはこれで正解っぽい。

　一人微び妙みように納得がいかない虎太郎は、唇くちびるを尖とがらせて着ぐるみを発注したセリスを見る。ただしラブらんの中からなので、向こうにはこれっぽっちも伝わっていないと思う。

　実際、セリスは底そこ抜ぬけに明るい表情で、

「それじゃ、美化委員の方で用具の回収とゴミの廃はい棄きをお願いするわね。終わったら、今月の校外清せい掃そう活動は無事終了よ！」

「あのー、報告は顧こ問もんの先生にすればいいですか？」

「ええ、それで大だい丈じよう夫ぶよ。書類にまとめるのは明日でいいわ」

　三年の美化委員長からの質問にも、会長は淀よどみなく答える。こうして見ていると、凄すごく立派でちゃんとした生徒会長みたいだ。とてもじゃないけど、成績不ふ振しんで留年してしまったり、妙ちくりんな着ぐるみをマスコットにして生徒会のイメージアップを図ろうとしたりする人には見えない。

　世の中、上手うまく回ってるようで歯車ガタガタなんだろうなぁ……と変な感かん慨がいを覚えてしまう虎太郎を他所よそに、集まっていたジャージ姿の生徒達はわらわらとこの場を離はなれていく。残ったのは自分以外にはセリスと、彼女と話しているもう一人の女生徒だけだった。

　その人物はというと幼おさな馴な染じみの相あい羽ば空そらで、今日も女おんな侍ざむらいっぽいポニーテールで、ちょっとコメントに困る服装をしていた。

　ジャージを上だけ着て下は短パン……のはずなんだけど、ジャージの裾すそが長めなので、まるで何も穿はいていないみたいに見える。気のせいだって、穿いているに決まってるって頭では分かっているのに、露あらわになっている太ふと腿ももの上が絶ぜつ妙みような隠かくれ方をしていて……狙ねらってやっているのかと勘かん繰ぐりたくなるレベルだ。

　しかもこちらの想像力を無む駄だに刺し激げきする格好だけじゃなくて、ジャージに包まれている上半身もえらいことになっているし。何がかって、だらしなく開いたチャックの間から覗のぞいている胸むな元もとが。大きめのマンゴーかパパイヤでも仕し込こんでいるんですかってくらい膨ふくらんでいるんだから、注目するなって方が無理です。

　そんな上を見ても下を見ても思春期男子のリビドーを刺激しまくりな空は、会長との会話が終わったのか虎こ太た郎ろうの傍そばに来て、晴れやかな笑顔を向けてきた。

「っす、お疲つかれー。ラブらんは厚着だから辛つらかったんじゃないの？」

《うーん……まあ、ちょっとねぇ～》

「……だから代わるって言ったのに。トラってば強情なんだからさー」

　身を寄せてきて小声で言われたのは、どこか拗すねたような響ひびきの言葉だった。でも幼馴染みだから分かるけど、そこまで気を悪くしてないはず。

　先々週の日曜日、虎太郎はちょっとしたトラブルで肋ろつ骨こつに罅ひびが入る怪け我がをしてしまった。それに空の妹の蒼海うみが関かかわっていたからなのか、『治るまでの間、ラブらんの中身を代わってあげるよ？』という申し出をされた……ものの。

　今こうしているように、空の善ぜん意いをありがたいとは思いつつ、虎太郎は自分の役割を果たそうと着ぐるみの中に入り続けていた。これは自分に与えられた仕事なんだから、出来る限り責任を果たしたいので。

《大だい丈じよう夫ぶ、激しい運動じゃないなら痛くならないし～。どちらかというとぉ、くしゃみとかする方が痛いかな～？》

「あ、分かる分かる。あたしも前に肋骨二本に罅入った時、柔じゆう道どうの試合するのよりも不意打ちのくしゃみが辛くて泣きそうになったもん」

　……同意を得られたのは喜ばしいけど、罅が入っているのに試合に出るって選せん択たく肢しを選ぶなんて、どれだけハードな生き方をしているんだろう。

「まー、さっさと脱いで楽にした方がいいよ。あたしは部活、リーダーは職員室に呼ばれているから、ここで解散かな」

《セリスさん、まだ何か仕事があるの～？　それならボクも手伝うけどぉ》

「仕事じゃなくて説教だと思うよ。今日の英語の授業で三回連続和訳ミスったから、先生に呼び出し食らっただけで──」

「ちょっと空そら?!　どうして人の悪評を広めるような真似まねしてるのよっ!?」

「だって掃そう除じしている時に担任から言われたんだもん。二回目の二年生なのに不ふ甲が斐いないから、三回目はないようプレッシャーかけてやれって」

「あの家庭科教師、なんて余計な指示を……！　いつもにこにこしている癖くせに、本当に性格悪いんだから！」

「ちなみにリーダー、担任の砂すな原はら先生みたいなタイプの人を何て言うか知ってる？　ＳとＭで分けられるヤツ」

「い、いきなりクイズ!?　ええっと、あれは……知ってる、ちゃんと知ってるわよ……！…………ＳとＭだから、あれよ、あれ…………っ、そうよ、サドヒストリーでしょっ!?」

《……会長、両方が混ざった上に、なんか歴史みたいになっちゃってますから～》

「これは本当に三回目の二年生になりかねないよねぇ」

「なっ、ちょっと間ま違ちがえただけじゃないの！　大体ね、わたしはドイツ系だから英語は苦手なのよっ」

「リーダーリーダー、その理り屈くつで言ったらここに通う生徒の殆ほとんどが英語出来ないことになっちゃうって」

「……え？　どうして？」

　空の突つっ込こみに、セリスはキョトンと不思議そうな顔をする。日本にある日本人が大多数の学校だから当然の突っ込みだったのに、まさか意味が通じないだなんて。予想外の切り返しだ。本当にこの生徒会長、高校卒業出来る日が来るんだろうか？

　虎こ太た郎ろうは俄にわかに心配になったものの、このままだと二人のやり取りに巻き込まれて延焼する気がしたので、

《それじゃあ、ボクは生徒会室に戻ってます～》

「分かったわ、お疲つかれ様。あ、蒼海うみに例の件進めておいてって伝えてくれる？」

《あ、はい～。了解しましたぁ》

　自分が出しているとは思いたくない間の抜ぬけた声で返事をして、さっと着ぐるみらしいオーバーアクションで手を挙げて別れの挨あい拶さつを済ませる。

　トングとゴミ袋ぶくろを美化委員の人に預けてから、虎太郎はラブらんの短い手足を動かし校舎へと向かった。昇しよう降こう口ぐちで、用意しておいた雑ぞう巾きんで着ぐるみの足の裏を丁てい寧ねいに拭ぬぐってから校舎内に入り、第二校舎三階にある生徒会室を目指す。

　途と中ちゆう、部活中の生徒に遭そう遇ぐうして声を掛かけられたり触さわられたりする度たびに、マスコットっぽく身み振ぶり手振りを交えて対応しないとならないので、生徒会室に辿たどり着くのに校門前から十分は掛かってしまった。

　ちなみに普通の教室があるのは第一校舎、職員室や特別教室があるのは第二校舎で、二つの校舎は中央と両りよう端たんが通路で繫つながっている。上から見るとローマ数字のⅢみたいな形で、虎こ太た郎ろうは校門から近い第一校舎から入り、階段を上がってから中央通路を渡わたるいつものコースを使った。

《ただいま戻もどりましたぁ～》

　着ぐるみのもふっとした手でドアを開けながら言うと、中にいた女生徒がゆっくりとこちらの方を向く。

　大きなヘッドホンを首から提さげた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの少女で、空そらの妹の相あい羽ば蒼海うみだ。普ふ段だんから使っている席に座った蒼海はブレザーを脱いでイスに掛かけ、薄うす手での白いセーター姿だった。

　いつも姉とは違ちがって落ち着いた……というか怠だるそうな雰ふん囲い気きだけど、今日は振ふり向いた顔は少し驚おどろいたような顔をしている。まだしばらくは誰だれも生徒会室に来ないと思っていたのかもしれない。

　……ただまあ、そう思っていたとしても。

　イスの上に膝ひざを立てて、タイツを穿はき直すのはちょっと止やめた方が良いんじゃないかなー、と忠告したい。特に体の向きには細心の注意を払はらって頂いただきたい。

　でないと今みたいに、膝を立てているせいでスカートが浮ういてしまって……その、見えちゃうから。

「…………っ！」

　着ぐるみ越ごしだからこちらの視線は分からないはずだけど、すぐに自分がどんな体勢なのかに気付いたらしく、慌あわてた蒼海はガタタッとイスを鳴らして座り直す。ピッタリ膝と膝をくっつけた防ぼう御ぎよ態勢になり、

「…………見た？」

《…………ノーコメントで～……》

　噓うそを吐ついても鋭するどい子なので一発でバレてしまうだろうから、虎太郎は敢あえて答えないという選せん択たくをしてみた。

　すると益ます々ます険けわしい視線が飛んで来て、心なしか内うち股またになっている膝にも力が入ったような感じに。やばい、完全に見られたと思ってる反応だ。むしろ今も見続けていると思われているところまである。

　このままだと気まずい空気で大変なことになってしまうので、虎太郎は部屋の中に入って着ぐるみの頭を取り、視線が変なところに向いていないとこっそりアピール。「ぷはっ」と息を吐はいてから、改めて蒼海へと向き直り、

「あの、セリスさんから蒼海ちゃん宛あてに伝言なんだけど、『例の件を進めておいて』だって。何のことか分かる？」

「…………ん。分かった」

　まだ蟠わだかまりがあるのか言葉少なに返事がきて、蒼海は座り直して手元のプリントを整理し始めた。その際キチッとスカートの裾すそを直していたのを見てしまい、ちょっとだけ傷つく。

　たまたま入室のタイミングが悪かっただけなんだけどなぁ、と悲ひ嘆たんに暮れていると、こちらをちらりと見た蒼海うみが、

「いつまでもそうしてると虎とら兄にいが中身だってバレるよ。早く着き替がえたら？」

　……尤もつともすぎる忠告がきた。ただ、もうちょっとだけ優やさしさをトッピングした言い方をしてくれると嬉うれしかったけど。

　まあ、ラブらんの中身は生徒会の役員以外には秘密、ということになっているので、確かにこの状じよう況きようを見られるとまずい。具体的には会長が激げき怒どして、レッドカードで一発退場になる可能性がある。

　そうなるとラブらん役を罷ひ免めんされる……だけなら全然良いんだけど、違ちがう意味でも退場になってしまうはず。

　何故なぜなら──生徒会の雑用係としてラブらんの中に入ることを条件の一つとして、虎こ太た郎ろうはセリスの所有するアパートに住まわせて貰もらっているからだ。

　つまりマスコット役をクビになったら、そのまま強制退居コースになりかねない。家族は遠く海外で、頼たよれる相手は近くにいない為ため、ホームレス一直線になる。それだけは避さけないと。

　なので虎太郎は蒼海の助言に従い、いそいそと生徒会室の中にあるドアから隣となりの準備室へと移動する。一応鍵かぎを掛かけて、折り畳たたまれた会議机やらダンボールやらがある中を進み、端はしに置かれたロッカーを開けた。

　それはラブらんの着ぐるみを収納している専用ロッカーで、今は虎太郎の制服がハンガーに吊つるされている。

　まず頭を近くの机に置いて、ラブらんが着ているブレザーを脱ぐ。それから器用に手を後ろに回して普ふ段だんは隠かくれている背中のジッパーを引っ張り、上半身、下半身の順に脱いでいった。

　一応、中に入る時に短パンとティーシャツに着替えているのでそれも脱いで、ロッカーに入れておいた使い捨てのボディペーパーでざっと体を拭ぬぐう。まだ四月だし割と通気性のいい着ぐるみだけど、それでも一時間近く着て作業しているとかなり汗を搔かいていて、拭ふくとスッとして気持ちが良かった。

　とはいえ下着姿でいるのも落ち着かないので手早く制服に着替えて上うわ履ばきを履き、着ぐるみをロッカーに仕し舞まい込こむ。着ていた服は畳んで袋ふくろに入れてから鞄かばんの中に仕舞い……ようやく、変身作業が終わった。

「もう慣れたけど……まだまだ手間取るなぁ」

　着替えだけで五分近く掛かってしまうのは、もうちょっと何とかしたい。昼休みに着ないといけない時なんて、時間がないから制服を着たまま入る羽目になるし。誰かに手伝って貰えばもっと簡単に済むけど……残念ながら生徒会役員は女性しかいない。下着姿になることを考えると、簡単に『手伝って』とは頼たのめなかった。

「……まあ、空そらなら気にせずやってくれるんだろうけど」

　中学時代は同じ柔じゆう道どう部で、自分がいる前で堂々と着き替がえをしていたくらいだから、今いま更さらって感じだろうし。

　とはいえ、アパートに住まわせて貰もらうに当たって『不ふ埒らちな真似まねは厳禁！』と会長に言われているので、誤解されてしまう行こう為いは出来る限り避さけたい。生徒会役員のみの少人数だけど、ただでさえ女性オンリーの中に男が一人だけ入って暮らすのは問題が起こりやすいから、注意するに越こしたことは無いはず。

　まだ新学年が始まって一ヶ月も経たってないのに、随ずい分ぶんと自分を取り巻く環境が変わってしまったと虎こ太た郎ろうはしみじみ感じながら、生徒会室に戻もどった。

　すると準備室に入る前にはいた蒼海うみの姿が消えていて、代わりに長い黒くろ髪かみのクラスメイトが一人で席に着いていた。

「あれ？　百合ゆり川かわさ──じゃなくて、雛ひな姫きさんだけ？　蒼海ちゃんは？」

　さっきの出来事が尾を引いているんじゃ、と気になって訊たずねてみると、嫌いやな予想を否定する言葉が返ってくる。

「顧こ問もんの先生に提てい出しゆつする書類が出来たので持っていくそうです。虎太郎くんこそ、セリスさんと相あい羽ばさんは一いつ緒しよじゃなかったんですか？」

「あ、会長は職員室だって。空は部活」

　雛姫のはとこでもあるセリスが職員室に行く羽目になった理由は、会長の名めい誉よの為ために黙だまっておくことにする。

「そう……ですか。なら、しばらく二人だけですね」

「うん、そうなるかな」

　思わずドキッとしてしまう発言をナチュラルにしてくるけど、そこに深い意図はないはずだと虎太郎は努めて気にしないことにする。いやもう、心しん臓ぞうは正直だから高鳴ってるものの、勘かん違ちがいしたら後でダメージ倍増するだけだし。

　ただでさえ容姿、能力共に一いつ般ぱん人じんレベル、性格だって特別良いって訳でもない自分に、現役モデルのセリスにも負けない美び貌ぼうの雛姫が好意を寄せてくれるだなんて、普ふ通つうに考えるとまずない。

　しかもそれだけじゃなくて、自分と雛姫の関係は──

「なんだか……二人きりで話すのは久しぶりな気がします」

「そう、かな？」

「はい。お友達になったというのに……もう何ヶ月も話をしていないような感じがします」

「いや友達になったの自体がごく最近だから。それ間違いなく気のせいだからね？」

　感覚の話にしたって大おお袈げ裟さすぎると突つっ込こんでから、虎太郎はいつも座っている雛姫の斜はす向むかいの席に着いた。

　──虎こ太た郎ろうの暮らしていた家が不ふ慮りよの火事で燃えてしまい、空そらの紹介でセリスの持ちアパートに住まわせて貰もらうことになったのが、もう三週間近く前の話。

　それから紆う余よ曲きよく折せつあって、雛ひな姫きと友達になることが出来たのが先週の金曜日。

　クラスメイトになった彼女と偶ぐう然ぜんにも同じアパートで暮らすことになったとはいえ、友達になるという他ほかの人が知ったら驚きよう愕がくのあまり踊おどり出してしまいそうな事態になったのには、それなりの理由があるのだけれど……その際に、ある条件を出された。

　一つは『名前で呼ぶこと』で、それともう一つ──『好きにならないで欲しい』、というものがあった。恋れん愛あい沙ざ汰たが原因で一人しかいない友達を失った経験がある彼女だから、仕方ないといえると思う。

　ただ……ということはつまり、だ。

　こんなに好意的に二人きりで会話することを喜んでいる百合ゆり川かわさんちの雛姫さんだけど、それは完全に『お友達として』という訳で……まあうん、勘かん違ちがいしたら駄だ目めだってことだ。痛い目を見るだけでなく、雛姫との友達関係まで終わってしまうから。

　なので虎太郎としてはあくまでも友達という己の立場を忘れず、雛姫と付き合っていくしかなかった。

「放課後はお互たがい仕事で忙しかったし、アパートでは二人きりになることなんて殆ほとんどないしね。大体、皆みんながいるから」

「それは分かっているんですが……やっぱり、少し寂さびしいです。一いつ緒しよにやろうと思って、土曜日にボードゲームも買って来たんですよ？」

「え、本当に？　ごめん、知らなくて…………って……二人でボードゲーム？　どういうのを買って来たの？」

「とても有名だから虎太郎くんも知っていると思いますよ。あの『転職転落スパイラル』の最新版です！」

「…………それってあれだよね？　高卒ルートと大卒ルートがあって、始めの職業決定チャンスルーレットで失敗すると、恐きよう怖ふのフリーターコースにいっちゃってなかなか職に就けなくなるっていう……」

「はい、そのゲームです。ちゃんと就職出来ても、この最新版では不ふ況きようの波が激しくてリストラされたり会社が潰つぶれたりと大変みたいですよ」

　そこまで聞いて、ハッキリと思い出す。確かにそのゲームは有名だけど、『誰だれも得をしない負の連れん鎖さである意味盛り上がるゲーム』として有名だったはず。やっている間に何度も『……どうしてこんなことに貴重な時間を……』と思ってしまうのだとか。

　しかもそれを二人でやるって、間違いなく罰ばつゲームクラスの悲ひ惨さんなことになる。

「……えっと……空やセリスさんを交えて、皆でやるっていうのは……？」

　せめて人数が増えれば笑って済ませることも出来るはず、と思って虎太郎が言うと、雛姫はにこりと微笑ほほえんで、

「虎こ太た郎ろうくんは、本当に面白い人ですね」

「え？　そんな風に取られる発言、どこにあったの？」

「そんな風に簡単に人を遊びに誘さそえるなら、友達がいないなんて状じよう況きようになるはずないじゃないですか。もう、冗じよう談だんにも程ほどがありますよ？」

　……どん引きするようなことをクスクス笑って雛ひな姫きは言う。でもよく見たら目は笑ってない、というか、早くも半はん泣なきに近い状態だ。自分の発言に自分でダメージ受けるのは勘かん弁べんしてくれないものだろうか。

　容よう姿し端たん麗れいで学業優ゆう秀しゆう、おまけに運動も出来て、一部生徒に『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』なんて崇あがめられている雛姫だけど、単に友達がいない時期が長すぎてコミュニケーション能力が低いだけな気もする。二年になって同じクラスになってから、誰かと昼ご飯を食べている姿を一度も見たことがないし。

　アパートには雛姫の親しん戚せきのセリスがいて、友達がリアルに百人以上いる空そらも、素そっ気けないけど意外と面めん倒どう見みの良い蒼海うみもいるんだから、もうちょっとだけでも上手うまくやれれば一人ぼっちになんてならないはずなのに。

「あっ、私は誘えませんが、虎太郎くんが誘ってくれるなら大だい丈じよう夫ぶですよ！　私、ジュースとお菓子の用意しておきますから……！」

「あの、全力でもてなすつもりのところ悪いけど、僕は誘わないよ？」

「えっ!?　ど、どうしてですか？」

「だってあのゲームをやろうだなんて誘ったら、後でどんよりムードになった時に責任取らないといけなくなるし……」

　雛姫なら何となく責任の所在は有う耶や無む耶やになりそうだけど、これが自分ならまず間ま違ちがいなく責められる。総そう攻こう撃げきを食らってしばらく立ち直れなくなると思う。

　なので虎太郎は『裏切られた』と言わんばかりの表情になっている雛姫に、

「もっと他ほかのゲームなら協力するよ？　ゲームでなくても、一いつ緒しよに遊びに行くとか」

「一緒に遊びに……た、例えば？　それってどういうもののことを言っているんですかっ？」

「えーっと……カラオケとか、ショッピングとか？　あ、パーティー系のゲームとか皆みんなでやれるゲームを持っているならそれでも良いと思うけど……そもそも雛姫さんってゲーム機持ってなかったよね」

「……いえ、携帯ゲーム機なら持ってます…………けど……」

「……けど？」

　何だか嫌いやな予感はするものの聞き返してみると、雛姫は遠い目で窓まどの向こうを見た。

「……皆で集まってプレイしているのを見て、もしかしたらあれを買えば私も友達の輪に入れて貰もらえるのではと期待して買ったんですが……ゲームはあまり得意ではなくて」

「そこまで気にしなくても……」

「無理です……好きでもない不得手なゲームを、普ふ段だん話すことすら殆ほとんどないのに一いつ緒しよにプレイする為ためわざわざ買ったことを見み抜ぬかれてしまったら……もう在学中は立ち直れません……」

「考え過ぎな上に重いよ?!　誰だれもそこまで深読みしないからね!?」

　まさかゲーム一つにそんな地じ雷らいが埋うまっているだなんて、予想外すぎる。というか、友達作る為だけにゲーム機を買ったってエピソードも泣なけるし。

　黄昏たそがれた様子の雛ひな姫きが不ふ憫びんで、虎こ太た郎ろうはちょっとわざとらしいとは思いつつ、別の話題に切り替かえた。

「でもほらっ、ゲームはともかく、カラオケとかは？　去年、雛姫さんは歌が上手うまいって誰だれかが言ってた気がするけど」

　誰かと一緒にカラオケに行ったんじゃないのかな、と期待しての質問に、雛姫は不思議そうに二、三度瞬まばたきをして、

「それは……合唱の時の話でしょうか？」

「え、そうなの？　カラオケじゃなくて、合唱コンクールの話だったの？」

「はい、恐らくは。だって、誰かとカラオケに行ったことなんて無いですから。一人でひっそりと歌った記き憶おくしか」

　……また地雷だった。

「そ、そうなんだっ？　でも最近は一人でカラオケ行く人も多いっていうよね！　ストレス解消になるし！」

「確かに、歌っていると気持ち良かったです。……でも、曲と曲のインターバルに他所よその部屋の楽しそうな歌声が聞こえてきて…………お手洗いに行って戻もどると、当然ですが部屋には誰もいなくて……自分の部屋だけ静かで……」

「カラオケの話はこの辺へんで止やめておこう！　ダークサイドに引き込まれる前に！」

　目の前で澱よどんだ空気を纏まとい出した雛姫に、虎太郎は慌あわててストップをかけた。これが男子一同の裏投票で『学園ナンバーワン美少女』を含ふくむ三冠という輝かがやかしい記録を持つ人間の語るエピソードだなんて、絶対に間ま違ちがってる。どこをどう転ころべばこんな風に切ない展開に持ち込こめるんだろーか？

　友人のコミュニケーション能力の低さに愕がく然ぜんとさせられていると、不意に雛姫が伏ふせ気味だった顔を上げ、「そういえば」と切り出した。

「先さき程ほどのゲームの話題で思い出したんですが……」

「……またトラウマ話？」

「違いますっ。……あ、でも、ある意味そうかもしれません」

　顔を赤くして否定した後で、何やら意味深に呟つぶやく。かなり気になる言い方だ。

「話が見えないけど、何のことかな？」

「その……罰ばつゲームのことです。トランプで、私が勝った時の」

「あ……僕が行けなかった、あの時の」

　言われて、確かにゲーム関係である意味トラウマな話だと虎こ太た郎ろうは納得する。

　雛ひな姫きと友達になった日に、彼女に部屋に招かれてトランプゲームで勝負をし、結果として虎太郎は負けてしまった。そして『負けた方は何でも言うことを聞く』という罰ゲームだったので、雛姫の要望で一いつ緒しよに出で掛かけることになった──のだが。

　運悪くアパートを出る直前にアクシデントがあり、連れん絡らくの取れないまま雨の中で雛姫を待ちぼうけさせてしまうという、謝っても謝りきれない事態が起きてしまった。

　その後にも色々とあって、先週の金曜日に改めて友達になることが出来たのだけれど……あの時の罰ゲームは、まだ果たされていないままだ。

　もうお互たがいに蟠わだかまりはない──と信じるとしても、それとこれとは別の話。有う耶や無む耶やのまま済ませるのは良くない。

　たぶん雛姫としては、蒸し返すつもりはないんだと思う。でもやっぱり、ほんのちょっとだけかもしれないけど、一緒に出掛けられなかったことを残念に思っていたんだろう。

　『友達』という特別な相手との、久しぶりの遊ぶ約束だったから。

　特別なのは自分じゃなくてあくまで友達という関係なのが、虎太郎としては少し寂さびしい気もするけど……それはそれとして。

　どこか気まずそうな表情になってしまった雛姫に、虎太郎は若じやつ干かんの照れ臭くささを覚えながらも、ある提てい案あんをすることにした。

「えっと、雛姫さんが良ければ、なんだけどさ。次の日曜に、あの時のリベンジさせて貰もらえないかな」

「リベンジ……ですか？」

「うん。駅前で待ち合わせして、一緒に出掛けよう。罰ゲームでやるはずだった通り、一日雛姫さんに付き合うからさ」

「ほ、本当ですか？　期待させるだけ期待させておいて、また放置して二度と立ち直れないくらいのショックを与えるつもりじゃ……？」

「僕のことをどれだけのクズだと思ってるの?!　いややらないよ、そんなの絶対やらないからね？　ちゃんと待ち合わせの時間に待ち合わせ場所に行くからね!?」

　当然のことなのに、どうしてこんなに全力で訴うつたえないといけないのか。本当にトラウマになって疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊かたまりと化した人みたいな発想してるし。

　誰だれもが憧あこがれる美少女優ゆう等とう生せいの偶ぐう像ぞうからどんどんかけ離はなれたイメージになってきた雛姫は、こちらを窺うかがうように身を縮ちぢこまらせていた。

　それでいて表情だけはほんのりと嬉うれしそうで、赤みがかった瞳ひとみはキラキラと輝かがやいていて、

「じゃあ……本当に、やり直しをしてくれるんですか？　罠わなではなく？」

「だから僕をどんな目で見てるの……？　大だい丈じよう夫ぶだよ、普ふ通つうに行くから。罠わなでもないしドッキリでもないからね？」

「それなら──それなら是ぜ非ひお願いしたいです！　次の日曜日ですねっ？」

「う、うん」

「日曜が待ち遠しいです……あと四日もあるだなんて……！」

　パッと明るくなって勢い良く立ち上がる雛ひな姫きのテンション変化に付いて行けず、虎こ太た郎ろうはつい引き気味に見てしまう……けど。

　自分との約束なのに、胸むねに手を当ててあんなに嬉うれしそうにしている姿を見れば、悪い気はしない。



　……や、むしろ嬉しいというか……くらくらっときて、『可愛かわいいなー』なんて思ってしまうというか……友達以上の感情を抱いだいてしまいそうになるというか……！

　今いま更さら言うまでもなく綺き麗れいだし、ちょっと空回りすることは多いけど、良い子なのも間ま違ちがいない。自分だけが知っている意外な一面も、やっぱり可愛く感じてしまう。

　こんな雛姫を相手にして好きにならないでいるっていうのは、かなりの難題だけど……友達として付き合う以上は、頑がん張ばらないと。

　とりあえず次の日曜はこの間のお詫わびも含ふくめて、楽しませてあげたい。

　ただ……見方を変えれば、二人きりで遊びに出で掛かけるっていうのは、罰ばつゲームでもなんでもないんじゃないかな、とも思う。

　というか、これって一いつ般ぱん的てきには……『デート』、と呼ばれるものと同じのような──

「本当に楽しみです。プランは私が考えておきますので、当日は…………あの、虎こ太た郎ろうくん？　少し顔が赤いですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あっ、や、平気平気！　僕も楽しみだからちょっと興こう奮ふん気味なのかもしれないけど、それだけだよ！」

「そうなんですか？　でも、分かる気もします。私も遠足などのイベントがあると楽しみで、数日前からあまり寝ね付つけなくなってしまって、当日に熱を出して……それで、欠席に……」

　新たなトラウマを掘ほり起こして沈しずみ込こむ雛ひな姫きに対し、慰なぐさめの言葉を掛かける余よ裕ゆうが今の虎太郎には無く。

　一度意識してしまった『デート』という単語に頭の中は埋うめ尽つくされて、どうにも消しきれなくなっている。

　こんな体たらくで日曜は大丈夫なのかと、早くも不安が押おし寄せてしまっていた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　あの日──罰ばつゲームのやり直しを約束した日に虎太郎が感じた不安は、今のところ違う形で的中していた。

　待ち合わせ時刻よりもずっと早くに雛姫が来ているだなんて思いもしなかった。というか、男である自分が期待に胸むねを膨ふくらませて予定より早く来るのは分かるけど、『ただの友達』と強調している彼女が一時間前行動をするなんて、予言者でも『無いわー』って言いかねない。

　ともあれ、雛姫に先導される形で、虎太郎達は駅前ロータリーを離はなれて大型施し設せつのある一角へと向かって歩いていた。

　すぐ隣となりを歩く雛姫は普ふ段だんの澄すました表情を少しだけ柔やわらかくして、ちょっぴり口角を上げて微笑ほほえんでいる。綺き麗れいさは変わらないけど可愛かわいさが数倍増しになっていて、横顔を見るとドキドキしてしまう。

　でもそんなの仕方ないと虎太郎は思う。だって道行く若者の殆ほとんどが、男女関係無しに思わずこっちを見てしまうくらいに、今日の雛姫は可愛い。服装自体はあまり目立つものじゃないのに、抜ばつ群ぐんの存在感で注目を浴びまくりだ。

　……その隣を歩いている自分にはまるで視線が来ない辺あたり、もしかしたら連れと思われていない可能性まである。

　まあ身の程ほどは十分に知っているつもりなので特に気にはならない。

　どちらかというと、そんな自分の隣でウキウキと歩く雛姫の方に、虎太郎は気を取られてしまっていた。

「少し予定より早くなりましたが、早くなる分には構わないはずです。ちょっと待つことになるかもしれませんが、平気ですか？」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶだけど……どこに向かってるの？」

　歩き始めて二、三分になるが、まだ目的地を教えて貰もらえていない。方向から大型施し設せつが揃そろっている辺あたりを目指しているのは分かるものの、遊ぶ所がたくさんあるので、逆にどこへ入るつもりなのか分からなかった。

　昼ご飯は軽めにしておいて、と言われていたので、たぶん飲食店に直行ではないはず。

　カラオケとかゲームセンターとか、その辺で遊んでから改めて喫きつ茶さ店てんにでも入る流れなのかな……と何となく考えていると、

「もう着きますよ。ほら、あそこです」

「あそこって……あ、映画館？」

　雛ひな姫きが指差した先には、この街唯ゆい一いつの映画館があった。普ふ通つうのビルなら十階建てくらいの高さになる大きな建物で、他ほかにもボウリングとメダルゲームが出来る複合施設だ。高校に入学してから虎こ太た郎ろうも何度か来たことがある。

「はいっ。あそこで映画を見ようと思います」

「へー、何を見るつもりなの？　最近あんまりチェックしてなかったから、今何がやってるかよく知らないんだ」

「そこはお任まかせを。私がリサーチ済みです」

　言って、雛姫は少し得意げに微笑ほほえんで胸むねを張る。

「春休み直前に公開になった作品があるんですが、とても面白いと評判なんですよ。ネットでも、クラスの女の子達の間でも話題になっていたんですから」

「そうなんだ？　どんなジャンルなの？」

「ラブコメディみたいです。大学生の女の子に一ひと目め惚ぼれしてしまった大だい企き業ぎようの社長さんが身分を偽いつわって何とか口説き落とそうとする様が面白いそうで、特に中ちゆう盤ばんで彼女のボーイフレンドが絡からんできてからは、」

「ちょっ、ストップストップ！　思いっきりネタバレしようとしてるからね!?」

「あっ……す、すみません、ついはしゃいでしまって……」

　頰ほおを赤らめて「ごめんなさい」と謝った雛姫は、それでも笑顔のままだ。

　そんな様子を見ると、余よ程ほど楽しみにしていたんだなぁ、と分かってしまい、虎太郎も苦笑するしかない。

「こっちこそごめんね。空そらと映画を見に行くとさ、高確率で大事な部分までネタバレしてくるから、ついその時の感じで」

「そう、なんですか？　相あい羽ばさんとは……その、よく映画に？」

「んと、映画はそこまで多くないかな。でもまだ読んでない漫まん画がのネタバレとかゲームの攻こう略りやく法とか、肝かん心じんな部分をどんどん話すんだよ。悪気がないだけに厄やつ介かいだよね」

　あの幼おさな馴な染じみはナチュラルにそういうことをやらかすので、一いつ緒しよに映画に行くとなるとかなりの注意が必要になる。サスペンスやミステリーなのに最後のオチや犯人をあっさり言うような危険人物なので。

　それに比べたらさっきの雛ひな姫きなんて全然大したことはない──と、虎こ太た郎ろうは改めてフォローを入れようとして。

　友達になったばかりの彼女が、何故なぜだか唇くちびるを尖とがらせているのを見てしまった。

「あ、あれ？　雛姫さん、どうかした？」

「……いいえ、別に。虎太郎くんは随ずい分ぶんと楽しい日々を過ごしていたんですね」

「あの、ええと……どういう……？」

「何でもありませんっ。いいんです、私だってこれからは一緒に楽しい友達ライフを過ごすんですから……！」

　ぶつぶつと呟つぶやくと、雛姫は足早に映画館の方へと行ってしまう。

　不意を突つかれた形になった虎太郎は、慌あわててその背中を追いかけながら、己の失敗を悟さとった。そうだ、他ほかの人ならともかく、今一緒にいる相手は天下無敵で友達ゼロな百合ゆり川かわ雛姫だった。ただでさえ友達が一人しかいなかったのに、その一人さえ失って孤こ独どくに指を咥くわえて羨うらやましげに眺ながめるだけの日々を送っていた彼女の前で、軽々しく他の友達の話をするのは良くなかったのかもしれない。

　いずれは雛姫も慣れるにしても、しばらくは気を付けた方が良いかも……と思いながら、急いで彼女の横まで行く。流石さすがにさらにスピードを上げて突つき放すような真似まねはしなかったけど、やっぱり不ふ機き嫌げんそうだった。

　とはいえ、謝るのは何だか変な気もするし、どう言って機嫌を直して貰もらえばいいのか。

　虎太郎がそんな風に悩なやんでいる内に映画館に着いてしまい、雛姫は無言のままチケットカウンターの方へと行く。やや遅おくれてそれに付いて行きながら、頭の中は機嫌回復プランについてフル回転させる。

　ただし大した考えなんて浮うかばなくて、精せい々ぜいがポップコーンや飲み物を奢おごるくらいしか出てこない。空そらならそれであっさり許してくれるし、妹なら気持ちは汲くんでくれるからどうにかなるけど、雛姫はどうなのか。

　結構苦戦しそうだけど……一方で、案外ころっと簡単に許してくれそうな気もしないでもないのが悩みどころだ。

「……え。あれ……どうして……？」

「ぅん？　どうかしたの？」

　正解はどうするべきなのかとテスト勉強の時よりも真しん剣けんに考える虎太郎の耳に、雛姫の戸と惑まどうような声が聞こえてきた。

　見ればどこか焦あせった風な雛ひな姫きの横顔があって、彼女の視線を追ってみると……今日これから上映される映画の予定表が電光掲けい示じ板ばんに並んでいる。

　日曜だから混んでいるかな、と思ったものの、丁度お昼時だからかこの後の回はまだまだ空席があるらしかった。

「今からならチケット取れそうだね。タイトル聞いてなかったけど、どれを見る予定なの？」

「それが………………無いんです」

「え？　無いって……その、見る予定だったやつが？」

「……はい。そんなはずは、ちゃんとここで上映していると調べたのにっ……」

　目の前の現実を信じられないと首を横に振ふる雛姫は、何度も何度も電光掲示板を左から右へ、上から下へと見直している。

　急に上映中止になった、みたいな案内は出ていないし、虎こ太た郎ろうは少し考えてから自分の考えを口にしてみた。

「あのさ。もしかして、なんだけど」

「……何ですか？　どこか別のところに載のってました？」

「や、そうじゃなくて。雛姫さんが調べたのって、前に罰ばつゲームをする時だったんじゃないのかな？」

「は、はい。その通りですが……」

「あれから二週間経たってるから、その間に終わっちゃったんじゃない？」

「……あっ!?」

　ハッとした表情を見る限り、どうやら推測は当たったらしい。

　確認していない二週間の間に公開終了したっていうのは不運としか言いようがないけど、このミスの仕方は……何というか、遊び慣れていないからって気がする。一人でなら行きたい時にさくっと行っちゃうから、そこまで念入りにチェックして行くってあんまりないし。

　雛姫にとっては残念な結果になってしまったが、こうなると問題なのは──

「どうしよっか？　他ほかに見たい映画ってある？」

「え、ええと……他の映画はチェックしていなかったので…………すみません、こんなことになってしまって」

「あっ、や、大だい丈じよう夫ぶだよ。ほらっ、そろそろ始まる映画があるみたいだからっ」

　本当に申し訳なさそうな声だけでなく、頭まで下げられてしまって、虎太郎は慌あわてて館内の壁かべに貼はられている上映中作品を指差す。正直謝られる程ほどのことじゃないし、それ以上に場所がまずい。チケットカウンターの近くだから人の出入りが結構あって、周りの客からの『うわぁ……』って感じの視線が痛くてたまらない……！

　一刻も早くこの状じよう況きようから抜ぬけ出すべく急いで他の作品を確認すると、タイミング良く一時から始まる映画があった。

「えっと……『十七年後からの手紙』、かぁ」

「これにしますか？　もうすぐ予告が始まってしまう時間ですから、どんなストーリーか調べる暇ひまは無いですけど……」

「んー……他ほかのを見ようとすると早いのでも三十分以上待たないといけないみたいだから、これにしよっか？」

　ポスターには『感動作！』と書かれているし、雰ふん囲い気きは落ち着いたホームドラマっぽい感じもある。コメディ色を求めるのは厳しいけど、ホラーやど派手なアクション物に比べれば、元々見る予定だった作品のジャンルには近いはずだ。

　確認の為ために雛ひな姫きを見たところ小さく頷うなずいてくれたので、虎こ太た郎ろうは安心してチケットカウンターの方へと向き直り、

「それじゃ、僕はチケット買って来るね」

「えっ？　わ、私も行きますよ？」

「や、二人で並ぶこともないしさ。雛姫さんはここで待ってるか、それか先に飲み物を買っておいて貰もらえる？　映画が始まるまでもうあんまり時間無いみたいだし」

「そう……ですね。それでは飲み物の調達をしてきます。虎太郎くんは何がいいですか？」

「えっと、じゃあアイスコーヒーをお願い」

「分かりました。……あ、ポップコーンも買っておきますから、一いつ緒しよに食べましょうね」

　嬉うれしそうにそう言うと、雛姫はくるりと身を翻ひるがえしてフードコーナーへと小走りで向かって行った。素直だし、あんな笑顔で『ポップコーンを一緒に食べましょう』だなんて、可愛かわいいにも程ほどがある。

「……っと、まずいまずい。早く並ばないと」

　思わずぽーっとしてしまいそうになった虎太郎は、軽く頭を振ふってチケットカウンターの前に出来た列へと向かう。

　最後尾に並んで、手際良く券を購こう入にゆう出来るよう財布を準備している間も、見たばかりの雛姫の顔が頭から離はなれない。

　彼女が『友達』と一緒に遊ぶことにどれだけ餓うえていたのかがとてもよく分かるはしゃぎっぷりだけど……一歩間ま違ちがえたら壮そう絶ぜつな勘違いをしてしまいそうな態度だ。ひょっとしたら自分に気があるんじゃないのかなー、なんて勘違いしてしまっても仕方ないんじゃないかと思う。

　というか、そもそもこの『罰ばつゲーム』自体が──

「傍はたから見たら……どう考えてもデートだよね、これ……」

　違う、そうじゃないと何度も自分に言い聞かせているから、どうにか事実を見失わずに済んではいるものの……ガリガリと心の防ぼう波は堤ていが削けずられる感じがする。

　ただ、あんなに楽しそうな雛姫の顔を見てしまうと、こっちも嬉しくなるのも確かだ。慈じ善ぜん的な意味ではなくて、『友達』の喜ぶ姿が純じゆん粋すいに嬉しい。

　だからこそ余計に、友達以上の感情に育ってしまわないように注意しないとまずい。

　そういう意味でいうと、映画のジャンルが恋愛物じゃなくて良かった。詳くわしい内容は分からないけど、ポスターの雰ふん囲い気きから察するに夫婦とその子供が中心の話っぽい感じだから、変に意識してしまう展開にはならないはず。今となっては元々見る予定だったラブコメディ作品が公開終了していて良かったとさえ思う。

　後は自分の心構えというか、気の持ちようだ。

　折角だから雛ひな姫きを楽しませてあげたいし、過か剰じように意識しないよう頑がん張ばるのみ。

　そうこう考えている間にチケット列は進んでいき、虎こ太た郎ろうの番が来た。学生証の提てい示じをしつつ二人分のチケットを買い、カウンターから離はなれる。

　この映画館は全席指定席なので、チケットに表記された席番号を確認しつつフードコーナーの方へと行く。列順を示すアルファベットを見る限り真ん中より少し前の、なかなかいい位置の席が取れたらしい。

　運が良いなと地味に喜びながら、虎太郎は雛姫の姿を探した。あれだけ目立つ美少女がジュースとポップコーンを持っているんだからすぐに分かるだろうと思ったら、案の定すぐに見つかる。

　……ただし一人ではなく、大学生くらいの二人の男がすぐ前にいた。

「あれって……もしかしてナンパされてる、のかな……？」

　男達は何やら話しかけているけど、トレイを持った雛姫が教室にいる時と同じで人形めいた無表情でいるから、判断がちょっと難しい。

　ただ、少なくとも知り合いではなさそう、ってことだけは分かる。

　ここは助けに入らないとまずい場面だ。大学生風、しかも二人組を相手にするには役者不足すぎるけど、それでも何とか頑張らないと……！

　そう自分を奮ふるい立たせ、虎太郎は急いで雛姫の元へ向かおうと……した、ものの。

　件くだんの二人組はあっさりと雛姫の元を離れて、こちらへと冴さえない足取りで歩いてきた。

　思いっきり肩かた透すかしを食らった形になり、虎太郎が思わず足を止めて二人を見ていると、すれ違ちがい様ざまに彼かれ等らの会話が耳に飛び込こんで来る。

「……やっぱあれは無理だって。とりつく島もないってああいうことだろ」

「じっと見られてあんなに気まずい思いしたの、小学生の時に担任に噓うそがバレた時以来だわ……美人すぎて怖こわいって、本当にあるのな」

「もう少し身の程ほどにあった相手を探すかー……」

　意い気き消しよう沈ちんした二人の会話に、それで大体のことは分かってしまった。

　やっぱりナンパだったみたいだけど、どうやら勝手に心が折れたらしかった。流石さすがは『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』なんて言われてしまうだけのことはあると思う。

　思わぬ形で雛姫の凄すごさを再認識させられた虎太郎は、リアクションに困りながらも雛姫の待つ場所まで小走りで行った。

　するとこちらに気付いた雛ひな姫きが振ふり向いて、ホッとしたような微笑ほほえみを浮うかべる。さっきの二人組が見ていたら諦あきらめきれずに何度でもチャレンジしてしまうんじゃないかって思わせるくらい、抜ばつ群ぐんの魅み力りよくが溢あふれまくっていた。

　それがどれ程ほどの威い力りよくか具体的にいうなら、慣れているはずの自分が、ぽーっとしてしまうくらい。

「虎こ太た郎ろうくん、チケットは買えましたか？」

「えっ？　あ、う、うん。買えた、けど……」

「お金は後で払はらいますね。上映は何番館ですか？」

「ぁ、えっと、確か四番館で……」

「なら三階ですね」

　確認を済ませて歩き出す雛姫に、笑顔のショックが抜ぬけきらない虎太郎は慌あわてて後を追いかける羽目になった。

　そのまま虎太郎は後ろを付いて歩き、三階を目指してエスカレーターに乗ったところで、やっぱり少し気になるので目の前の背中に問いかける。

「そういえばさっき、声を掛かけられてなかった？」

「……はい。一人でいると知らない人に声を掛けられることが多くて……きっと簡単に付いて行く軽い女に見られているんですね」

「……や、むしろ雛姫さんはちょっと声を掛けづらいと思うけど……」

「そんなっ……!?　わ、私の社交性の無さは滲にじみ出る程に酷ひどいってことですかっ？」

「曲解しないで！　そういうマイナスな意味で言ったんじゃないから！」

　綺き麗れいすぎるから、っていう意味だったけど、それを口に出すのは流石さすがに恥はずかしいので虎太郎は慌てて誤ご魔ま化かす。

「単に、ほら、あれだよ。物静かなイメージの人より、明るい感じの人の方が話しかけるハードルは低いってだけの話で」

「……つまり、暗い女だから話しかけられないってことですよね……」

「だからマイナス補ほ正せいしないで?!」



　どうにもフォローし切れないままエスカレーターは三階に着き、降りたところで雛姫が何かに気付いたように「あっ」と小さな声をあげた。

　そして虎太郎の肩かたにそっと手で触ふれて、

「あそこが四番館ですね。もうすぐ始まってしまうみたいです、急ぎましょう」

「っと、ちょっと待って。これ、雛姫さんの分の」

　雛姫の持っていたトレイを受け取って、代わりにチケットを一枚渡わたす。それから虎太郎は大きく『４』と書かれた案内板の横に立っている係員のお姉ねえさんに、自分の分のチケットを差し出した。

　素早くチケットに目を通したお姉ねえさんから「そろそろ上映時刻となりますので、お早めにお席にお着き下さい」という言葉と半券を受け取り、大きな観かん音のん開びらきのドアを開けて中へ入る。

　二百人近く入るはずの劇場内はまだ明るくて、客入りはパッと見で六割ほど。指定席の番号は『Ｆ─８』なので、虎こ太た郎ろうは通路にある表示を頼たよりに中央近くの席まで移動した。

　クッションの効いたイスに座ると、何だかどっと疲つかれが出た気がする。この『罰ばつゲーム』が始まってからまだ数十分だっていうのに、妙みように消しよう耗もうが激しい。

　でも、これから二時間近く映画を見ながらゆっくり出来る。終わる頃ころには回復しているだろうし、そういう意味ではかなり有り難がたかった。

「はいこれ、雛ひな姫きさんの。ポップコーンは……間に置けるかな？」

「あっ、ありがとうございます。ポップコーンは私が持ちますから、虎太郎くんも遠えん慮りよ無く食べて下さいね」

「いいの？　ごめん、ありがとう」

　……と、右隣どなりの雛姫とそんなやり取りをしている間に、場内が少しずつ暗くなってきた。

　そしてスクリーンに掛かかっていたカーテンが開いていき……ややあってから開ききった頃には、もう真っ暗だ。

　ただしすぐにスクリーンが明るく輝かがやいてＣＭが始まったので、手元が見えないくらい暗いって訳じゃない。

　今のうちに、と虎こ太た郎ろうはアイスコーヒーにミルクとガムシロップを入れて、あまり音を立てないようにと注意しながらストローで搔かき混ぜる。……にしても、ポップコーンがあるならコーラかオレンジジュースにすれば良かったと、遅おくればせながら後こう悔かい中。

　一口飲んで、ちゃんと混ざっているのを確認してから肘ひじ掛かけに付いているドリンクホルダーにコップを入れていると……つんつん、と右から二の腕うでを突つつく感かん触しよくが。

　何だろうと振ふり向けば、薄うす暗ぐらい中でも雛ひな姫きがスクリーンを指差す姿が見えた。

　それだけでなくて、そっと身を寄せてきて、

「……ＣＭを見て下さい」

　耳元で囁ささやかれ、息いき遣づかいを感じてぞわぞわしながら虎太郎は視線を前へと向け、

「あっ……！」

　雛姫が何を言いたかったのか、一発で理解した。

　スクリーンには、真まっ青さおな空の下でクルーザーに乗った女の子が、デジタルカメラを片手に持ち楽しそうに笑っている光景が映し出されていた。映画の予告じゃなくて、たぶんデジカメのＣＭだと思う。

　ただし重要なのはそこじゃなくて、映っている女の子がとても見覚えのある人物だってことの方だ。

「セリスさんだ……凄すごいなぁ……」

「こうして改めて見ると、やっぱり綺き麗れいですね」

　雛姫の言う通り、強い風に髪かみを手で押さえつつパシャパシャと写真を撮とっているワンピース姿のセリスはとても明るく魅み力りよく的で、見ているだけで元気を分けて貰もらえそうだった。それでいて時折、ハッとするくらい綺麗だったりもして……うん、凄い。陳ちん腐ぷな表現だけど、凄いとしか言いようがない。

　通っている学校の生徒会長で、しかも同じアパートで暮らしているから忘れかけていたけど……やっぱりあの人は芸能人なんだと、再認識させられる。



「こんなＣＭにも出てたんだ……知らなかったなぁ」

「最近は雑誌を中心に仕事しているみたいですしね。今日も午後は撮さつ影えいだと言ってました」

「はー……」

　スクリーンではデジカメで自分撮りをするセリスが映っていて、すぐに撮れた写真らしきアップの顔に切り替かわる。スクリーンの大半を支配している笑顔は本当に可愛かわいくて、普ふ段だん接している会長と同一人物とは思えないくらいだ。

　……というか、今朝けさ寝ね惚ぼけて床ゆかに牛乳を零こぼした挙げ句に、すっ転ころんでその上にダイブして悲ひ惨さんなことになった人と同じっていう事実が、本気で信じられない。何をどう魔ま改かい造ぞうすればこのキラキラしている人が、日常ではあんな絶望コントを繰くり広げることになるんだろう。

　虎こ太た郎ろうが世の中の不思議を嚙かみ締しめているうちにＣＭは終わって、今後公開予定の映画の予告が始まった。三作品それが続いてから、映画を見るに当たっての注意事じ項こうがコミカルな映像で流れる。

　思わぬ所で知り合いの顔を見てリラックスしたし、周りのお客さんも静かで、ゆっくりと映画鑑かん賞しよう出来そうだ。ちらりと隣となりを見れば、雛ひな姫きも落ち着いた様子でスクリーンを注視している。入る前の失敗やごたごたも引きずってなさそうだし……これは良い感じかもしれない。

　虎太郎が淡あわい期待に胸むねを膨ふくらませる中、いよいよ映画の本編が始まった。

　──それが地じ獄ごくのような一時間四十七分の始まりだなんて、この時はちっとも想像していなかった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「……………………」

「……………………」

　映画館から徒歩三分程ほど歩いた所にひっそりとある、まばらに客の入った喫きつ茶さ店てんの中で。

　虎太郎と雛姫がテーブルに案内されてから、無言のまま既すでに十分近い時間が流れていた。テーブルには水とメニューがあって、まだ注文もしていない。とてつもなく気まずい雰ふん囲い気きに、店員すら近寄って来ない状じよう況きようだ。

　どうしてこんな、大事な本命校が不合格で浪ろう人にん確定になった受験生みたいなお通つ夜やムードになっているのかというと、

「…………ごめん……あの映画にしようとか言っちゃって」

「……い、いえ……元はといえば、私のリサーチ不足で……」

「……………………」

「……………………」

　謝ってみたものの全まつたく解決せず、またお互たがいに黙だんまり状態に。

　そう、全すべては見た映画が原因だった。

　……まさか『感動作！』の前に『衝しよう撃げきの』が付く展開の作品だなんて、ちっとも予想していなかった。

「……あのポスター、家族じゃなかったね……」

「……はい。まさか、結ばれなかったカップルの十七年後の姿だなんて……」

「……しかも結ばれなかった理由が……」

「……友達だったはずの女の子を好きになって……過あやまちを……」

「……主役の人、思いっきり約束破ってたね……」

「……彼女の方も……遺い書しよであんな暴ばく露ろをするだなんて……」

「………………はぁ……」

「………………ふぅ……」

　ぼそぼそと喋しやべり、二人同時にため息を吐ついてしまう。

　確かにあの作品、ちょっと後味の悪さはあるものの、見ていて吞のみ込こまれる面白さと感動があった。

　……けど、選よりに選って親友だったはずの相手に裏切られるとか。しかも『わたしはあの子の親友なの。だから間ま違ちがっても好きにならないでね？』みたいなセリフを言っておきながら、自分から主役の男を押おし倒たおすとか。シチュエーションがアウト過ぎる。しかもラブシーンを割かつ愛あいしないものだから、本気で居い心地ごこち悪くなったし。

　他ほかの人と見に行ったのなら、ここまで気まずくはならない。

　でも今日一いつ緒しよにいる相手は、唯ゆい一いつの友達を恋れん愛あい絡がらみのことで失った過去を持つ雛ひな姫きで、しかも彼女から『私のことを好きにならないで下さい』なんてセリフまで頂いただいていて……いやもう本当に、どうしてこの映画にしてしまったのか……！

　もう途と中ちゆうから隣となりに座っている雛姫の顔を見れなくなって、かといってスクリーンではこれ以上ないくらいに重い展開が進行しているしで、息が詰つまる二時間弱だった。正直、何度途中退席してしまおうと思ったか分からないくらい。でも映画自体は面白いし、役者さんの演技は滅め茶ちや苦く茶ちや上手うまいしで、出るに出られず……

　その結果、雛ひな姫きの案内で次の目的地であるこの喫きつ茶さ店てんに着くまでの間も着いてからも、気まずくて重々しい空気が鎮ちん座ざしたまま離はなれてくれないことに。

　何も知らない他ほかの人が見たら別れ話の真っ最中なんじゃないかと思われてしまいそうなこの雰ふん囲い気きに、虎こ太た郎ろうがそろそろギブアップしてしまいそうになっていると、向かいの席からおずおずと雛姫が話しかけて来た。

「あの……ちょっと予定とは違ちがう流れになってしまいましたけど……」

「う、うん……？」

「ですが、このお店は大だい丈じよう夫ぶですっ。私の行きつけのお店なので、安心して楽しんで貰もらえると私としても……その、嬉うれしいのですが……」

「…………ぁ……」

　申し訳なさそうに言われて、虎太郎はようやく、自分がどれだけ駄だ目めなことをしてしまっているかに気が付いた。

　雛姫に悪いことをしたと塞ふさぎ込こんでいるこちらの姿を見て、彼女は余計に責任を感じてしまっている。本当に相手のことを思いやるなら、もっと明るく気にしていない体ていで振ふる舞まうべきだった。

　後こう悔かいしても後の祭り……だけど、今からでも挽ばん回かいは出来る。というか、しないといけない。

　よし、と小さく意気込んでから虎太郎は置かれたままだったメニューを手に取り、笑顔を見せた。

「気を遣つかわせちゃってごめんね。お薦すすめのメニューとかあったら教えてくれるかな？」

「あっ……は、はい！　ここはですね、タルトと特製ジュースがとっても美味おいしいんですよ。癖くせになる味なんですっ」

　パッと表情を明るくして答えてくれた雛姫の様子に、虎太郎は少しだけ気持ちが軽くなる。それと同時に、違ちがう意味でも反省した。

　このリベンジ企き画かくは『罰ばつゲーム』とはいえ、彼女と友達として過ごす初めての休日だ。良い思い出にする為ためにはもっと積極的に、向こうだけでなくこちらも楽しもうとしないと。

　決意を新たにした虎太郎は、メニューを雛姫にも見やすいように開いてテーブルに置き、ここまでの失敗も取り戻もどすべく話しかけた。

「タルトも特製ジュースも何種類かあるんだね。雛姫さんはどれにするか決めてるの？」

「私はいつもレッドベリータルトと南国マンゴージュースを頼たのみます。他には気分次第でトロピカルヨーグルトなどを……」

「そっか。じゃあ折角だし、僕はいつも雛姫さんが頼んでるタルトとジュースにしようかな」

「はいっ、是ぜ非ひ味わって下さい！　私も同じ物を──」

　嬉しそうに注文を確定しそうになっていた雛姫が、何故なぜかピタリと動きを止めた。

　しかも何やら考え込むような表情になるけど、メニューではなくてこちらの顔をじっと見ているのがよく分からない。フリーズする流れじゃなかったはずなのに。

「雛ひな姫きさん？　どうかし……」

「──決めました。今日は別の物を注文します！」

「へっ？　そうなの？」

「はい！　ストロングチョコレートパフェのキャラメルソース掛がけに、ホワイトミックスジュースにしますっ」

　えらい強そうな名前の注文がきた。しかも凄すごく甘あまそう。

　そんな物があったのかとちらりとメニューに視線を落とせば……確かにある。特に説明は書かれていないけど、写真が載っていた。

　ジュースの方はともかく……板チョコとアイスとキャラメルソースで彩いろどられたパフェは、見るからに甘そうだ。甘い物が結構好きな虎こ太た郎ろうでも、ちょっと頼たのむのは躊躇ためらってしまうレベル。頂上付近のアイスと生クリームらしきホイップ、完全にキャラメル色になってるし。

「……これにするんだ？」

「い、いけませんかっ!?　何かおかしな点でもありましたか?!」

「あ、いや、いいと思うけど……どうしてそんなに意気込ごんで……？」

「えっ!?　べ、別に意気込んでなんて……そう、他意なんてありませんっ。そういう気分なだけですからっ！」

　あわあわしながら強い口調でそう言われても、何切っ掛けでそんなテンションになってしまったのかさっぱりだった。

　変な人だなぁ、と思いながら、虎太郎は手を挙げて暇ひまそうにしていた店員を呼んで、二人分の注文を済ませる。そうしている間も雛姫はどこか落ち着きなくしていて、こっちまで少しそわそわしてしまう。

　場を和なごませる為ためにも会話を──と思うけど、ここで映画の話題を出したら回かい避ひしたばかりの地じ雷らい原げんに逆ぎやく戻もどりだろうから、果たして何を話したものやら。

　これが幼おさな馴な染じみの空そらや悪友の瀬せ戸と佑ゆう樹きなら、適当に話題を振ふればいい。

　しかし相手が雛姫なので、どうしたものかと少し考えてから……面白味はないけど手て堅がたくいこう、と虎太郎は口を開いた。

「ここって雛姫さんのお気に入りの店、だったよね？　よく来るの？」

「はい、少なくとも月に二回は来ていると思います。ただ、いつもはカウンターに通されるので、こちらに座るのは初めてですが……」

「…………」

　誰だれかと来たことがないという悲しい証言を聞きながら、虎太郎は軽く店内を見回す。

　落ち着いた雰ふん囲い気き、という表現がピッタリくる暖色系の内装で、カウンターに六席、テーブル席が二人用と四人用が二つずつの、割とこぢんまりとした店だった。

　客は虎こ太た郎ろう達を含ふくめても六人だけと少なくて、あまり流行はやってないのかな……、と思わず心配になってしまう。

　そんな考えが表情に出たのか、

「お客さんはいつも少ないんですが、必ず何組かいるんですよ。知名度は低いみたいですがリピーターが多いんです」

「雛ひな姫きさんも含めて？　よくこんな穴場の店を見つけたね」

　繁はん華か街がいからは少し離はなれているし、おまけに雑居ビルの二階フロアを使用していて、外からは全然目立っていなかった。メニューはドアの前に貼はられていたけど、写真は無かったのでどこかピンと来ないし。

　普ふ通つうならちょっと入りづらくて敬遠してしまいそうな悪条件で、実際に客もそんなに多くない。失礼にならない程てい度どにちらっと見み渡わたせば、たぶん二十代から三十代の女性ばかりだ。

　店名も聞いたことがないし、どうして数ある中からこの店に通うようになったのか、ちょっと不思議に思う。

　虎太郎のごく普通な疑問に、雛姫はやや恥はずかしそうに微笑ほほえんでから視線をテーブルに落として、

「アパートに引っ越こしてから少し経たった頃ころ、読書の出来る落ち着いた喫きつ茶さ店てんを探していた時に偶ぐう然ぜん見つけたんです」

「そうなんだ？　でも、こんな言い方すると悪いかもしれないけど、よく入れたね。外からどんな店か見えないのに」

「それがいいんです。だって、中で一人でいるのを通りすがりの人に見られてクスクス笑われたり、知り合いに発見されてメール回されたりしないじゃないですか」

「お願いだから当然のようにネガティヴ発言しないで！　しかも照れ笑いで言う内容じゃないからね、それ!?」

「な、なら『日ひ陰かげ者ものの私にはいつ潰つぶれてもおかしくない店の方が似合っているので』と言えば良かったんですか……？」

「もっと酷ひどくなった?!　しかも店を巻き込む形で……！」

　表情だけ見ると可か憐れんな照れ笑いなのに、思考と言っていることは深海何百メートルにいるのってくらいに真っ暗だった。どうしてこんなに美人で優ゆう秀しゆうなのに、ここまでマイナス方面に偏かたよれるのか。友達として矯きよう正せいしてあげるべきなのかな、これ。

　まさか学校を代表する優等生の心配をする羽目になるとは思わなかったけど、それもこれも友達付き合い経験が少ないせいだろう。

　早く慣れさせて真人間になって貰もらう為ためにも、虎太郎は話題を変えて話しかける。

「ところでさ、雛姫さんはよく映画を見に行くの？」

「いえ、あまり映画館には足を運びません。レンタルでＤＶＤを借りて見ることはよくあるのですが……」

「そうなんだ？　まあでも、スクリーンで迫はく力りよくあるのを見たいっていうんじゃなかったらＤＶＤが出てからでもいいよね。のんびり見れるし、お金も安くて済むし」

「それもありますが……どちらかというと、一人で映画館に行くのが苦手なんです」

　雛ひな姫きの言葉をどう解かい釈しやくすればいいのか、虎こ太た郎ろうはちょっと迷ってしまう。一人で店に入るのが苦手、っていうのなら分かる気がするけど、この喫きつ茶さ店てんを探し出して通えるんだからそれは当て嵌はまらないと思うし。

　じゃあどういうことなんだろうかと不思議に思っていると、雛姫は疲つかれたような笑みを浮うかべて、

「映画館に一人で来る女性はそう多くないんです。特に私達くらいの年ねん齢れいだと」

「あー、そうかもね。普ふ通つうなら誰だれかと一いつ緒しよに来るかな」

「はい。……なのに一人で来ているのを見られて笑われてしまったり、近くの席で楽しそうに小声で会話するのが聞こえてきたりしてしまったら、もう映画どころではありません。字幕が涙なみだでぼやけてしまいます」

「涙ぐむくらいのダメージを受けるの?!　か、考えすぎだよ。きっと皆みんな、映画が好きな子なんだなー、って思ってくれるって」

「……そう、ですか？」

「うんうん。間ま違ちがいないって」

「なら虎太郎くんが友達と映画を見に行った時、一人で座っているクラスメイトを偶ぐう然ぜん発見したら、どう思います？」

「もしかして友達がいないのかなって──はっ!?」

　つい本音が出てしまいまずいと思ったものの、もう遅おそい。

　俯うつむいてしまった雛姫は肩かたを震ふるわせていて、

「………………やっぱり……」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉に、虎太郎は冷や汗を搔かきそうなくらいに焦あせる。

「ごめんミス！　今のは何かの間違いだった気がする！」

「……いいんです。私の存在が間違いなんです」

「いやそこまでの全否定は本気でしてないからね!?　落ち着いて、頼たのむから顔を上げてよ……負のオーラがとんでもないことになってるよ……？」

　項うな垂だれすぎてテーブルに突つっ伏ぷした雛姫からは納得のいかない別れ話をされて悲しんでいる人みたいな絶望感が滲にじみ出ていて、正直触ふれられたもんじゃない。数少ない他ほかの客の視線がこちらに集まっているのも感じるし、早くこのネガティヴモードをどうにかしないと。

　というか、美人で生徒会副会長で成績は学年トップクラスでと非の打ち所がないのに、どうしてここまで自じ虐ぎやく出来るのか。友達がいないってただ一点に、どれだけ引け目を感じているんだろう。

　暗く沈しずむ友人になって間もない相手に、虎こ太た郎ろうはどう対処すればいいのか迷いはするものの、沈ちん黙もくはまずいと思ってとりあえず話しかけることにした。

　でも、どの話題がいいのかもまだ判断が難しいので、

「そっ、そういえばだけどさ！　セリスさんって今日も仕事に行ったよね？　確か撮さつ影えいだって言ってたような……」

「あ……はい、そうです。雑誌の撮影だと聞いています」

「生徒会長と芸能人の二足の草鞋わらじって、かなり大変だよね。肝かん心じんの勉強の方はちゃんと出来てるのかな？」

　それが原因で生徒会長なのに留年してしまうという前ぜん代だい未み聞もんの事態になってしまったのだから、気になるのは当然だと思う。

　なのでのろのろと居住まいを正した雛ひな姫きも、浮うかない表情のままではあるけど、質問に答えてくれた。

「元々、日常的に勉強をするタイプの人ではありませんから。テストの前にならないと、宿題以外で教科書を開くことはないと思いますよ」

「それってかなり駄だ目めなんじゃ……」

「二度目の二年生ですから、授業さえ聞いていればそれなりには出来るんじゃないですか？　今のところ、そこまで難しい内容ではないですし」

「え、結構難しくなってるけど……もしかして雛姫さんって、特に勉強しなくても授業だけで理解出来ちゃうタイプの人？」

「どちらかというと、授業を受ける前に予習して覚えてしまいます。教科書と参考書を読めば、大体は理解出来ますから。それに勉強自体嫌きらいではありませんし」

「へー、そうなんだ？」

　凄すごいなぁ、と心の底から感かん嘆たんしつつ、虎太郎は聞き返す。教科書と参考書だけで理解出来るってだけでも凄いけど、勉強が嫌いじゃないっていうのはもっと凄い。

　優ゆう秀しゆうなのは単にスペックが優すぐれているだけじゃなくて、勉強に対する姿勢も素晴らしいからなんだな、と納得していると、

「だって一人でも出来て、ちゃんと結果に反映されますから」

　……前半部分に何か悲しいエピソードがありそうなコメントがきた。これは深く突つっ込こむのは危険だ。あの遠い目、絶対に触ふれたらまずい。

　そう判断した虎太郎は、ちょっと無理矢理かなと思いつつ話題を戻もどすことにする。

「僕は既すでに、数学がかなり危うくなりそうだってひしひしと感じてるよ。元々そんなに得意じゃないけど、苦手でもなかったのに」

「数学は公式と定理を覚えてしまえば、あとは繰くり返し問題を解くだけで出来るようになると思いますが……」

「うーん……そうなんだろうけど、要領が悪いのか素直に覚えられないんだよね。頭が悪い癖くせに理解しようって思うからかな」

　家では勉強なんてしたくないけど、その必要性を感じるくらいには手て強ごわい。今までは平均的な成績だったから、ここで躓つまずくとあっさり赤点組になってしまいそうだ。

　そうなると、非常に困った問題が発生してしまう。

「……『赤点を取るような不ふ真ま面じ目めな奴やつに一人暮らしなんてさせられない』、って親に言われてるんだよね。それなりに準備すればまず大だい丈じよう夫ぶだと思ってたんだけど、このままだとちょっと考え直さないと……」

　将来を不安にさせる問題に、虎こ太た郎ろうは軽く指先でこめかみの辺あたりを搔かく。

　……と。目の前にいる雛ひな姫きが、いつの間にやら何やら難しい表情になっていることに気が付いた。

　眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せていて……気のせいかもしれないけど、こっちを睨にらんでいるようにも見える。

「……虎太郎くん。ちょっとそこに座って下さい」

「え？　あの、見ての通り座ってるけど？」

「まあ……口答えするだなんて、自分の立場を分かってないんですね」

　くいっ、と指で眼鏡めがねを押おし上げる仕し種ぐさをする雛姫さんだけど、眼鏡掛かけてないのにその行動をする意味が分からない。たぶん雰ふん囲い気きだけでやってるんだとは思うけど。

　これはどういうコントなんだろうと小首を傾かしげたくなるものの、彼女の表情はかなり真しん剣けんなものなので、虎太郎は茶化すことが出来ずに座り直す。

　コホンと小さく咳せき払ばらいをした雛姫は、出来の悪い生徒を窘たしなめる家庭教師みたいな眼まな差ざしをこちらへと向けて、

「赤点を取ったら一人暮らしをさせない──ということはつまり、海外の家族の元へ行かなければならない、ということですね？」

「う、うん。そうだけど……」

「そんな大事なことを友人の私に言わないだなんて、冷たいにも程ほどがあります！　そう、友人の私にっ。友達なのに！」

　この人、『友人』をどれだけ強調するんだろう。

「全まつたく、酷ひどい話です。ただの友人でなく、同じアパートで暮らしているのに話してくれないだなんて」

「え、っと……ご、ごめん。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

「報告、連れん絡らく、相談は基本です。困る前に身近な人に頼たよることも大事なんですよ？」

「……うん、そうだね」

　よく分からない勢いで怒おこられてしまっているものの、雛ひな姫きの言うことは尤もつともだ。火事の時に『なんですぐ相談してくれないの！』と空そらに怒られたばかりだったのに、たまたま話題に困って話を繫つなげなければ、たぶんテストの前後まで誰だれかに言うことはなかったと思う。

　ただの友達ならともかく、一つ屋根の下に暮らしているんだから、ちゃんと話しておくべきだった。

「雛姫さんの言う通りだね。帰ったら空やセリスさん達にも話すよ」

「……それだけ、ですか？」

「えっ？　それだけって……あ、ちゃんと勉強もするよ？」

　慌あわてて付け足すけど、何故なぜだか雛姫はまだ納得してくれていない様子だった。

　ややむすっとするような、それでいて何度説明しても理解してくれない物分かりの悪い生徒を前にしたコーチみたいな表情で……どうしてそんな反応をされるのか、虎太郎は全まつたく分からない。

　それが相手にも伝わったらしく、雛姫は諦あきらめに似たため息を吐ついて、

「勉強をするのはいいことです。とても大事です。ですが、授業を聞いて理解出来なかったことを、一人で勉強してどうにかなるんですか？」

「うーん……言われてみると、自信はあんまりないかも」

「失礼な言い方をしてしまってすみません。私が言いたかったのはつまり、その……誰かに教えて貰もらった方が効率がいいんじゃないかと……そういうことです」

　なるほど、と虎太郎は内心で頷うなずく。確かに、理解している人に教えて貰った方が分かり易やすいだろうし、勉強に身が入るかもだ。

　となると──

「そう、だね。同じ学校に通っていて勉強が出来る人と一いつ緒しよに住んでいるわけだし、折角だから教えて貰った方がいいかもね」

「私もそう思いますっ。やっぱり、こういう時は素直に教えを請こうべきです」

「あ、でも迷めい惑わくじゃないかな。結構忙いそがしいだろうし、教えるのって結構な手間だし」

「いいえっ、そんなことありません！　赤の他人ならともかく、お友達に頼たのまれたのなら勉強くらい教えるのは当たり前です。それに人に教えることで自分の理解も深まるので、結果としてお互たがいの為ためになるんですから」

　両手をぐっと握にぎり拳こぶしにして力強く言い切られると、そんな気もしてくる。しかもその発言は生徒会副会長にして学年でもトップクラスの成績を誇ほこる百合ゆり川かわ雛姫のものなんだから、説得力も段だん違ちがいだ。

「……うん、そうだよね。友達相手に変な遠えん慮りよしないで、とりあえず頼むだけ頼むくらいはした方がいいか」

　自分の中で出した結論を口にすると、雛姫は蕾つぼみが綻ほころぶみたいにふわっと柔やわらかい笑みを浮うかべる。きっとこれは『正解です』って意味なんだと思う。

「それじゃ、アパートに帰ったら空そらに頼たのんでみるかな」

　釣つられて虎こ太た郎ろうも笑顔になってそう言ってみたところ、どういうことかいい感じに機き嫌げんが良くなっていたはずの雛ひな姫きの表情が驚おどろきに染まり、

「なっ……ど、どうしてそこで相あい羽ばさんに!?」

「え？　だって空、あれで意外と成績良いんだよ。特に理数系は得意で、ケアレスミスさえなければ満点とか取るし」

「えっ!?　相羽さん、そんなに成績良かったんですか？」

「うん。まあでも、授業中に寝ねちゃったり宿題忘れたりするから、点数の割に成績はちょっと落ちるみたいだけどね」

　その辺あたりのいい加減なところというかだらしないところも空っぽい。才能に恵まれまくりで羨うらやましいけど、本気で嫉しつ妬としないのはあの楽天的で豪ごう快かいな生き方が自分には出来ないと思ってしまうからだろう。

　と、そんなことを考えていた虎太郎の目の前で、雛姫は眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを尖とがらせ、不満をアピールしていた。

「……あの、虎太郎くん？　相羽さんが頭が良いのはよく分かりました。ですが、流れとして彼女より適している相手がいるとは思いませんか？」

「え？　流れって……友達に勉強を教えて貰もらうってことじゃ？」

「そうですが、相羽さんの前に打だ診しんするべき相手がいると思いませんかっ？」

「…………もしかして、雛姫さんのこと？」

「そうです！　というより、『もしかして』ってどれだけ考こう慮りよしていなかったんですか?!」

　ちょっと言い方が悪かったようで、雛姫の目に薄うつすらと涙なみだが浮うかんでしまっている。クールな外見の割に、意外とメンタルが弱いのかも。

　ただ、虎太郎にも候補から除じよ外がいしていた理由はあるので、素直にそれを告げる。

「いやだって、雛姫さんの忙いそがしさは空よりもずっと上でしょ？　生徒会の仕事だけでも大変なのに、クラス委員の仕事まであるし」

「大したことはありません。どれも下校の時刻になる前に終わらせることが出来る程てい度どのものですから、夕方以降は大体いつも予定はありませんし」

「あれ、そうなの？」

「そうなんです。それに学校での仕事だけなら私の方が多いですけど、相羽さんは個人的な用事も多く入れているみたいなので、全体的に見れば彼女の方がずっと忙しい日々を送っていると思いますよ。私なんて土日はいつも一人でひたすら暇ひまを潰つぶすだけですし。『いただきます』と『ご馳ち走そう様さまでした』以外は喋しやべらないなんてよくあることです」

「暗い日常風景をさらっと語らないで！　なんかこう、仕事が忙しくて遊ぶ暇も相手もいなくなった親しん戚せきのお姉ねえさんを思い出すから！」

　遠い九州の地に赴ふ任にんしてしまった従姉妹いとこの、正月に会った時の疲つかれ切った目と『いい？　大人になるってことは、社会に染まって孤こ独どくになるってことなのよ』という言葉は、ちょっとしたトラウマになりそうなくらいに重かった。

　それをリアルに思い出してしまい、若干気が滅め入いりそうになりつつ虎こ太た郎ろうは、

「ともかくっ。つまり雛ひな姫きさんは、時間に余よ裕ゆうがあるっていうことでいいんだよね？」

「そういうことです」

「じゃあ……厚かましいけど、暇ひまな時に勉強教えて貰もらえるかな？」

「ええー、雛姫そんなこと言われても困りん～。どうしよっかなー？」

「何その反応!?　勿もつ体たい振ぶる展開じゃなかった上に物もの凄すごく口調がウザいんだけど?!」

　びっくりして虎太郎が叫さけぶと、雛姫は「冗じよう談だんです」とくすりと笑った。色々と下手へたすぎる。何をどうすればここまでコミュニケーションが酷ひどい生物が誕たん生じようするのか。

　いくら冗談のつもりでも流石さすがに『あれは無い』と思ってくれたのか、雛姫は気き恥はずかしげに頰ほおを紅こう潮ちようさせていた。良かった、得意気にしていたら真しん剣けんに今後の交際を考え直すところまであったし。

「慣れないことをするものではないですね……というか、事務的な会話以外の他愛たわいのないやり取りというのを長くしていなかったからか、どんな風に話せば会話が盛り上げられるのかがまるで摑つかめません……」

「や、それを踏ふまえたとしても今のは酷かったよ……どこの不良品倉庫から『困りん』とか出て来たの……？」

「そんな感じの話し方をする小こ悪あく魔まキャラが、愛読書では人気者でしたので……つい……」

　どうやら情報元は漫まん画がだったっぽい。本当にろくな漫画読んでないよ、この副会長。

「と、ともかくです！　ちゃんと私が教えてあげますからっ」

「……本当に大だい丈じよう夫ぶ？　やっぱり空そらに頼たのんだ方が……」

「あああっ、一気に信用が薄うすれて!?　大丈夫ですからっ、ちゃんとやれますから！」

「うーん……でもなぁ……」

「だから大丈夫です！　そ、そんなに相あい羽ばさんがいいんですかっ？　私より相羽さんの方がいいっていうんですかっ?!」

「なんか誤解を招きかねない言い方してるけど、違ちがうよ!?　単に空に勉強教えて貰ったことあるから、互たがいに慣れていてやり易やすいってだけで──」

「また友達レベルの違いが……埋うめようのない年月の差を見せつけるだなんて……！」

「友達レベルって変な言葉作らないでくれないかな!?　わ、分かったから、勉強は雛姫さんに教えて貰うことにするからっ」

　ギリギリと悔くやしげに歯は軋ぎしりする雛姫の姿が見ていられなくて、虎太郎は殆ほとんど叫ぶようにそう言った。『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』と彼女を信しん奉ぽうしている人達の為ためにも、これ以上の暴走をさせる訳にはいかない。あとさっきから店員さんと他ほかの客の視線が痛いくらいに感じられて、そろそろ店から追い出されてもおかしくなかったし。

　こっちが多方面からのプレッシャーで冷や冷やしているのに、クールな仮面をどこかに忘れてきてしまった雛ひな姫きは、ちょっと涙なみだ目めになりながら虎こ太た郎ろうを見つめてきて、

「本当ですか？　相あい羽ばさんではなく、私を選んでくれるんですねっ？」

「だから言葉のチョイスが意味深すぎるからね？　わざとなのって訊ききたくなるくらいの酷ひどさだよ？」

「す、すみません……つい興こう奮ふんしてしまって……」

　本人曰いわく『つい興奮してしまって』テーブルに身を乗り出していた雛姫は、慌あわててイスに座り直す。

　ようやく一段落ついたみたいで、虎太郎はホッと胸むねを撫なで下ろした。良かった、噴ふん火か寸前で沈ちん静せい化かしてくれて。

「──お待たせしました。レッドベリータルトのお客様は？」

「あ、はい。こっちです」

　静まるのを計ったようなタイミングで店員がやってきて、テーブルに注文した品を置いていく。虎太郎の前には熟したさくらんぼみたいに鮮あざやかな紅あかいソースが掛かかったタルトと、太陽の光をたっぷり浴びたマンゴーのジュースが。そして雛姫の前には、大きさ自体は普ふ通つうだけど板チョコがざくざくと三枚も刺ささっているキャラメルソースの掛かったパフェと、シェイクみたいにも見えるどろっとした真っ白いジュースがきた。

　伝票を置いた店員が去ってから、虎太郎はまじまじと自分のタルトを見る。ソースは苺いちごジャムみたいな明るい赤さで、タルトはカシスかブルーベリーを混ぜたような暗い赤。

　スイーツにはあまり詳くわしくないけど、初めて見るタイプのタルトだった。

「これが雛姫さんのお薦すすめかぁ……それじゃ、いただきます」

　カトラリー入れの中からフォークを取り出した虎太郎は、うきうきしながら一口大に切ったタルトを口に運んだ。

　名前がレッドベリータルトだから、きっと赤いラズベリーが使われていて酸味のある甘あまさなんだろうな、と想像する。でも掛かっているソースはジャムだろうから、結構な甘さがくるんだろうと思っていると──

　予想を百八十度裏切る味が、口の中へと激流のように押おし寄せてきた。

「……ぁづっ?!　え、なんっ、辛からい!?　すっごく辛いよ!?」

「あ、言い忘れていましたが、そのタルトにはハバネロと赤あか唐とう辛がら子しとタバスコがふんだんに使われているので、とても辛いですよ？」

「情報が遅おそいよ！　ああっ、なんかヒリヒリするのを通り越こして痛いっ！　やばい痛いこれ痛すぎるしかも熱い?!」

　もう口だけじゃなくて鼻はなとか喉のどとかまで痛くて熱くなってきて、虎こ太た郎ろうは命の危機に縋すがり付くような感覚で飲み物へと手を伸のばし、一気に喉へと流し込こみ、

「……甘あまっ!?　なにこれ凄すごく甘い！　でも辛からさも負けてなくて、なんか甘いのと辛いのが口の中で鬩せめぎ合ってるんだけど……！」

「南国マンゴージュースはマンゴーの甘みに加えて、ハチミツが程ほど良よくブレンドされてますから。その為ためだと思いますよ？」

「冷静なコメントするね！　こっちは味覚の大戦争が起きてるんですけど！」

　辛さで爆ばく発はつするんじゃないかと思っていたからついがぶ飲みしちゃったけど、たぶんそういう飲み方をしたらいけないものだった。だって今、甘さで喉が焼けそうになってる。さっきのタルトでも大ダメージを受けた舌なんて、熱さと痛みでもう元の大きさの数倍に腫はれているんじゃないのかって思うくらいにヒリヒリしているし。

　大量のわさびを食べた時みたいに目の奥おくがツンとして涙なみだが出そうになりながら、虎太郎は襲おそいかかる辛さと甘さの相反した二つの脅きよう威いに必死で耐たえる。

「ふっ、く、ううっ……！　ほ、本当にこれ、いつも食べてるの？　ちょっとした悪戯いたずら心を火薬庫で弾はじけさせたとかじゃなくて？」

「そんなことしませんっ。二つとも私がよく注文する品ですし、この店の定番メニューなんですよ？」

「定番っ!?　これが……て、定番？　店も客もどういうことなの……?!」

　言われてから慌あわてて振ふり返って店内を確認してみれば、確かに真まっ赤かなタルトやマンゴージュースの姿があちこちに。この世は一体どういう異常進化を遂とげてしまっているんだろう。

　ひょっとして辿たどり着いてはいけない場所に来てしまったんじゃないかと不安になる虎太郎に、雛ひな姫きの嬉うれしそうな声が届く。

「確かにとても辛いタルトですが、上手うまく自分に合った分量を把は握あくして特製ジュースと一いつ緒しよに楽しむと、辛さが緩かん和わされて味も分かるようになりますよ」

「……そうなんだ…………ううっ、まだ口の中が痛い……」

「ちなみにレッドベリーは『とても赤くてホットになる』という意味らしいです。ベリーレッドより語感が好みだと店長さんが言ってました」

「その小さな拘こだわりから油断した僕は、とても大変なことになってしまったんだけど……罰ばつゲーム用のスペシャルメニューを食べた時みたいだよ……」

「え？　そんな経験があるんですか？」

「……うん。中学の時に、空そらの誕たん生じよう日びパーティーでね。よくあるゲームだったんだけど、負けたら特製混成シュークリームを食べないといけないってことで……辛つらかったなぁ……」

　何が辛いって、一個じゃなくて色とりどりで味も多様なシュークリームを十個近く食べなきゃいけなかったのが辛つらかった。辛から子しとかタバスコみたいなオーソドックスなのから、ＸＯ醬じやんとバニラエッセンスをブレンドしたものみたいなオリジナリティーと破は壊かい力に溢あふれたものまでたくさんあって、本気で泣ないて帰ろうかと思ったくらい。

　懐なつかしいけど美しくはない思い出に虎こ太た郎ろうが追加ダメージを食らっていると、不思議なことに雛ひな姫きの表情が曇くもってしまった。

「それは……大変ですね…………でも……」

「うん？　雛姫さん、どうかしたの？」

「……いえ。大したことではありません」

「だったら教えてよ。何か気になることでもあった？」

　辛さと甘あまさのツイン攻こう撃げきに滅め入いってしまいそうになるのに耐たえる意味でも、ここは雛姫との会話に集中しようと虎太郎が訊たずねると、

「本当に大したことじゃないんです。ただ、ちょっと……」

「ちょっと？」

「……お友達を呼んでの誕たん生じよう日びパーティーって、都市伝説ではなく本当に開かれているんだという事実に、少し驚おどろいてしまって……」

「……………………」

「……………………」

　訊きくんじゃなかった、と後こう悔かいしても遅おそすぎた。もしかすると友達関係のネタは全ぜん般ぱん的に地じ雷らいなのかもしれない。

　気まずさのあまり言葉に詰つまってしまった虎太郎は、同じく次の言葉が見つからないらしい雛姫と見つめ合う形になる……けど、色っぽい雰ふん囲い気きはゼロ。どちらかというと、ここで目を逸そらしたら追加ダメージを与えてしまうんじゃ、っていう思いの方が強くて、違ちがう意味でドキドキする。

　脳がフリーズしかけてしまい、虎太郎は何かしなくちゃという一心でタルトを小さく切って口に運ぶ。さっき程ほどの辛さを感じないのは味覚がマヒしつつあるのか、それとも緊きん張ちようして味が分からないって状態になっているのか。

　どちらか分からないままで打開策も見当たらず、気が付けば真まっ赤かなタルトが半分にまで減ってしまった。

　何とか会話の糸口を探して挽ばん回かいしないと、このままじゃ本当の意味で罰ばつゲームになるんじゃないかって悲ひ惨さんな思い出になってしまう。

　それだけは避さけようと虎太郎が必死に考え込こんでいると、どこか切羽詰まったような声が前から飛んで来た。

「………あの！　虎太郎くん、ちょっといいですかっ？」

「へっ？　な、何？」

　突とつ然ぜんの呼びかけに動どう揺ようしてしまいながら、虎こ太た郎ろうは慌あわてて返事をし……その後で、雛ひな姫きの様子がおかしいことに気が付いた。

　思考に没ぼつ頭とうして意識が逸それていた間に何があったのか、妙みようにやる気に満ちて意気込ごんだ表情になっていた。

　ただ、こんな風になっている雛姫を見るのは初めてじゃない。友達になった初日、一いつ緒しよに帰ろうと誘さそわれたりゲームをしようとトランプを持ち出していた時も、これと似たような感じになっていたはずだ。

　本格的に何なんだろうと不思議に思う虎太郎に対し、雛姫はぐっと顔を寄せて来て、真しん剣けんそのものの面持ちで話しかけてくる。

「……虎太郎くんの食べている、そのタルトですけど」

「う、うん？　これがどうかした？」

「ええと、その……ど、どんな味なのか、ちょっと気になります！」

　勢いよく、なんだか変なことを言い出した。

「……え？　でもこれ、雛姫さんがいつも頼たのんでるやつじゃ……？」

「そっ、そうなんですけど……！　あの、ええと、どことなくいつもとは違ちがうかもしれないなんて思ったので……」

「そうなの？　え、いつも食べるのはこんな感じのタルトじゃないんだ？」

「それはっ…………大体、そんな感じですけど…………ううっ……！」

　もどかしさを堪こらえるような表情で唸うなる雛姫さんだけど、正直言っていることの意味はさっぱり分からない。

　なので虎太郎は首を傾かしげ、

「あのさ、食べたいならあげるよ？　好きなんでしょ、このタルト」

「本当ですかっ!?　……あ、いえっ、違いますよ?!　別にそれが食べたかった訳じゃなくてですね、どちらかというと行こう為い自体に意味があるというか……！」

「ごめん余計に分からなくなったから」

「…………すみません……」

　萎しおれるように元気をなくしてしまった雛姫は、肩かたを落とした姿勢でこちらを見て、ぽつりと呟つぶやくように言う。

「本当は、その……頼んだものをお互たがいに食べ合うというシチュエーションを、やってみたかっただけなんです……」

「そ、そうだったんだ……早く言ってくれれば良かったのに」

「こういうのは自然にやらないと意味が激減してしまうんですっ。……自然にやるのって、とても難しいのだと初めて知りました」

「普通は意識しないでやるものだから自然になるんだと思うんだけど……」

　原因はまず間ま違ちがいなく、意気込ごみすぎたせいだと思う。あそこまでやる気に満ちておいて自然にやるって、どこからどう見ても間違ってるし。

　ただ、しょんぼりして項うな垂だれてしまった雛ひな姫きの姿は、なんだか年下の子供みたいに可愛かわいかった。保護欲をそそられるというか、放ほうっておけない気分になるというか。

　だから虎こ太た郎ろうは口元に笑みを浮うかべ、小さく切り取ったタルトをフォークに刺さして、

「はい、雛姫さん」

「…………え？」

　彼女の望む通りにしてあげようとタルトを差し出してみたところ、何故なぜかこちらを見たままフリーズするという予想外の反応をされてしまった。

　フォークの先に刺さったタルトと虎太郎の顔を何度となく交こう互ごに見て、それから雛姫はこくりと小さく喉のどを鳴らし……

「い……いただき、ます……！」

　意を決したようにギュッと目を瞑つぶって、パクリとタルトにかぶりついた。

　とても微笑ほほえましい光景で、虎太郎も見ていて嬉うれしくなる。

　ただ、流石さすがにちょっと恥はずかしい。まるでラブラブ全開なカップルみたいなことをしたんだから当然だろうけど。

　まあでも、これも雛姫の為ためなんだし、甘あまんじて受け入れないと。

　……と、虎太郎が照れ臭くさく感じていると、タルトを食べ終えた雛姫が少し頰ほおを赤く染めて、

「ご馳ち走そう様さまです……まさか虎太郎くんが、こんな辱はずかしめを強要してくるだなんて、思ってもみませんでした……」

「えええっ!?　そこで僕が無理矢理にやらせたみたいな発言するの?!」

「私が想定していたのはお互たがいのデザートを交こう換かんする感じでして……なのに、『あーん』をする羽目になるだなんて……！」

「そんなっ、僕はてっきり……いや勘かん違ちがいしたのは僕が悪いんだけど、だったら断ってくれて良かったんだよ!?　ちゃんと説明してくれれば──」

「だって断ったら『友達なのに出来ないっていうんだ？　お前にとって俺はその程てい度どの存在なんだな……』って言われかねないじゃないですかっ。そんな怖こわいセリフ、聞きたくなかったんです！」

「言わないよそんなこと！　というか今の口調も発言内容も、これっぽっちも僕らしくないからね?!」

　もし本気でそんな風に思われているのなら、ちょっと話し合いが必要だ。彼女の読んでいる漫まん画がにそんな展開の話があったんだと信じたい気持ちで一いつ杯ぱいになる。

　……あと、信じ難がたいことも一つある。

　あの激げき辛からタルトを食べたのに、雛姫が殆ほとんどリアクションをしなかったっていうのは、果たしてどういう魔ま法ほうが使われたんだろうか？

　それを訊きくのは何だか怖こわかったので、虎こ太た郎ろうは確認がてら恐おそる恐る、もう一口タルトを食べてみた。

　やっぱり、辛からい。気を抜ぬくと涙なみだが出そうになるくらい、ピリッとくる辛さと熱さで口の中が炎えん上じようする。多少慣れはしたものの、味なんてこれっぽっちも分からない。

　これを美味おいしいと言う雛ひな姫きの辛さ耐たい性せいはどうなっているのか、不思議で仕方がない。激げき甘あまなジュースで緩かん和わする効果があるって言ってたけど、今普ふ通つうに食べてたし。

　腑ふに落ちないまま虎太郎は雛姫のことをまじまじと見て……もしかしたら我が慢まんしているだけなのかも、と思い直す。

　さっき少しだけ頰ほおを赤くしていたけど、今はそれよりも赤くなっていた。耳の方までほんのり染まっていて、見ようによってはかなり色っぽい。

　きっと辛いのを我慢して何事も無いように取り繕つくろっているんだけど、隠かくしきれないダメージが出てしまっているに違ちがいない。だって他ほかに赤面する要因なんて無かったはずだし。

　たぶん『友達』の前で辛いと言ってしまうのが恥はずかしくて背せ伸のびしているんだろう。そう考えれば納得だし、あれが強がりだと分かれば平然としていたのも可愛かわいらしく思えてくる。

　ハイスペックな機械みたいにテキパキと仕事をこなし、愛想のないクールな人だと殆ほとんどの生徒に思われている雛姫が、自分の前では全まつたく違う顔を見せてくれる。

　それが虎太郎には新しん鮮せんで、刺し激げき的で……とても嬉うれしい。

　顔を赤くしたままパフェを食べ始めた雛姫を見て、なんだか遠足ではしゃぐ子供を見守る保護者みたいな気分になりながら、虎太郎は残りの激辛タルトと激甘ジュースとの静かで激しい戦いに臨のぞんだ。




　喫きつ茶さ店てんではそれ以上話に花咲くことはなかったものの、まったりと過ごせそうな雰ふん囲い気きはあった。

　ただ、パフェを食べ終えジュースも飲み終わった雛姫が『そろそろ次の場所に行きましょう』と言うので、早々に店を出て移動することに。

　外に出てみるとまだまだ日は高く、携けい帯たい電話を見てみればもう少しで午後四時という時刻で、余よ程ほど時間が掛かかること以外なら大体何でも出来そうだった。

「それで、次はどこに行くの？」

　まだ予定の場所を回りきっていないのは口くち振ぶりで分かっていたものの、どこに向かうかまでは聞いていない。

　なので虎太郎は何気なしに訊たずねてみて……振り向いた先にあった雛姫の表情に、小さく息を吞のんで驚おどろく。

　キリッと凜り々りしさを増して、まるで戦いに挑いどむ覚かく悟ごを決めた勇士みたいな顔つきになっていた。しかも赤みがかった瞳ひとみが燃えるように輝かがやいてるし。

「あの…………雛ひな姫きさん……？」

　異様な迫はく力りよくを醸かもし出している雛姫に、虎こ太た郎ろうはちょっと得体の知れないものを感じて様子を窺うかがう。

　こちらとの温度差に気付いてないのか、それとも気にする余よ裕ゆうがないくらい張り詰つめているのか、雛姫はほっそりとした綺き麗れいな指をキュッと握にぎり胸むねに当てて、

「あまり時間が遅おそくなる前に行きたい所があるんです。絶対に行っておきたい所が……！」

　悲劇の宿命を背負ったヒロインでもなかなかこんな風にならないんじゃないかなー、と思ってしまうくらいに燃えていた。

　いつもの落ち着いた様子からは想像し難がたいこの意気込ごみ、どう考えても普ふ通つうじゃない。

「……一体、どこへ行くつもりなの？」

「それは──」

　重々しい口調で呟つぶやかれた場所に、虎太郎は驚きよう愕がくすることになった。

　……ただし、なんというか……別の意味で。










　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　目的地に着いた虎太郎は、拍ひよう子し抜ぬけっていうのはたぶんこういうことを言うんだと強く実感していた。

　だって、あれだけやる気と決意に満ちた目をして、人生すら掛かかっているような面持ちで向かった場所が、まさかここだとは思わなかった。

「お、思っていた以上に暗いですね……！」

「えっ？　雛姫さん、もしかしてこういう店に来るの、初めて？」

「……はい、恥はずかしながら初めてです。一人で入るのは、ちょっと敷しき居いが高くて……」

「あー、女の子はそうかもね。一人で来る子、そこまで多くないかも」

　とはいえ、このフロアは女の子ばかりだけど。むしろ男の自分が浮ういている。

　虎太郎が雛姫に連れて来られたのは、駅近くにでんと構えた大型ビル。今まで何度か来たことがある、それなりに馴な染じみのある場所だった。

　……というか。

　あのテンションで向かう先が、よもやの──

「ゲームセンターって、もっと退たい廃はい的でギラついた所だと思ってました。暗いけど意外と煌きらびやかなんですね」

「格ゲーの多いフロアとか商店街の雑居ビルにあるゲーセンとかだと、雛ひな姫きさんのイメージ通りかも。ここはほら、女の子が来やすいように気を配ってるんじゃないかな。男だけだと入ることすら出来ないし」

　なので虎こ太た郎ろうがこのフロアに──いくつものプリントシール機だけが並ぶ最上階に入ったのは初めてだった。

　……にしても、あんなに意気込ごんで出た発言が『プリクラを撮とりたいんです』だなんて、聞き間ま違ちがいかと思った。てっきり美容院で髪かみをショッキングピンクに染めるくらいの凄すごい何かをしに行くと予想していたのに。

　肩かた透すかしを食らった気分で来たゲームセンターだけど、エスカレーターを上がって最上階フロアに着いてみると、雛姫はあからさまに緊きん張ちようと興こう奮ふんで舞まい上がってしまっていた。

　一方、虎太郎の方も、実はちょっとだけ緊張気味だったりする。

「ここのフロアってこういう風になってたんだ……知らなかったなぁ」

「そうなんですか？　何度か来たことがあると、道すがら言ってましたけど」

「ゲーセンに一いつ緒しよに来る女子って空そらくらいだから。空って基本的に音ゲーとガンシューティングしかやらないし」

「妹さんとは来なかったんですか？」

「うん。兄妹で出で掛かけること自体も少ないけど、妹はこういううるさい所って苦手だから。買い物とか遊園地なら付き合ってくれるんだろうけどね」

　ちなみに虎太郎は格ゲーとパズルを中心にやるので、来る時は一人か、もしくは佑ゆう樹きと一緒の場合が多い。

　それにしても、初めて入ったこのフロアは凄い。ゲームセンターに来ること自体が初めての雛姫が目を輝かがやかせるのも仕方ない気がする。

　背の高い大きな筐きよう体たいがいくつも並んでいて、筐体を覆おおうカバーにはでかでかと数人の女の子がプリントされていた。もうこれだけで男としては居いづらさが凄い。更さらにあちこちから聞こえてくる女の子達の黄色い声が、帰りたい気分にさせてくれる。

　でも隣となりに立つ雛姫の、憧あこがれのスター選手を前にした内気な小学生みたいに喜びを隠かくしきれずにいる様を見てしまうと、我が慢まんせざるを得ない。

　どこに視線をやればいいかも分からずキョロキョロしていると、

「さあ、念願のお友達と一緒にプリクラ撮さつ影えいですっ。買うだけ買って白紙のままの専用手帳を使う日が来ました……！」

「いや普ふ通つうはシールを撮ってから買うものだからね？」

「そんなことはどうでもいいんです！　さあ、どの機種にしましょう……どれがいいか、見た目では全然分かりませんね……」

「うん。セールスポイントっぽい言葉も全然意味が理解出来ないしね」

　たぶん機能説明なんだろうけど、『デコ』がデコレーションなのはともかく、『デカ目』とか『驚おどろきの美び脚きやくに！』とかは何がどういうシステムなのか、ピンとこない。いやニュアンスは伝わってくるけど、どうしてそんな機能が必要なのかが分からないので。びっくり面白写真でも撮とる為ためのものなんだろーか？

「とりあえず、もう少し奥おくの方へ行ってみましょう」

「でもさ、エスカレーターに近いこの辺りの機種が最新っぽいよ？」

　目立つところに『最新機種！』とか『先日入荷したばかり！』とか書いてあるので、初めての虎こ太た郎ろうでもそれは分かる。

　どうせなら新しいやつを試した方がいいんじゃないかな、と思うけど、雛ひな姫きはそっと首を横に振ふって、

「大事なのはお友達と一いつ緒しよにプリクラを撮ることですから。新しいものは利用者が多いみたいですし、ゆっくりと使えた方が良いです」

「なるほど……」

「それに、その……人の出入りが多いところは落ち着かないので……」

　たぶん、というか間ま違ちがいなく、後者の方が本命の理由だ。だってさっきからゲーセンのうるささに負けない女の子達の話し声が聞こえてくる度たびに、ビクッて反応しちゃってるし。

　気付いたものの野暮な突つっ込こみはせず、虎太郎は頷うなずくだけに留とどめる。それにここのフロアの空気に慣れてなくて居い心地ごこちが悪いのは自分も同じだから、人ひと気けが少しでも薄うすれそうな奥に行くっていうのは賛成だ。

　ちょっとビビり気味の雛姫に先導される形で、虎太郎はフロアの奥の方へと進んでいく。あちらこちらから聞こえる女の子の声と機械の案内音に気まずさを覚えつつ、自動販売機の前を通り過ぎて、一番奥まで辿たどり着いた。

　やっぱり奥は少し古めの筐きよう体たいになるのか、この辺あたりは誰だれもいない。騒さわがしいのは変わらないけど、それでもちょっとだけ落ち着ける。

　ようやく辺りをゆっくり見回す余よ裕ゆうが出来た虎太郎は、そこで壁かべ際ぎわに変な物を見つけてしまった。

　ハンガーラックにいくつかの服が掛かかっていて、しかもその隣となりにはうさぎの着ぐるみが鎮ちん座ざしている。

「なにこれ？　『コスプレ衣装無料貸し出し』って……」

「……どうやら、カウンターで申しん請せいすると貸して貰もらえるみたいです。それを着てプリクラを撮る、ということでしょうか」

「へぇー……でも、どこで着き替がえるの？」

「ちゃんと更こう衣い室もあるみたいですね。これはサンプルと、リストみたいです」

　壁かべに貼はられた説明書きを読みながら、雛ひな姫きは掛かかっている衣装をちょっと引っ張って眺ながめる。チャイナドレスのスリット部分を持ち上げてしげしげと見つめ、

「こういうのを着て撮とる人もいる……んでしょうね。需じゆ要ようがあるから更こう衣い室まで用意しているんでしょうから」

「どんなテンションなら着て撮ろうってなるのか全然想像出来ないけどね……」

　でも、おかげで少し納得した。女の子が着き替がえたり、割と刺し激げき的な衣装を着たりするから、男だけの入場は禁止になっているんだろう。

　……と、虎こ太た郎ろうが変な想像をしてしまわないように常識的なことを考えていると、いよいよ決心した表情になった雛姫が、

「どれを選べばいいか分かりませんので、もうこれに決めてしまいましょう。虎太郎くん、いいですか？」

「うん、僕も分からないし。それで大だい丈じよう夫ぶだよ」

　一番奥おくの筐きよう体たいを指していた雛姫に頷うなずいて答えると、雛姫は小さく深呼吸をしてから、意を決した風に中へと入る。

　虎太郎もそれに続くと、中にいた雛姫が早くも追い込こまれた表情になっていて、

「ええと……どこを、どうすれば……？」

「まずはお金を入れるところからだと思うよ」

　ゲームセンター自体が初めての雛姫と違ちがって、こちらは場所自体にはそこそこ馴な染じみがある。だから何をどうすればいいかの流れも大体分かる。

　なので虎太郎は率先する形で財布を取り出し、一回四百円らしいので運良く入っていた百円硬こう貨か四枚を入れていく。ちょっと高い気もするけど、これだけ大きな機械で色々な機能もあるんだろうから、仕方ないのかもだ。

　ただしそんなことを考えていられたのもほんの僅わずかな間だけ、硬貨が筐体に投入され終わるまでだった。

　ピロリン、という格ゲー台では滅めつ多たに聞かない可愛かわいらしく大きな音がして、チカチカとスタートボタンが点てん滅めつし、

「こっ、虎太郎くん!?　始まってしまいましたよ?!」

「いやまだ始まってないけど……これで、スタートかな」

「あっ、画面が……！　も、モードを選べと言ってますが……!?」

「えーっと……よく分からないけど、左側のスタンダードっぽいのでいいんじゃないかな」

　隣となりであわあわしながら袖そでを引いてくる雛姫は全まつたく役に立たなさそうなので、自分も分からないものの虎太郎が進めて行く。

　タッチパネルになっている画面を押おし、案内の音声に従いつつ、一応選せん択たくする時は相談してみるけど、

「なんだか目を大きく出来るみたいだよ」

「よく分からないですが、普ふ通つうでいいんじゃないでしょうか……？」

「じゃ、これで……っと、背景の明るさを選べって」

「明るくしたり暗くしたりする理由がよく分かりませんが……」

「ならお薦すすめってあるから、これにしとく？」

「はい、それでお願いします」

　二人ともよく分かってないので、完全に無難な方へと流れていく。

　慣れない作業に戸と惑まどいながら進めて行くと、パッと案内の出ていたタッチパネルの画面が切り替かわった。

『それじゃあ撮さつ影えいを開始するよ～。カメラに注目してねっ！』

　まだ心の準備が出来ていないのにパッと画面がカメラ映像になり、しかもカウントダウンが始まってしまう。

　これに虎こ太た郎ろうは思いっきり焦あせり、

「わっ、わっ、もう始まった!?　雛ひな姫きさんほらっ、枠わくの中に入ってポーズ取らないと！　あと三秒しかないからっ」

「え、あっ、でも、何をすれば……?!」

「それは、えーっと……ああっ!?　もうシャッターが?!」

　あわあわしている間にパシャッというシャッター音がして、あっさり一枚目は終了。すぐに画面に撮とったばかりの映像が出るけど、二人共見事に下を向いてしまっている。

「い、意外と難しいね……」

「撮り直しとかないんでしょうか……って、もう次のカウントダウンが始まってます！」

「雛姫さんっ、カメラの方を向いて！　また目線が下がっちゃってるよ！」

　パシャッ。

「今度は……大だい丈じよう夫ぶみたいですね」

「いやカメラ目線にはなってるけど、姿勢正しく立ってるだけって逆に違い和わ感しかないよ？　また次が来るけど、今度はちゃんとポーズを──」

「ぽ、ポーズって……こうですかっ？」

　パシャッ。

「……ピースしてるけど欠片かけらも笑ってないから怖こわいよ！　もっとほら、笑顔にならないと」

「そういう虎太郎くんだって上手うまく笑えてないじゃ……あっ、もう次っ?!」

　パシャッ。

「うわぁ、完全に余所よそ見みしてたよ……まだまともなの、一枚も撮れてないような……」

「つ、次ですっ。次こそは笑ってみせますから……！」

　──そんな風に慌あわただしく撮影は進み、ただ写真を撮るだけなのに終わる頃ころにはちょっと汗を搔かいていた。だけど、もしかしたらちゃんと撮とれたのは一枚もないかもしれない。

　プリクラ撮さつ影えいの奥おく深ぶかさに虎こ太た郎ろうは大きく息を吐はいて、

「こんなに難しいものだとは思わなかったよ……」

「私もです……それに、最後に『隣となりのブースに移動して』と言ってましたけど……？」

「あ、たぶんあれだよ。落書きするんじゃないかな？」

　答えながら撮影スペースから出ると、付いて来た雛ひな姫きから疑問の声が飛んでくる。

「落書きって、どういうことでしょうか？」

「ほら、シールに枠わくとかハートとか文字書いてあるの、見たことない？」

「ええと……残念ながら、間近でシールを見たこと自体が」

　本当に残念な話が来た。女生徒同士であんなによく見せ合っているのに、近くでは見たことがないとか、涙なみだが出そうになる情報だよ。

　ただし本人はその残念さにあんまり気付いていないみたいなので、虎太郎は顔が引き攣つりそうになるのを堪こらえて発見した隣のブースを指差し、

「印刷する前に、こっちで色々と書き込めるはずだよ」

　たぶん、と心の中で付け加えつつ、先導する形で覆おおいを持ち上げて中に入る。

　すぐに雛姫も入って来るけど……これは、撮影ブースと違ちがって凄すごく狭せまい。二人で横並びになるだけでかなり一いつ杯ぱい一杯で、ちょっと動くだけでも肩かたが触ふれ合ってしまいそうだ。

　予想外の状じよう況きようにドキドキしながら、虎太郎はタッチパネルの横に付属されているペンを手に取る。

　画面には既すでに撮ったばかりの映像が出ているので、それをペン先で指しつつ、

「これでさ、メッセージを書き込んだり装飾したり出来るんだよ。五枚分あるから、それぞれやってみよう？」

「…………」

　こちらの言葉に、雛姫はペンを手に取って握にぎったまま、じっと動かない。

　やり方が分からない、って感じで戸と惑まどっているようにも見えないので、虎太郎は不思議に思って問いかける。

「雛姫さん、どうしたの？　時間制限あるみたいだから、やるなら早く──」

「あの、出来れば弄いじらずに済ませたいんですが……駄だ目めでしょうか？」

「へっ？　別にいいけど……何で？」

　理由がいまいち分からないので素直に訊きいてみると、雛姫はちょっとはにかんだ笑みを浮うかべて俯うつむいてしまい……

「初めての思い出の品なので、出来るだけそのままの形で残したいんです。プリクラの意味はあまり無くなってしまうかもしれませんけど……」

　言って、申し訳なさそうにこちらを見上げてくる。

　確かに特に加工しないなら、醍だい醐ご味みをまるっと捨ててしまう感はある。それを雛ひな姫きも分かっているんだろう。だからあんな表情になっているんだと思う。

　そんな思考が読めてしまい、そんなこと気にしなくていいのにと虎こ太た郎ろうは苦笑したくなる。

「うん、分かった。雛姫さんがそうしたいなら僕もそれでいいよ」

「あっ、ありがとうございますっ。すみません、私の我わが儘ままで……」

「いいって、気にしないでよ。それにほら、一回しかやっちゃいけないって訳じゃないんだしさ。他ほかのも試してみて、それで色々と遊んでみればいいしね」

　そんな提てい案あんをしてみると、雛姫の顔がパッと明るくなる。見ているこっちまで嬉うれしくなるような表情で、釣つられて虎太郎からも笑みが零こぼれた。

　付属のペンで終了の手続きをして二人で筐きよう体たいの外に出て、後はシールがプリントされるのを待つだけになり、




「へー、こっちにもたくさんあるんだな。どれにするとか決めてんの？」




　──ゲームセンターの喧けん噪そうを切り裂さくように、聞き慣れた声が虎太郎の耳に届いた。

　まさか、と思いながらバッと振ふり向けば、通路の向こう、いくつかの筐体の陰かげに微び妙みように隠かくれる形で、複数の人が。

　そしてその中の一人が……やっぱり、間ま違ちがいようもなく友人の瀬せ戸と佑ゆう樹きだった。

「ど、どうして佑樹が……?!」

「え……っ、あれは確か、よくうちの教室に来る虎太郎くんのお友達の……それに他ほかの人達も、うちの学校の生徒です……！」

　雛姫の呟つぶやきに、余計にヤバいと焦しよう燥そう感が募る。クラスの友達と遊びにきたのかもしれないけど、何もこのタイミングじゃなくても。

　しかも彼かれ等らがいるのは出入り口側で、フロアから脱出するにはどうやってもあそこを通らないといけない……！

　虎太郎は慌あわてて雛姫の腕うでを摑つかんで筐体の陰に隠れ、

「……どうしよう、佑樹達がいなくなるまで隠れてやり過ごせるかな……!?」

「……回ってくる可能性が高いので難しいかもしれません。もし目当ての筐体があるならそれを使っている隙すきに行く、という手が有効でしょうが……」

「僕か雛姫さんか、せめてどちらかの正体がバレなければそれでいいんだけど……」

　自分はともかく雛姫は一発で正体バレすると思う。佑樹がいなければなんとかやり過ごせるかもしれないけど、これはかなり厳しい。

　……と、そこで雛姫が動いた。

「……こちらへ！」

「えっ?!　雛ひな姫きさん、何を……？」

　リスクがあるのは承知だろうに筐きよう体たいの陰かげから出ると、さっと通路の奥おくへ行く。慌あわてて後を追った虎こ太た郎ろうは、そこで衝しよう撃げき的な光景を目もく撃げきした。

　さっきプリクラを撮とる前に見たコスプレ衣装サンプルの所で、雛姫はうさぎの着ぐるみの頭部を持ち上げて、キリッと真ま面じ目めな顔で振ふり返る。

「虎太郎くん、これを着るんです！　そうすれば正体は分からないまま通ることが出来るはずですから！」

「何を起死回生の案みたいにとんでもないこと言ってるの?!　無理だよ、そんなの着てる時間ないからっ」

「でも他ほかに手段はないですっ。隠かくれるにしてもこっそり移動するにしても、見つかる可能性は高いままです。ならいっそのこと、見つかってもいい状態で移動するのがベストの手段です！」

「その手段がベストって絶対に間ま違ちがってるから！　ベター案ですらないって！」

　可愛かわいいうさぎの頭部を片手に迫せまる雛姫の目はどこからどう見てもマジで、虎太郎は戦せん慄りつせざるを得ない。

　会長ならともかく、はとこの彼女の方までこんなことを言い出すなんて思ってもみなかった。血は争えないってやつなのかもだけど、それにしたってよもやすぎる。普ふ段だんも可愛かわいくない犬の着ぐるみを着ているとはいえ、ここで変装っていうのはやっぱり無い。

　どう説得すればいいのか虎太郎は考えるものの、早くしないと発見されて強制的にゲームオーバーコースに──

「あれ？　そこにいるの、コタローじゃんか！」

「…………しゅうりょー……」

　聞きたくない声が投げかけられて、虎太郎はゆっくりと後ろを振り返る。

　そこには片手を上げた佑ゆう樹きが近付いてくる姿があった。どうやら角度的にまだ雛姫の姿は見えていないみたいだけど、それも時間の問題だ。この位置からだと筐体の撮さつ影えいブースに隠れることもままならない。

　もうこうなったら、あとは『僕らはただの友達ですから！』をどれだけ通せるかだ。少なくとも、明日学校で百合ゆり川かわ雛姫ファンに校舎裏に呼び出されタコ殴なぐりにされる展開にはならないよう、佑樹だけでも説得しないと。

　……と、虎太郎が必死に言い訳を考え出した矢先。

　ピタリと、こちらに近付いて来ていた佑樹の足が止まった。

　しかも物もの凄すごく怪け訝げんな顔をして。いくら予想外だったとしても、校内ナンバーワン美少女を見つけてする表情じゃない。

「…………コタロー……お前、それ……」

「えっと、何が──」

　どうにも反応がおかしいと怪け訝げんに思いながら、虎こ太た郎ろうは佑ゆう樹きが指差した方を見る。

　そこには雛ひな姫きが立っていた…………はず、だけど。

　今はうさぎの着ぐるみの頭の部分だけを被かぶった、変な女の子が立っていた。

「…………あー……知り合いか？」

　探さぐるような佑樹の問いに、本音としては全力で違ちがうと否定したい。でも隣となりに立っていて、しかも『裏切りは許さない』と言わんばかりに服の袖そでを握にぎってくるものだから、これでノーと言えるはずがなかった。



「…………う、うん。その…………妹」

「そ、そっか、個性的な妹だな…………あれ、でも妹ってアメリカじゃなかったか？」

「あの、それがさ、用事があってこの土日だけ一時帰国してたんだ。それで遊びに来てたんだけど…………その、人見知りだから……」

　自分でもそれはどうなんだって突つっ込こみたくなる説明だけど、突とつ然ぜんで異様な状じよう況きようすぎて、これ以上の答えは出せなかった。

　ただ、幸か不幸か佑樹の方も違い和わ感バリバリのうさぎさんにドン引きしているようで、笑顔を作ろうとして完全に失敗した強こわ張ばった表情で、

「ひ、人見知りじゃ仕方ない、よな…………じゃあ、うん、俺はクラスのダチと来てるから戻もどるわ……」

「……あの、何か誤解とかしてないよね？」

「な……バッカ、そんなのしてる訳ないだろ！　誰だれもコタローが妹に変なコスプレさせて喜ぶ変態だなんて思ってないって！」

「今の絶対に自白だよね!?　ちょっ、待って！　少し話し合わせてよ?!」

「じゃあなコタロー！　お前のこと、嫌きらいじゃなかったぜ！」

　そんなことを言い残し、佑ゆう樹きは急いで去って行き……

　残された虎こ太た郎ろうは呆ぼう然ぜんとしながら、ゆっくりと隣となりを振ふり向く。

　まだうさぎの着ぐるみを被かぶったままの雛ひな姫きは小さくガッツポーズをして、

「……予定とは違ちがいましたが、どうにかなりましたね」

「…………うん。本当に、色んな意味でどうにかなったみたい」

「これで私も着ぐるみ仲間に……そう考えると、悪くないかもしれません」

　どこか達成感すら窺うかがえる声に、虎太郎はそれ以上何も言うことは出来ず。

　底辺まで気力が下がりただただ大きなため息を吐ついて、せめて佑樹が誰かに言い触ふらすことがないよう、願うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「それでは、次が最後のお店です」

　佑樹達がプリクラの筐きよう体たいに入った隙すきを見て、無事にゲームセンターを脱出した後。

　念の為ために少し離はなれた場所まで移動して一息吐いたところで、徐おもむろに雛姫がそう言いだした。

「最後にショッピングをしようと思っているんです。商店街に大きな服飾店が出来たと聞いてますし、そこに行こうかと」

　まだ行くんだ、という気持ちはあるものの、虎太郎は口には出さず留とどめる。ハプニングはあったけど、誰が悪い訳じゃないし。

　むしろ買い物なら気分転てん換かんにもなるかも、とポジティヴに考える。それに、これから行くらしい目的の店に心当たりがあった。

「春休みに出来たやつかな？　聞いた話だと、広いし品しな揃ぞろえもいいって」

　中に入ったことはないけど、店の前を通ったことはあるので場所は把は握あくしているし、外観も思い出すことが出来る。

　若者向けらしくカラフルな看板の掛かかっていた店で、確か三階建ての建物だったはず。商店街の端はしに位置していて駅からは少し離れているけど、今いる場所からはそこまで遠くない位置にある。

　歩いて五分も掛かからないかな、と考えながら、虎こ太た郎ろうは一つ気になることがあったのでそれを訊きいてみた。

「結構話題になってたからうちの生徒もいると思うよ。一いつ緒しよにいるところを見られる可能性も高いけど……」

　ついさっき、あわやのところまでいったばかりだから、どうしてもそこが気になる。

　やっぱり雛ひな姫きと一緒にいるところを同じ学校の生徒……というか、男連中に知られるのは、あんまりよろしくない。

　だって妬ねたまれるし。日ひ頃ごろから影かげが薄うすくて生徒会雑用係になっても認知度が皆かい無むな虎太郎でも、下手へたをすれば魔ま女じよ狩がりか懸けん賞しよう金きん付きの賞金首みたいに晒さらし上げられてしまうかもしれない。何を大おお袈げ裟さな、と笑う人はいるだろうけど、目立たないだけで雛姫の人気はそれくらい高いから冗じよう談だんじゃ済まないと思う。

　まあ、それでも疚やましいことをしている訳ではないし、彼女にとっては数年ぶりに出来た友達だって知ってもいるので、雛姫がいいと言うなら受け入れようと覚かく悟ごする。たぶんだけど、空そらから『昨日の試合でやってたの試させて！』とプロレス技をかけられるよりはマシなダメージで済むだろうし。さっき佑ゆう樹きに見つかったことで、むしろ開き直れたのかもしれない。

　そんな虎太郎の覚悟を他所よそに、雛姫は目元を和やわらげて微笑ほほえみ、

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。知り合いに会うこともあるかもしれませんが、可能性はかなり低いはずですから」

「それは……どうして？」

　意外な判断に戸と惑まどいつつ訊いてみると、雛姫は下した唇くちびるに軽く指を添そえて、

「確かに話題のお店で、うちの学校の生徒もよく利用していると思います。ですが、今日は休日ですから。ここが最も寄より駅の私達みたいな人達はともかく、そうでなければ学校帰りに寄ろうという話にはなるでしょうが、わざわざ休みの日に来る程ほどでもないはずです」

「そんなもんかな？」

「普ふ通つうに買い物したり遊んだりする分には隣となり町の方がいいですから。同じ電車を使っての移動なら、そっちを選ぶと思いますよ」

「あー……」

　言われてみて、ちょっと理解出来た。電車で一つ隣の神楽かぐら町は、小こ杜もり駅前に比べると遊ぶ場所が数倍多くて、大型モールにデパートやファッションビル、レジャー施し設せつもある。映画館もボウリング場も、向こうの方が新しくて立派で、しかも複数あったはず。

　飲食店の類たぐいも多いし、それに駅自体も大きいので交通の便もいいから、どちらを選ぶとなると……

「そう、だね。神楽町に行く人の方が多いかも」

「はい。尤もつとも、やはり話題になってますし、近くに住んでいる人からすれば便利なお店ですから、誰だれかと鉢はち合あわせる可能性もありますが……」

　そう言う雛ひな姫きが『どうします？』と視線で訊たずねてきたので、虎こ太た郎ろうは殆ほとんど間を置かずに頷うなずき返した。

「僕は平気だよ。佑ゆう樹き達が来るとしても、あんな風に追い込こまれてなければ一人で来たってことで誤ご魔ま化かせるしね。それ以外で誰かが雛姫さんに話しかけてきたら、自然な感じで離はなれちゃえば大だい丈じよう夫ぶだろうから」

「ううん……むしろ不自然な行動に思えますけど……？」

「大丈夫だって。卒業式の後に街中でたまたま担任の先生を見かけたから挨あい拶さつをしたら、思いっきり『え？　誰？　隣となりのクラスの吉よし田だくんだっけ？』とか言われたことあるくらいだから、きっと気にもされないよ」

「………………そ、そうですか……」

　居いたたまれない表情になる雛姫だけど、言ったこっちも心が痛くなったので、ある意味イーブンだと思う。……しかもあの先生、二年の時も担任だったのに……

　自じ爆ばくダメージにヘコみつつ、雰ふん囲い気きを悪くするのもよくないので虎太郎はめげずに笑ってみせる。

「それじゃ、その店に行ってみよっか」

「は、はい。あの、きっと生きている内にはいいこともたくさんあるはずなので、あまり気を落とさずに……」

「こういうのって気を遣つかわれる方が傷つくからねっ!?」

　優やさしい言葉に追加ダメージを受けつつ、虎太郎は雛姫と話題の服屋を目指して二人並んで歩き出した。何気に、まともに隣となりに並んで歩くのは今日初めてだったりする。

　道中は『アパートから一番近いコンビニはどこか？』とか『明日までの宿題はもう終わった？』とかみたいな取り留めのない普ふ通つうの会話になり、あっという間に商店街に着いた感じだった。

　商店街の端はしにある目当ての店は、休日ということもあって結構客が入っていた。ただ、どちらかというと大学生以上の年ねん齢れい層そうや子供連れが多くて、中高生くらいの若者はあまりいないみたいだ。

「雛姫さんの言う通り、うちの生徒はいないかもしれないね」

「だといいんですが……とりあえず二階フロアに行きましょう」

　そう言って階段へと向かう雛姫に続きながら、虎太郎はちらりと店内の案内図を見た。一階と二階はレディスフロアで、三階が男向けらしい。

　買い物をするのならば自分は三階へ行くべき……なんだろうけど、虎太郎は階段を上りつつ雛姫に確認の問いかけをしてみた。

「あのさ、ショッピングってことだけど……何か買いたい物があるの？」

「いえ、そういう訳ではありません。お友達と一いつ緒しよに買い物をするというシチュエーション自体に意味があると言いますか……」

「……うん、大体想像通りだね」

　つまりこの場合、片手を上げて『じゃあ買い物が終わったら店の前で落ち合おっか』というのは間ま違ちがいだ。ソロで買い物をするんじゃ意味がなくなるから。

　今日の外出が罰ばつゲームのやり直し、ということも考こう慮りよするなら……やっぱり、雛ひな姫きに付き合うべきなんだろう。レディスフロアに長居するなんて恥はずかしくて大変だけど。

　まあでも仕方ないかな、と諦あきらめに似た気持ちになった虎こ太た郎ろうは、雛姫と共に二階へと移動した。

　当然のように見み渡わたす限り女性用の服で溢あふれていて、しかも奥おくの方には下着売り場らしきものまであるっぽい。しかしそれが本当に下着売り場なのか確認出来る位置まで近付くのは物もの凄すごく遠慮したかった。

　買い物する客も女性ばかり……と思ったら、ちらほらと男性の姿も見える。

　意外だけど、虎太郎は同時に納得もした。何故なぜなら彼かれ等らは一人ではなくて、一緒に彼女らしき女の人が横にいる。

「ううっ……今までとは段違いの居いづらさですね……！」

　何故か虎太郎より先に雛姫が苦しげな弱音を吐はいてきた。

「いや雛姫さんがそれを言うの？　正直、僕の居い心地ごこち悪さはその数十倍だと思うよ？」

「いいえ、その点では私も負けないはずです。一人で買い物をしている姿をじろじろと見られるあの視線……蔑さげすみと哀あわれみがナイスブレンドされたものに違いありません……！」

　それは単に雛姫が綺き麗れいだから注目されるだけなんじゃ──と思いはするが、虎太郎は敢あえて口にしない。だって『それはね？　君が綺麗すぎるからだよ？』なんて言える訳がないし。言った日には恥ずかしくて三日くらい部屋から出たくなくなるよ。

　一身上の都合で被ひ害がい妄もう想そうに近い雛姫を的確にフォローすることが出来ず、虎太郎は「きっと気のせいだよ」と当たり障さわりのない言葉を投げてから、

「それより、雛姫さんは何を見るつもりなの？　迷わず二階に来たってことは、買うかどうかはともかく、見るものの目星はつけてるんだよね？」

「ご明察の通りです。今日はスカートを見たいと思っているんです」

　言われてみると、一階には上着が多くて二階にはスカートや小物系が多い気がする。ワンピースやカーディガンとかもあるけど、それらは圧あつ倒とう的に下の階の方が充実していた。

　キョロキョロと辺りを見渡した雛姫は、

「私が持っているのは丈の長いスカートばかりなので、少しは軽やかな印象の短めのスカートもあった方がいいような気がしまして……ミニスカートはかなりの冒険になってしまうんですが……」

「そう？　雛ひな姫きさんって足が長くてスタイルいいみたいだから、ミニスカートだって映はえると思うけど」

　お世辞抜ぬきの素直な気持ちで虎こ太た郎ろうが言うと、雛姫はどこか焦あせったような表情になって、

「そ、そんなことありません。スタイルがいいだなんて…………こんな起き伏ふくの少ない体でスタイルがいいだなんて……！」

「思いの外ほか本気ダメージを受けてる?!　いやでもっ、それだけ細くて手足長ければ羨うらやまれて当然だからね？」

「……ですが、私程てい度どで……相あい羽ばさんなんて背も高くてすらっとしているのに、あんな……あんなふんだんに胸きよう部ぶ装そう甲こうを……！」

「あれは特別だって。よく育っているのはたぶん遺伝だし、子供の頃ころから運動ばっかりしてたから筋肉の分もあるんだろうし……」

　というか、何で女性服売り場でこんな話をしているんだろう？

　当然の疑問に首を傾かしげたくなる虎太郎の前で、ちっとも収まる気配のない雛姫は赤みがかった瞳ひとみに暗い炎ほのおを宿らせて、

「遺伝だなんて、そんなのずるいです……！　努力の届かない領りよう域いきの話になってしまうじゃないですかっ」

「そんなこと僕に言われても。とりあえず運動してみるとか？」

「既すでにバストアップ体操は欠かさずやってます！　まだ足りないというんですかっ？」

「カミングアウトの内容が赤せき裸ら々らすぎる！　しかも周りの視線が痛い！　女の子に変なことを無理矢理言わせている本格的な屑くずを見るような目が僕に集中してるよ?!」

「これに懲こりたら迂う闊かつな発言で女の子は深く傷つくってことを心に刻きざみ込こんで下さい」

　ぷいっ、とそっぽを向いて雛姫はそんなことを言う。果てしなく冤えん罪ざいに近い気がするけど、虎太郎はそこを突つっ込むことは止やめておく。これ以上騒さわいで注目を浴びるよりはずっとマシなので。

　まだ少し怒りが残っているらしくふくれている雛姫に、虎太郎は「これからは気を付けます」と優ゆう等とう生せいな返事をしてから、

「とりあえず色々と見てみよう？　ほら、スカート以外にも欲しい物が見つかるかもしれないしさ」

「……そう、ですね。ひとまず見て回りましょう」

　どうやら落ち着きを取り戻もどしてくれたようで、色いろ好よい返事がきてホッとする。

　とはいえ──改めてフロアを見回して、虎太郎は場違い感にため息を吐つきたくなった。

　雛姫に付いて売り場を歩くけど、やっぱり居い心地ごこちの悪さが半はん端ぱ無い。世の中の彼氏さん達はよくもまあこの試練に耐たえていると感心してしまう。

　男物の服売り場に比べてレディスフロアはカラフルで、華はなやかな空気が虎こ太た郎ろうにはちょっと肌はだに合わない。ただの服という意味では男物と変わらないはずなのに、どうしてここまで違ちがう雰ふん囲い気きになるのだろう。

「さあ、どうしましょう……やっぱり新作より値引き品から見て行きましょうか……」

　小声で呟つぶやく雛ひな姫きは買い物モードに入ったようで、真しん剣けんな目はディスプレイされたマネキンや商品の並ぶ棚たなへと向けられていた。

　その横に引っ付いているだけの虎太郎も、そわそわしつつ近くの品を見てはみる……けど、目のやり場に困ってしまう。

　下着とか水着よりは遥はるかにマシだけど、絶対に着ることのないワンピースやスカートに囲まれているのも、かなり居いたたまれない。

「それにしても、落ち着いて服を選べるのはいいですね」

「え？　いつもはそうじゃないの？」

　もしかして普ふ段だんはセリスと一いつ緒しよに行って、賑にぎやかではあるものの騒さわがしくなっちゃっているのかな、と虎太郎は推測する。会長ならそんな感じになりそうだし。

　美人二人の微笑ほほえましいショッピング風景を思い浮うかべていると、棚からスカートを取りながら雛姫が苦笑した。

「一人で見ていると、店員さんが話しかけてくるんです。『どういった品をお探しですか？』とか『お客様にはこの辺あたりもお似合いですよ』とか……その、ああいうのはちょっと苦手で」

「あー、それは分かるかも。ゆっくり見てる時やそこまで買う気がない時に来られると、なんか急せき立てられてる感じになるよね」

「そうなんです。しかも客が少ない時などは付きっきりになって、しきりに試着を勧すすめられて……お仕事ですし、少なからず厚意だとは思いますが、私はちょっと……」

　雛姫の言葉に、虎太郎は分かる分かると頷うなずく。

「試着しちゃうと買わなきゃ、って感じになるのも辛つらいよね。選ぶのに時間掛かかっても、なんか悪いような気になっちゃうし」

「……はい。あまり優ゆう柔じゆう不ふ断だんな方ではないつもりなんですが、どうにも駄だ目めですね。押おしに弱いのかもしれません」

　伏ふし目がちにそう言うと、雛姫はこっちを見て力なく笑った。それに虎太郎も似たような笑みで返す。

　たぶんこの会話、今日一番自然に盛り上がってる。その内容がネガティヴ残念系っていうのはちょっとアレだけど、おかげで少しリラックス出来た。

　よくよく考えてみれば、事実はどうあれ傍はた目めにはカップルに見えているに違ちがいない。なら、びくびくして挙きよ動どう不ふ審しんにしている方が変だ。彼女の買い物に付き合っているフリをしていれば何も問題ないんだし。

　虎こ太た郎ろうが少し気が楽になったように雛ひな姫きの方も緊きん張ちようが解けたらしく、表情が少し柔やわらかくなっていた。

「家族以外と服を買いに来たのって初めてなんですが……」

「うん？」

「やはりこのようにして──『どっちが似合う？』、と訊きくのがお約束ですよね？」

　そう言う彼女の両手には、色とデザインが微び妙みように違ちがうスカートが。

　右手には爽さわやかなピンクのミニスカート、左手には少し丈が長めの黒いフレアスカート。

　それらを胸むねよりやや下の辺あたりに構えて、雛姫はちょっと恥はずかしげに訊いてきた。

「個人的には左の方が好きなんですが……やっぱり、少しは可愛かわいらしいのも持っておきたいと思いまして」

「うん、いいんじゃないかな。右のも似合うと思うよ」

「虎太郎くん、それでは質問に答えてませんよ？」

　途と端たんに悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべた雛姫は、

「さあ、どっちですか？　好みで選んでも構いませんよ？」

「ええー……でも本当にどっちも似合うしなぁ……」

「じゃあシンプルに考えて下さい。どちらの方が脱がしたいですか？」

「待って前ぜん提ていがおかしくなった！　それも激しく問題がある間違い方したよ?!」

「あ……すみません、つい。選んだ好みの服を自分の手で脱がすシチュエーションがそそるのかと思いまして……」

「ちょっと話し合いが必要かもしれないね。主に雛姫さんが僕のことをどう思っているのかについて、出来るだけ詳くわしく」

　じとっとした目で睨にらんでみるけど、慌あわてて顔を背そむけられてしまったので殆ほとんど効果はなかったっぽい。

　全まつたくこの人は……と思いはするも、虎太郎は雛姫の手に持たれたスカートを改めて注視して、それから彼女が着ているところを想像してみる。

「……うん、やっぱりどっちも似合うと思うよ。どちらかというと、ピンクの方が新しん鮮せんな感じはするかな？」

「そうですか？　冒険しすぎだと思いません？」

「いや冒険って、空そらやセリスさんはいつもそれより短いの穿はいてるよ？　学校でも制服のスカートをもっと短くしている子いるしさ」

「知ってます。そして男の子達の彼女達への評価が『土下座する勢いで頼たのみ込こめば一回くらいおっぱい揉もませて貰もらえそうな子』というものだというのも知ってますよ？」

「いやいや違うから！　今すっごい『私もそんな軽い女だと思っているんでしょう？』みたいな目で僕を見てるけど、そんな風には全然思ってないからね!?　発想の飛ひ躍やくの仕方が成せい層そう圏けん越ごえしちゃってるからね？」

「っ、それは私に揉もむだけの胸むねがないからですかっ!?」

「被ひ害がい妄もう想そうが更さらに悪化した?!」

　おかしい、普ふ通つうの会話だったはずなのに、あっという間に変な冤えん罪ざいを押おしつけられた。どれだけマイナス思考ならそんな結論に至れるのか、ちょっと分からない。

　虎こ太た郎ろうが俄にわかに頭痛の気配を感じていると、まだ納得しきっていない表情の雛ひな姫きはそれでも睨にらむのだけは止やめてくれて、

「……とりあえず、試着してみます。それを見て判断して下さい」

「う、うん。分かった」

　たじろぎつつも返すと、雛姫は試着室の方へと──行く前に、手近な棚たなから白いブラウスを選び取り、サイズだけ確認してそれも持って、改めて試着室へと入って行った。着ているのがワンピースだから、それにスカートを合わせて穿はくのはおかしいからだと思う。

　ともあれ、一人になった虎太郎は深々と息を吐はいて……




「──あれっ？　そこにいるのってトラだよね？」




　後ろから飛んで来た聞き慣れたその声に、落とした肩かたをぎくりと震ふるわせてしまった。

　たとえ知り合いに遭そう遇ぐうしても虎太郎の場合、普通ならまず『あれ？　こいつ誰だれだっけ？』みたいな反応をされる。同じ中学で三年間クラスメイトだった相手でも、私服姿の時に本屋でバッタリ会ったら気付いていない風だった。

　……けど、家族以外では数少ない例外として、雑ざつ踏とうの中に紛まぎれていても一発で見つけられてしまう相手がいる。

　バッと弾はじかれたように振ふり向けば、そこにはやっぱり、

「そ、空そらっ?!　それに蒼海うみちゃんも……な、なんで……!?」

　赤のロングティーシャツに黒いダメージジーンズを穿いているのは、幼おさな馴な染じみの相あい羽ば空。その隣となりにはぶかっとしたカーディガンに膝丈のデニムスカートという服装の、大きなヘッドホンを首に掛かけた相羽蒼海の姿が。

　階段から上がってきたらしい二人は虎太郎の方へと近付いてくる……けど、こちらとしては出来れば来ないで貰もらいたい。もしくは全力ダッシュで逃にげたい。

　雛姫と二人で買い物に来たことを知られたら、厄やつ介かいな勘かん違ちがいをされそうな気がする。友達だって言っても、年とし頃ごろの男女が仲良く服を買いに来て『ただの友達』だなんて、自分ならまず信じないし。

　もしカップルとして見られたら、それは虎太郎としては光栄なことだけれど……雛姫には迷めい惑わくになると思う。だからなるべく変な勘違いをされないよう、避さけないと。

　でも身元が知られている相手で、しかも同じアパートに住んでいる。つまりここで逃にげても、帰ってから追つい及きゆうされてしまう。

　なので虎こ太た郎ろうは不運すぎる出で逢あいに頰ほおを引き攣つらせながら、近くまで来た相あい羽ば姉妹に軽く手を上げて挨あい拶さつをした。

「や、やあ。珍めずらしい所で会ったね？」

「珍しいのはトラがこんな所にいることでしょ。ほんと、どしたの？　ついに女装趣しゆ味みに目覚めちゃった？」

「まず思いつくのがそこ?!　いや違ちがうよ、僕は偶ぐう然ぜん──」

　とにかく誤ご魔ま化かそう、と適当に話そうとした矢先、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛かけた蒼海うみの疑わしげな視線が突つき刺ささる。

「ここのフロア、女物しか置いてないはずだよ。偶然でこんな中の方まで入り込こまないと思うけど？」

「……ぐ、偶然買う物があったんだよ。ええと、ほらっ、妹に服を買って送ってあげようと思ってさ」

「へー、あかりんに？」

　頭の後ろで手を組んだ空そらは、妹の愛あい称しようを口にした。その呼ばれ方をすると妹は少し嫌いやな顔をするって分かっているのに、空はお構いなしに呼ぶ。

　咄とつ嗟さに出た割に辻つじ褄つまが合いそうな言い訳に、虎太郎は何度も頷うなずいて、

「そうそう、あかりに。あいつも日本に残りたがっていたのに僕だけ一人でこっちに残ったせいか、ちょっと機き嫌げんを損そこねちゃってるみたいでさ。服の一つでもプレゼントしてあげようかな、なんて思って」

「虎とら兄にい、あかりの服のサイズ分かるの？」

「何となく、程てい度どだけどね。正確なスリーサイズは知らないけど身長は分かるし、ズボンとかと違ってシャツやスカートならそこまで細かい寸法は把は握あくしてなくても大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「んー、まあそうだけどさ」

　肯こう定ていはしてくれたものの、空はどこか納得しきれていない顔をしていた。これだから野生値の高い幼おさな馴な染じみは困る。野生の勘かんで噓うその臭においを嗅かぎつけているのかもしれない。

　蒼海は蒼海で難しい表情のままだし、もう少し何か説得材料を探さないとまずいかもだ。

　ただ……虎太郎には一つ懸け念ねんがあった。

　ぐずぐずしていると雛姫が試着を終えて出て来てしまうかもしれない。幸か不幸か、いくつか並んでいる試着室で使われているのは現在一つだけなので、そこを彼女が使っているのは間違いない。

　……それを自分の位置から確認出来るということはつまり、空や蒼海の位置からも見えてしまう訳で。

　雛ひな姫きが出てくれば、きっと二人は気付く。そこで『妹の服を買いに来たら、偶たま々たま雛姫も買い物をしに来て試着していた』と言うのは……流石さすがに無理がある。もっと上手うまい言い訳を考えろと言われてしまいそうなくらいに。

　そんな事態にならない為ためにも、早く二人をどこか別の場所に移動させないとまずい。

　じわじわと焦あせりを感じつつ、虎こ太た郎ろうは必死にそれを隠かくして平静を装い、こちらを怪あやしんでいる相あい羽ば姉妹に問いかけた。

「あのっ、空そらと蒼海うみちゃんは買い物だよね？　な、何を買いに来たの？」

「ん？　新しい下着を買いに──」

「ちょっと空姉ねえ！　どうして言っちゃうの?!」

　慌あわてた様子できつく蒼海が睨にらむけど、そんなの空はお構いなしの笑顔で、

「別に恥はずかしがらなくたっていいじゃん。成長すればサイズくらい変わるんだし、当たり前のことだよ？」

「だからって…………っ……デリカシーなさすぎ……」

　むっとした様子で姉を睨にらむ蒼海だけど、頰ほおに赤みが差しているのを見ると相当に恥ずかしかったらしい。虎太郎にもその気持ちは分かる。

　……だから空に続いてこちらを睨むのは止やめてくれないかなー、なんて思っていると、

「そうだ。折角だからトラのプレゼント選び、手伝ってあげる」

　──ポンポン爆ばく弾だん投下をしてくれる問題児が、輝かがやくような笑顔で素晴らしい提てい案あんをしてきた。ただしこの場合、素晴らしく面めん倒どうな、って意味になるけど。

　善ぜん意いに充みち満ちたこの申し出に、虎太郎は当然慌あわてふためいた。

「えっ、やっ、いいよそんなこと！　僕だけで十分だからっ」

「遠えん慮りよしないでいいって。あたし達とトラの仲でしょ。それに変な服を送られたらあかりんも困るだろうしさ」

「いやいや大だい丈じよう夫ぶだって！　僕だってあかりの好みくらい把は握あくしてるし、変な服なんて選ばないから！」

「そう？　だってトラ、基本的にセンス悪いでしょ」

「直球で暴言吐はくの止めてくれないかな?!　もしそうだとしても、人にあげるのをそんなチャレンジ精神に溢あふれた物にしないから！」

「でもさぁ、客観的な意見もあった方がいいじゃん？」

　虎太郎が全力で反対するものの、空は明るい笑顔で受け入れ拒きよ否ひする。この幼おさな馴な染じみさんはどうしてこんなに強引かつマイペースなのか。

　まるで聞く耳を持ってくれない空はぐっと親指を立てて、

「それじゃ、急いで買い物済ませて戻もどって来るから！　トラは大人しく待ってるように」

「ちょ、空っ!?　だから僕はいいって──」

「あ、それとも先にあたし達の買い物に付き合う？　いくつか買うつもりだから一つくらいトラに選ばせてあげてもいいよ？」

「空そら姉ねえっ、いい加減にしてさっさと行く！」

　魅み力りよく的かつ破は壊かい力抜ばつ群ぐんな戯たわ言ごとを言う姉を、顔を赤くした妹が引っ張っていくという光景が繰くり広げられ……そのまま下着売り場へ消えて行った。

「…………やばいぞ……これはとてもまずいかもしれない……！」

　二人の姿が見えなくなるまでフリーズしてしまっていた虎こ太た郎ろうは、正気に戻もどると同時に冷や汗を流す。

　女の子の買い物は時間が掛かかるっていうのが定説だけど、それは空には当て嵌はまらない。体育会系だからか単に決断が早いだけなのか、昔から素早く買い物を済ませてしまう。今日は妹の蒼海うみがいるから普ふ段だんより幾いく分ぶんか時間が掛かるかもしれないものの、もしかしたら先に自分の分だけ済ませてこっちに来てしまう可能性だって十分にある。

　つまり──のんびりなんてしていられない。

「早く雛ひな姫きさんに知らせてここから離はなれないと……！」

　後で小言を言われるだろうけど、そんなの雛姫と二人でいるところを見られて邪じや推すいされるよりずっとマシだ。

　虎太郎はすぐに踵きびすを返し、もう殆ほとんど走っているも同然の早歩きで試着室の方へと行き、

「雛姫さん緊きん急きゆう事態！　吞のん気きに試着している場合じゃなくな──うぁっ?!」

　慌あわてすぎたせいか足がもつれ、思いっきりつんのめってしまった。

　やばい、と思った時には既すでに自力で体勢を立て直せる段階じゃなくて、虎太郎はどうにか転ころばないようにと前へ手を伸のばし、

　──壁かべのつもりで手を突つこうとした『それ』がカーテンだったことに、手て応ごたえゼロで吸い込こまれるように向こう側へと倒たおれ込むまで気付けなかった。

　そしてそのまま虎太郎は無ぶ様ざまに転んでしまい、長時間の正座に足が痺しびれて前に倒れ込んでしまった人みたいなポーズで床ゆかに這はい蹲つくばって、

「…………」

「…………ぁ」

　自分を見下ろす百合ゆり川かわ雛姫の驚おどろきに見開かれた瞳ひとみと、バッチリ目が合った。

　床に転がる虎太郎の目の前には、雛姫の白くてすらっと長い足があって、それを上に辿たどっていくと『あ、今日は上品かつ清せい楚そに白で纏まとめたんだね』とコメントしたくなる格好で、残念ながら胸むな元もとには穿はこうとしていたらしいスカートが抱きしめられている。

　…………つまり、とてもまずいタイミングでやらかしてしまった、と。



　どうやら彼女の足の間にヘッドスライディングを決めてしまったらしい虎太郎は、見る見る内に顔を赤くして唇くちびるを大きく歪ゆがめた雛姫を下から見上げ、

「──雛ひな姫きさん、緊きん急きゆう事態だよ。落ち着いて聞いて欲しい」

　努めて真ま面じ目めな表情で、真に迫せまった声でそう言った。

「……ぇ？　えっ、ぁ、ぇえっ……？」

「時間が無いから手短に言うと、空そらと蒼海うみちゃんがこのフロアに来ているんだ。急いでここを離はなれないと、僕らが友達以上の関係だって誤解されて明日には学校中に誤報が飛び交うことになりかねない」

「……………………ぁの……？」

「だから一刻も早く着き替がえを済ませて。試着の途と中ちゆうでごめんだけど、今日の買い物は諦あきらめて欲しい……それじゃ」

　冷静に用件を伝えると、虎こ太た郎ろうは這はい蹲つくばった姿勢のまま、匍ほ匐ふく前進を巻き戻もどしたみたいにずりずりと試着室から出た。

　カーテンの帳とばりを抜ぬけてフロアに戻ると、何事もなかったみたいにゆっくりと立ち上がり、自然な歩みで試着室から少しだけ離れる。その際に周りを見回すけど、相あい羽ば姉妹の姿はまだ見えないままで、店員もこちらには気付いてなさそうだった。

　確認を終えた虎太郎は、ふぅ……と一仕事やり終えた感じで息を吐はき、

「…………うああ盛大にやらかしたぁぁぁ……！」

　頭を抱かかえ込こんで、その場にしゃがみ込んだ。

　事故とはいえとんでもないことをしてしまった。あれはもう完全に覗のぞきとして訴うつたえられておかしくない。なのにテンパりすぎて妙みように落ち着き払はらった対応してたし。べちゃっと這はい蹲つくばっていた癖くせに、なんなのあれ。あの時の自分は何がどうなっていたんだろう。

　悲鳴をあげられていたら本当の意味でアウトだったから、その点でいえば結果的に正解だったんだろうけど、それにしたって有り得ない。

　真下からのアングルで下着姿を見ておいてろくに謝りもしないなんて、もう人として最悪だ。もし雛ひな姫きが傷つき怒おこっていたなら、アパートを出て行くのも仕方ないことだと思う。会長とトイレでバッタリ遭そう遇ぐうしたこともあったけど、あれと違ちがって完全にこっちが悪いし。

「あー…………本当にもう、何をやってるんだか……」

　このままどこか遠くへ逃にげ出したいくらい落ち込こみながらも、虎こ太た郎ろうはよろよろと立ち上がる。女性服売り場でしゃがみ込んだままいるなんて営業妨ぼう害がいの不ふ審しん者しやにしか見えないので、気力を振ふり絞しぼってどうにか体裁だけは保つ。

　そのまま気まずい時間は過ぎていき、体感時間で軽く十分は経たった頃ころ。

　虎太郎の見ている前でゆっくりと試着室のカーテンが開き、服を着直した雛姫が出て来た。

「……あのっ、」

「──とりあえず、店を出ましょう。相あい羽ばさん達に見られる前に」

　何を置いてもまず謝ろうとした虎太郎に対し、雛姫が機先を制する形でそう言ってくる。

　手に持っていた畳たたまれたスカートとブラウスを棚たなに戻もどし、そのままスタスタと歩いて売り場から離はなれて階段の方へと行ってしまった。

　虎太郎は慌あわてて追いかけるが、隣となりに並ぶ勇気はなくて後ろを付いて歩く。早く弁解すべきなのに、後ろ姿から思わず口を閉ざしてしまいたくなる怒いかりのオーラが滲にじみ出ていて、迂う闊かつに声を掛かけられない。

　そのまま階段を下りて、店を出ても、商店街を抜ぬけて住宅街に入ってからも、沈ちん黙もくが続いたまま。

　この短時間で胃に穴が開いてしまうんじゃないかと思うくらいのストレスで、虎太郎は長時間の取り調べに耐たえ切れなくなった犯人みたいな心境になってしまう。もういっそ全すべて自供して、早く楽になりたい。

　──と、人ひと気けのない路地に入ったところで、前を歩いていた雛姫が足を止めて振り返り、威い圧あつ感のある無表情で虎太郎を睨にらんできた。

「虎太郎くん。何か私に言うべき言葉があるんじゃないですか？」

「…………はい……僕が全部やりました……」

「えっ？　ぜ、全部って……どれのことを指して……？」

「……あ、えっと、ごめん。ちょっと混乱して変なこと口走っちゃった」

　気まずさのあまり変なモードに移行しかけていたこちらの発言に、どうやら雛姫もペースを乱されてしまったらしい。

　取り繕つくろうように「こほん」とわざとらしく咳せき払ばらいをしているけど、さっきまでのプレッシャーはどこぞへと消えてしまっていて、代わりに新米家庭教師みたいなハリボテの威い厳げんが見え隠かくれしていた。たぶんこれ、怒おこってるんですアピールだから崩くずせないんだと思う。

　そこまで理解して、虎こ太た郎ろうはほんの少しだけ心が軽くなった。この様子だと、問答無用で会長に告げられて強制退去のルートにはならずに済みそうだ。

　ただし自分が悪いことをしたのは間ま違ちがいないので、雛ひな姫きに向かって深々と頭を下げた。

「さっきはごめんね。あんなことするつもりは本当に無かったんだけど、それでも、」

「──分かりました。もういいです」

「やってしまったことには…………え？」

「ちゃんと謝ってくれるのならもういい、と言っているんです。事故なのは最初から分かってましたから」

「そ、そうなの？」

　思ってもいなかった言葉に、虎太郎はパッと顔を上げた。許して貰もらえることもそうだけど、誤解されていなかったことが凄すごく嬉うれしい。

　まだまだ友達になって日が浅いけど、それでもちゃんと信しん頼らいされているんだっていうのがこんな形で分かるだなんて──

「勿もち論ろん、分かってます。だって故意で狙ねらってやるのなら、虎太郎くんはデジカメか携けい帯たい電話で写真を撮とって、『これをバラまかれたくなければ大人しく言うことを聞け』と脅おどしてきたはずですから」

「いや何を物もの凄すごい予想を披ひ露ろうしちゃってくれてるの?!　しないよそんなの、たとえわざと覗のぞくとしてもそこまでのことはしないよ！」

「そ、そうなんですか？　でも私の読んだ限りでは……」

「また例の漫まん画が知識?!　それ本当に全年ねん齢れい対象の女の子向けなの!?」

「はい。だって脅して結ばれた後は、ちゃんと幸せなカップルになってましたから」

「それ現実では絶対にならないから！　正しい作法みたいに覚えたら駄だ目めだからね?!」

　駄目だ、ちょっといい話みたいな展開だと思っていたら、全力で卓袱ちやぶ台だい返しされた。いやまあ、誤解はされていなかったからそこだけはいいんだけど。でも信じて貰えていた理由が脅さなかったからって、何なのそれ。

　喜んでしまった分、盛大な肩かた透すかしを食らってガックリきた虎太郎は、半眼になって問題発言の多い友人を見る。

　するとこちらの眼まな差ざしに何かを感じ取ったのか、途と端たんに雛姫はむっとした表情になり、

「……確かにあらぬ誤解もあったみたいですが……それでも、許してあげたことに対する感謝を忘れてはいけないと思います」

「うっ……そう、だね。そこは本当にごめん」

「全まつたく、虎こ太た郎ろうくんときたら……相あい羽ばさん達と遭そう遇ぐうして慌あわててしまうのは仕方ないですが、だとしても私は着き替がえている最中だったんですから。もう少し注意して貰もらわないと、困ります」

「……はい……仰おつしやるとおりです」

「まあ、相羽さん達ならばともかく、私みたいに貧相な体に興きよう味みはないでしょうから、虎太郎くんとしても怒おこられるのは多少理り不ふ尽じんに感じるかもしれませんが」

「あ、そんなことは全然──いえ何でもないです、すみませんでした……」

　ついポロっと本音が出てしまったけど、咎とがめる視線がきてすぐに謝り倒たおす。とはいえ、理不尽だなんてとんでもない。確かに一部分起き伏ふくには欠けるというか軽いランニングコースばりに平へい坦たんに見えるものの、すらっとした雛ひな姫きの下着姿に興味がない男なんて殆ほとんどいないはずだ。異性どころか同性だって見たがるに決まってる。

　……まあでも、正直に言ってしまう場面じゃなかった。

　細くて整った眉まゆを顰ひそめる雛姫のむっとした表情が、見事にそれを物語っている。

　しばし黙だまってこちらを見ていた彼女は、ぷいとそっぽを向くように振ふり返り、そのまま歩みを再開する。

　なので虎太郎も慌てて後ろを付いて行くという、さっきと全く同じ展開になった。

　ただ、一つだけ違ちがうのは、前を歩く雛姫の口から怒いかりの言葉が発せられるということだ。

「本当にもう……虎太郎くんは駄だ目めな人です」

「…………はい……その通りで……」

「注意力が散さん漫まんすぎます。昨日だって、夕ご飯の時にお醬しよう油ゆを零こぼしてましたし」

「……あの…………今後は気を付けていこうかなー、なんて……」

「きっと、そんなだから未いまだにクラスメイトに名前を覚えられていないんです。今週だけで何度間違えられているんですか」

「…………ええと……たぶん十回以上は……」

「でも虎太郎くんも人生を間違えているので、怒れる立場じゃありませんね」

「………………返す言葉もないです……」

　普ふ段だんは寡か黙もくというか必要以上のことをあまり喋しやべらない雛姫が、ここぞとばかりに文句を言ってくる。もうそれ今回の件に関係無いただの悪口だよね、と言いたくなる内容もあるけど、突つっ込こめる空気じゃない。

　これは罰ばつとして受け入れようと、虎太郎は神しん妙みように頷うなずくばかりだ。

　ただし、それでも雛姫の声は止まらない。

「ああもう、今日は厄やく日びですか……！　偶ぐう然ぜん上映タイミングだった映画はあんなでしたし」

「…………不幸な事故としか……」

「お薦すすめの喫きつ茶さ店てんを紹介したのに、気に入って貰えなかったみたいですし」

「……あれはその……ちょっと難なん易い度が高いかなー、って……」

「終しまいには買い物もまともに出来ないだなんて……散々です！」

「…………ですよねー……」

「それで、次はいつ付き合って貰もらえるんですか？」

「…………非常に申し訳ないと………………って、ぇ？」

　──何か、今。

　話の流れにそぐわない言葉が、急に入り込んできた気がした。

　聞き間ま違ちがいかと思った虎こ太た郎ろうは何度かパチパチと瞬まばたきをしてから、

「あのー……今、なんて？」

「だからっ、次はいつ付き合って貰えるのかと訊きいているんです！」

　足を止め、くるりと振ふり向きながらやや怒おこった口調で放たれたのは、こちらの聞き間違いじゃないと確定する言葉だった。でもそのせいで、虎太郎は余計に訳が分からなくなる。

　だって、

「え、いや、どうして？　むしろ『もう二度と行かない』みたいな流れなんじゃ……？」

「ふぁっ……!?　そ、それはつまり『もう二度とお前みたいな面めん倒どうなビッチに付き合いたくない』っていう意思表明ですか……?!」

「いや全然違うよ?!　途と中ちゆうからザクザク盛られて拡大解かい釈しやくどころの話じゃなくなってるけど、とにかく違うよ！」

「ならどういう意味なんですかっ」

「だからほらっ、今日は散々だったから懲こりちゃったかな、って……さ？」

　最後の方は勢いに急ブレーキが掛かかってトーンが落ちた声になりながら、虎太郎はおずおずと訊たずねる。

　今日一日の行動に採点をつけるとしたら、まず間違いなく赤点を食らうと思う。反省することばかりだし、本当はもっと良い思い出にしてあげたかった。

　こんな醜しゆう態たいを晒さらしたのに次回があるだなんて、普ふ通つうは思わないはずだ。

　なのに雛ひな姫きは不思議そうな表情で、こんなことを言ってくる。

「懲りるって……何をですか？」

「えっ？　それは、ええと……雛姫さんが言っていた通り、厄やく日びかってくらい酷ひどい一日だったからさ。もう僕と一いつ緒しよに出掛ける気にならなくなるんじゃ──」

「それとこれとは話が別です」

　キッパリと。

　それはもう明確に、雛姫は言い切ってくれた。

「確かに駄だ目めな点はいくつもありましたが、全すべて虎太郎くんの責任という訳じゃありません。というより、もし虎太郎くんのせいだったとしても、答えは変わりませんし」

「それは……どうして？」

「だって……一人で過ごすより、ずっと楽しかったですから」

　そう言うと、雛ひな姫きは胸むねに手を当てて小さく深呼吸をするような仕し種ぐさの後で、

「良いことばかりではありませんでしたが、それでも楽しい思い出になりました。一人で過ごしても得られない充実感です」

「ほ、本当に？　割と酷ひどい一日だったよ？」

「だから今度はもっと良い一日になるよう、また一いつ緒しよに出で掛かけたいなって思うんじゃないですか。次はきっと、もっと楽しい一日になるに違ちがいないって」

「あ……」

　それは凄すごく前向きな言葉で、虎こ太た郎ろうの心に染み入った。

　同時に思うのは──確かに酷い一日だったけど、それでも自分も楽しかった。

　今こうして雛姫の笑顔が目の前にあるから、余計にそう思える。

　……と、そこで彼女の表情が曇くもってしまい、

「ですが、その……今日のはあくまで罰ばつゲームのやり直しということだったので、もう虎太郎くんが嫌いやだというのであれば──」

「言わないよ、そんなこと」

　また雛姫がマイナス思考に囚とらわれてしまう前に、虎太郎は早めに否定する。

　そして苦笑気味に笑って、自分の素直な気持ちを口にした。

「それにさ。罰ゲームがどうこうとか関係無しに、買い物や遊びに行くことくらい、時間がある時ならいつでも付き合うよ」

「本当ですかっ？　あの、無理してないですよね？」

「してないしてない。だって友達なんだから、それくらい普ふ通つうだよ」

　このセリフだって、特別なものじゃない。普通は敢あえて口に出さないだけで、誰だれだって当たり前に思っていることのはずだ。

　なのに雛姫が瞳ひとみを潤うるませ、幸せに溶けてしまいそうな笑みを浮うかべるものだから、虎太郎は迂う闊かつに顔を直視出来なくなってしまう。

「それじゃ……また付き合って貰もらえますか？」

　……しかもこんなことを言われてしまったら、もう照れないなんて無理。

　顔の火ほ照てりと心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなるのを感じながら、虎太郎はどうにか頷うなずいて、

「うん。その、僕で良かったら」

　面白味も意外性もない、そんな言葉を返すのがやっとだった。

　長らく友達付き合いをしていなかったから、その反動かもしれないけど……普段はあんなに澄すましている雛姫にこんなにもストレートな反応をされると、ギャップも手伝って破は壊かい力が凄い。うっかり惚ほれてしまいそうな威い力りよくがある。

　でもそうなってしまうと、彼女と友達ではいられなくなってしまう可能性が高いから、どうにか自制しないといけない。

　……まあ、自制なんてどこまで出来るのかって話だけど。

　こんなに可愛かわいい美人を相手にいつまで持つのか、考えるだけでちょっと不安だった。

　始まって間もない友達関係の嬉うれしさと難しさを同時に嚙かみ締しめつつ、虎こ太た郎ろうは雛ひな姫きの隣となりへと並び。

　アパートまでの残り僅わずかな距きよ離りを、出来るだけゆっくりと、二人の時間を惜おしむようにして歩いて帰ることにした。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──ところで。

　虎太郎が雛姫と路上で初うい々ういしいやり取りをしている時から、遡さかのぼること数分。

　新規オープンしたばかりの服飾店の二階にある女性フロアから、二人が去って行く、その姿を目もく撃げきしていた人物がいた。

　その人物は両手に一つずつブラジャーを持ち、たまたま振ふり返った先によく知っている後ろ姿を見て、

「あれは、トラと……？」

　ぽつりと呟つぶやき、眉まゆを顰ひそめる。

「んー……ヒナっちっぽかったけど……でもどうしてだろ？」

　半信半疑の相あい羽ば空そらは、二人が消えた階段の方を見ながら、微かすかに首を傾かしげた。










　　　二




「トラさー、あたしに何か隠かくし事してない？」

　突とつ然ぜんそんなことを言われたのは、ゴールデンウィークの明けたある日の朝のことだった。

　もうすっかり慣れたアパートからの登校途中、一人で歩いていたところを遅おくれてやってきた相あい羽ば空そらに追いつかれ、開口一番に言われたのがこれだ。

　幼おさな馴な染じみが唐とう突とつに妙みようなことを言うのは珍めずらしくないけど、このざっくりした質問に、虎こ太た郎ろうは思わず眉まゆを顰ひそめてしまった。

「いきなりどうしたの？　特に何かした覚えはないけど？」

「そうじゃなくて、『あたしに言ってないことがあるんじゃないの？』って言ってるの。ほら、例えば彼女が出来たとかさー」

　急にとんでもない角度から予想外のボールが飛んで来た。

　言うに事欠いて、彼女とか。何をどうすればどこの異次元からそんな発想が出て来るっていうんだろう。

　つい吹ふき出してしまいそうになった虎太郎は、笑いそうになるのを必死に嚙かみ殺して、

「ないない、そんなの。生徒会の仕事もあるし、新生活をこなすだけで精せい一いつ杯ぱいだったの、空だって知ってるよね？」

「ん、まあねー。だからさ、もしかしたらそんなこともあるのかなー、くらいの気持ちで訊きいただけ」

「敢あえてそんな倍率低い可能性に賭かけなくてもいいのに……隠し事もしてないからさ」

「えー、ほんとにぃ～？」

「何をそこまで……疑われるようなこと、したっけ？」

　全まつたく心当たりがない虎太郎としては、ここまで疑われるっていうのは不自然な気がする。特に相手は基本的に単純で深く考えない空だし。

　もしかして自分が悪いのかな、なんて思い始めていると、空は女おんな侍ざむらいみたいに結ったポニーテールをぴょこぴょこ揺ゆらして歩き、

「あるといえばあるし、無いといえば無いよ」

「何その曖あい昧まい極まりない返し」

「ほら、例えばこの前の日曜とか。あかりんの服を選ぶの手伝ってあげるって言ったのに、勝手に帰ったじゃん」

「あー……でもさ、あれもごめんって謝ったよね？」

　それは先週の日曜日のことで、雛ひな姫きと二人で買い物に出で掛かけたところ、偶ぐう然ぜんにも空と蒼海うみに鉢はち合あわせてしまうアクシデントがあった。

　不幸中の幸いでその場に雛ひな姫きはいなかったから、相あい羽ば姉妹が自分達の買い物に行っている間に逃にげて、二人で買い物に行っていたことはバレずに済んだ……のだけれど。

　当然、アパートに帰って来た空そらに『どうして待たずに帰ったのよ？』と責められる羽目に。どうにか誤ご魔ま化かし謝り倒たおしたものの、空は納得いってない顔をしていたし、蒼海うみは……何も言ってなかったけど、ちょっと不ふ機き嫌げんそうだった。作ってくれる夕飯のおかずも、心なしか自分の分だけ少なかったし。

　あれは悪かったとは素直に思う。でも、一週間以上も前のことをどうして今いま更さら蒸し返されたのかが腑ふに落ちなかった。

　そんな虎こ太た郎ろうに対し、威い勢せい良く愛用のドラムバッグを掛かけ直した空は、不満顔で軽く肩かたを小こ突づいてくる。

「そうだけどさー……でも謎なぞは明かされていないっていうか、真相究明はどこまでしていいか判断に迷うっていうか……ああもうっ！」

「痛っ!?　明らかな八つ当たりで殴なぐってくるの止やめてくれないかな！」

「これは八つ当たりじゃないの！　トラが悪いんだから、その制裁っ」

「言いがかりも追加された?!　ストップ、割と本気で痛いからっ」

「あっ、こら！　まだ話は終わってないし殴り足りないわよっ!?」

　全まつたく理解の出来ない不条理な暴力に、これはもう手に負えないと虎太郎は逃げ出し。

　バッグを振ふり回しながら追いかけてきた空がふざけてじゃれついてくるというやり取りが、校門をくぐるまで続いた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　連休明けの放課後といえば、気の合う友人と遊びに行ったりどこかの飲食店に入ったりして、休みの間にあったことを話して盛り上がる……なんていう展開になる人も多いと思う。

　そんな中、虎太郎はというと──

「そろそろラブらんにも何か欲しいわねぇ」

《何かって、どういう意味ですかぁ～？》

「ほら、あれよ！　決めゼリフとか決めポーズとか、そういうの」

　相変わらず発想が子供向けテレビ番組のプロデューサーみたいなセリスの言葉に、虎太郎はしばし黙だまり込こんでから、

《えっとぉ……それって必要なんですかぁ～？》

「当たり前よ！　皆みんなに覚えて貰もらうには、愛あい称しよう・仕し種ぐさ・口くち癖ぐせの三つが揃そろってないと駄だ目めなの！　ただ可愛かわいいだけでマスコット界の頂点に立とうだなんて甘あまい考えは捨てなさいっ」

《……そもそもそんな頂いただきに登ろうと思っていないというかぁ……》

「向上心がないのは良くないわよ。もっと上を狙ねらいなさい」

　上と言われても、学校とかならともかく着ぐるみ界のトップなんて、ちっとも目指したくない。最終的には遊園地でパレードでもしろっていうんだろうか？

　とはいえ、生徒会長にしてアパートのオーナーである玖く臥がセレスティアの意見はかなり絶対に近いので、虎こ太た郎ろうは渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

　その反応に会長は満足してくれたようで、

「さっ、今日も頑がん張ばるのよ！　ポーズなりセリフなりは、宣伝活動の合間にも考えておくように。宿題よ、宿題」

《はぁい。分かりましたぁ～》

　我ながら間の抜ぬけた声だなぁ、と思いつつ、虎太郎はセリスからチラシの入ったバッグを受け取って、それを肩かた掛がけにする。

　現在虎太郎は、ちょっと可愛かわいくてかなりキモいラブラドールレトリバーの着ぐるみ姿で、駅前の商店街に来ていた。

　この格好をしている時のデフォルトで会長と一いつ緒しよに行動しているが、残念ながらここからはいつもと違ちがう。

「それじゃ、わたしは行くわよ？　帰りは遅おそくなるから、皆みんなに伝えておいてちょうだい」

《会長、気を付けてくださいね～》

「ん、ありがとう。ラブらんも色々と気を付けながら、頑張って文化祭の宣伝するのよ」

　そう言うと、セリスは駅の方へと歩いて行く。小こ柄がらで特とく徴ちよう的な赤毛の彼女はすぐに見えなくなって、虎太郎も商店街のメイン通りへと移動する。

　ここにラブらんの姿で来たのは、今月末に行われる文化祭の宣伝をする為ためだった。

　本当ならセリスも一緒にしてくれる予定だったものの、昼休みに急な仕事が入ってしまったようで、前もって許可を貰もらっていた商店街の組合の人に挨あい拶さつをするところまでしか付き合えないことに。

　なので虎太郎は、ラブらんとして一人で商店街でチラシを配る役目を担になう羽目になったのだった。

　セリスと一緒にいた路地には殆ほとんど人通りがなかったけど、メイン通りとなると流石さすがにそうはいかない。ざっと見るだけで数十人の通行人がいて、ひょっこり現れたキモカワな着ぐるみに気付いた人達の視線が一いつ斉せいに突つき刺ささった。

　虎太郎はそれに慌あわてず騒さわがず、スキップするような歩みで愛あい嬌きようを振ふりまいて、

《こんにちは～、愛まな杜もり学園生徒会です～。今月末に文化祭があるのでぇ、興きよう味みがある人はぜひ来てください～》

　ボイスチェンジャーで舌っ足らずな女の子みたいになった声で告知しながら、道行く人にチラシを配っていく。

　着ぐるみを着て街中にいる時の常で、女子中高生からキャーキャー言われて握あく手しゆや写真を求められたり、子供から殴なぐられたり蹴けられたり、もう大人気だ。でもこの人気、ラブらん人気というよりちょい珍めずらしい玩具おもちやが現れたって反応の方が正しいと思う。

　ゴールデンウィーク中にも宣伝活動はしていたので、もうこの手の扱あつかいは慣れっこになってきた。ただしコツは『我が慢まん』の一点突とつ破ぱなので、慣れたからってそこまで楽になる訳じゃないけど。

　セリスから言われているのは二百枚のチラシが無くなるまで、もしくは一時間経たったら帰っていいとのこと。

　なので終わるまでしっかりやろうと、虎こ太た郎ろうは殴りかかってくる子供の頭を強めにガシガシと撫なでて《キミもお父さんお母さんと一いつ緒しよに来てねぇ～》と宣伝する。

　そうこうしている内に、段々と人の流れがスムーズになってきた。チラシを渡わたして、軽く触さわられたり握手を求められたりして、その間に子供からの攻こう撃げきを受けたり写真を撮とられたりする。後半はひたすら受け身なだけだけど、構い過ぎず無視はせず……という匙さじ加減を覚えることで、かなり対応が楽になった。

　こうなるとやり甲が斐いというか、マスコットキャラの仕事も悪くないかな～、なんて思えてくる。先月みたいに長ちよう距きよ離り走するのは勘かん弁べんして欲しいけど、この手の触ふれ合いは割と嫌きらいじゃないし。

　そんな訳で虎太郎はチラシ配りにファンサービスにと、かなり順調に仕事をこなしていた……が。

「ああっ！　向こうからもなんか来た！」

《……ふぁ？》

　群がっていた子供の一人があげた大声に、思わずその子供が指差している方向を見る。

　すると駅側の商店街入り口に──いた。

　忍しのび装しよう束ぞくを着た、猫ねこの着ぐるみが。

　顔と体の殆ほとんどを衣装で隠かくしているその着ぐるみに、虎太郎は見覚えがある。確か以前、駅前でスーパーのセール告知をしていた忍にん者じや猫だ。

　タイミングが合わなかったのか最近は見かけなかったけど、どうやら向こうは特売の告知のようで、肩かた掛がけされた襷たすきには『出血大サービスニャ！』の文字があった。

　大変なのは自分だけじゃないんだなぁ、としみじみ感じていた虎太郎は、そのまま猫忍者の着ぐるみを見つめる。

　……と、向こうもこちらの存在に気付いたらしく、バチッと目が合った。いやまあ、着ぐるみだから本当に目が合っているのかどうか全然分からないけど、向こうの視界に入ったのは間ま違ちがいない。

　挨あい拶さつくらいした方がいいかな、なんて長閑のどかなことを考えて虎太郎が片手を上げると……

　──何故なぜか忍にん者じや猫ねこが、猛もう然ぜんとこちらへ向かってダッシュしてきた。

　着ぐるみとは思えない速さで、慌あわてて避さける通行人に見向きもしない。

　あっという間にすぐ近くまで迫って来た忍者猫は、もう数メートルしか間が無いのに全まつたく止まる気配がなくて──

　しかも勢い良く、こちらに向かってジャンプしてきた。

《え、えっ、えええええぇぇぇ～!?》

　予想外すぎる展開に虎太郎は声をあげて避けようとするけど、判断が遅おそすぎた。

　身を捩よじってどこうとしたその時──忍者猫のドロップキックが、腰こしの辺あたりに炸さく裂れつする。

《あぅぶっ?!》

　盛大に吹ふっ飛ばされた虎太郎はそのまま顔面から地面に倒たおれ、それでも勢いが止まらず錐きり揉もみ状に転ころがってしまう。着ぐるみのおかげで痛くはないけど、頭はガクガクに揺ゆすられて目が回り、何が何だか分からなくなる。

　……というか、突とつ然ぜん着ぐるみにドロップキックを食らうって、本気で何が何だか分からないし……！

　クラクラする頭で現状を把は握あくしようとするけど、着ぐるみの頭部が少しズレてしまっているのか、よく外が見えない。ちょっとした衝しよう撃げきじゃ簡単に外れないように出来ているはずなのに、どれだけの一撃だったのかを物語っている。

《ううぅ～……一体、何が……》

　仰あお向むけで倒れたまま呻うめき、虎太郎はぐらつく頭部を手で押おさえながらよろよろと体を起こそうとした。

　だがその前に、視界に黒い影が落ちる。

　反射的に上を向いた虎太郎が見たのは、逆光の中でにおう立ちをする忍者猫。

　腕うで組ぐみをして、こちらの体を跨またぐようにして立っている着ぐるみの姿に、思わず思考を忘れてポカンとしてしまった。

　呆ぼう然ぜんと見上げていたのはたぶん数秒くらいのはずだけど、すぐにその数秒がとても大事だったと痛感する。

　何故かというと……忍者猫が、そのまま腰を下ろしてきた。胸むねと腹の間の鳩尾みぞおち辺りに、遠えん慮りよ無くトスンと。

　いきなり着ぐるみに蹴けられた上に馬乗りになられるなんて、意味不明にも程ほどがある。けど、上に乗られてしまった今、逃にげることも困難だ。

　どうすればいいのか、というより、どうしてこんなことになっているのかまるで分からず混乱する虎太郎の耳に、くぐもった笑い声が聞こえてきた。

「ふふふっ……ここで会ったが百年目、というヤツね……！」

《あ、あのぅ……どなたかと人ひと違ちがいしてるんじゃ……？》

　忍にん者じや猫ねこの着ぐるみと遭そう遇ぐうしたことはあっても因いん縁ねんなんてないはずなので、恐おそる恐るそう言ってみる。互たがいに中身が分からないこの状じよう況きようで人ひと違ちがいも何もない気もするけど。

　ただ、今の発言で分かったことが一つある。

　着ぐるみ越ごしだから少し聞き取りづらかったけど、あの声は若い女の人のものだと思う。男だとしたら声変わりしていないんじゃないかってくらい、高い声音だった。

　だから余計に知り合いじゃない可能性が高いはず……と思う虎こ太た郎ろうに対し、忍者猫は両腕うでをバタバタ上下させて、

「人違いなんかじゃないもん！　あっちのことを忘れたっていうの?!」

《えっとぉ……確かどこかのスーパーのマスコットキャラ、だよね～？》

「違くて！　そうじゃなくて、あっちのことを言ってるの！」

《ど、どっちのことぉ？》

「だからっ、あー、もうっ！」

　明らかに苛いら立だった声をあげて両手を上に構える忍者猫に、虎太郎は反射的に『やられる』と思ってしまいビクッとなった。

　まさかこのままマウントポジションでボッコボコにやられてしまうんじゃ……と恐きよう怖ふと焦あせりを覚えるが、すぐにそれは勘かん違ちがいだと悟さとる。

　忍者猫は上げた手で自分の頭部を横から支えるようにして持つと、

「これで……分かるでしょっ?!」

　そのまま持ち上げて着ぐるみの頭部を外し、素顔が露あらわになった。

　出て来たのは細い眉まゆと強気に吊つり上がった瞳ひとみが印象的な、たぶん同い年かちょっと年下の女の子だ。ショートの前まえ髪がみを上げてゴムで縛しばっていて、汗ばんだおでこが覗のぞいている。

「どうっ!?　あっちのこと、忘れたなんて言わせないんだよ！」

　見下ろしてくる彼女は明らかに敵意に満ちていて、まるで三代にわたる怨おん敵てきにでも会ったかのよう。

　そこまでの感情をぶつけてくる相手なら、因縁と言えてしまうかもしれないレベルの関係性があって当然だ。

　なので、思わず喉のどを鳴らして唾つばを吞のみ込こんだ虎太郎は、恐る恐る彼女に言った。




《……あの…………だ、誰だれですかぁ……？》




　──まさかこんな大見得を切られて、その相手に見覚えがないとか。普ふ通つうなら有り得ないけど、本気で記き憶おくにない。どうしよう、気まずさが半はん端ぱ無いのにガッチリ押おさえられているから逃にげることも出来ないし。

　となると、この場でどうにか思い出すしかないので、

《そのぅ……ひ、ヒントとか……》

「顔を見た程てい度どじゃ思い出さないっていうの?!　いくら久しぶりだからって……あ、あっちのこと覚えてないって……！」

　唇くちびるをふるふる震ふるわせながらそう言う姿を見て、虎こ太た郎ろうは直感で『あ、やられる』と思った。あれはまずい、怒いかりが軽く臨りん界かい点てんを突とつ破ぱしている顔だ。

　そしてその予想が間ま違ちがっていなかったと証明するように、猫ねこ忍にん者じやの着ぐるみを着た誰だれかさんは、キッとこちらを睨にらみ付け、

「あっちを…………この宮みや藤ふじ阿あ智ち花かを、忘れるとか……！」

《……ご、ごめん～……でも、あのぅ、やっぱり人違いなんじゃ……》

　名前を聞いてもさっぱりなので、虎太郎としてはそうとしか思えない。

　けどそんな言葉が今いま更さら通じる相手じゃない、っていうのは、更に険けわしく吊つり上がった眉まゆと怒りで涙なみださえ滲にじんでいる目を見れば一発で分かる。



「まだ言うかっ?!　あっちをバカにするのも大たい概がいにしなよ、このっ……」

　怒りに震える忍者猫の女の子は、わしっと両手で挟はさみ込こむようにこちらの頭部を摑つかんで、

「今すぐ長年の決着をつけてあげるんだからね──相羽空ぁ！」

　威い勢せい良く叫さけぶ声が聞こえるのと同時にラブらんの頭部が大きくズレて、虎太郎の顔の殆ほとんどが露あらわになってしまった。

　ついに素顔同士の対面になり、怒いかれる少女と至し近きん距きよ離りで目と目が合って──

「……………………あんた誰だれ？」

「だっ、だから人ひと違ちがいだってずっと言ってたのに……！」

　全まつたく聞く耳を持ってくれなかった癖くせに不思議そうな顔で呟つぶやく彼女に、虎こ太た郎ろうは泣なきたい気分で突つっ込こんだ。
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「──それで、虎太郎が中に入っているってバレた訳ね」

「…………はい……すみません……」

　数時間前のことを思い出しながら謝った虎太郎は、陰いん鬱うつな気分で頭を下げた。

　仕事を済ませたセリスがアパートに戻もどってきたのは午後九時を回ってからだった。虎太郎の報告を、食堂のソファーに身を委ゆだねてバナナを食べつつ聞いていたセリスの反応はというと、予想していたよりずっと冷静なもので、

「まあ、仕方ないわね。不ふ可か抗こう力りよくってやつでしょうし。子供にいたずらされるくらいならともかく、暴漢に襲おそわれることまで想定なんてしてなかったもの」

　随ずい分ぶんな言い方をするけど、ドロップキックを食らいマウントポジションを取られた身としては、そこまで大おお袈げ裟さに思えない。一歩間違えれば警けい察さつ沙ざ汰ただし。

「それで、見られたのはその忍にん者じや猫ねこの子だけなの？　間違いない？」

「たぶん、ですけど。他ほかの人は遠巻きにしか見ていなかったので、角度的にも見えてないはずだと思います」

「そう、それなら話は簡単ね。ちゃんと口くち封ふうじはしたんでしょう？」

「いやしませんよ?!　時代劇さながらのフランクさで殺すとか、現代っ子の発想にしても酷ひどすぎますからね!?」

　素顔を見られたら相手を殺さないといけないなんて、どこの闇やみの組織なのか。芸能界育ちって怖こわい。

　一いつ般ぱん人じんとして当然の反応をする虎太郎に対し、やや慌あわてた様子でセリスはバナナを持った手を振ふり回し、

「ま、間違えただけよ！　口止めよ、口止めっ」

「ああ……それならしましたし、大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど……」

「何よ、大丈夫って言う割に不安そうじゃない」

「言い触ふらすタイプじゃないとは思うんですが、あんまり話を聞いてくれる感じじゃなかったんで……あと、逃にげられちゃいましたし」

「え？　逃げたって、どういうこと？」

「『商店街で騒さわぎ起こしたのがおっちゃんにバレたら怒おこられる！』って叫さけんで、それはもう止める暇ひまもないくらいの速さで逃にげていきました」

　あの逃とう走そうは見事だったと、思い返してみても感心する。動き難にくい着ぐるみを着て、あんなに素早く人波を搔かき分けて逃げる姿は躍やく動どう感に満ちていて、周りから何故なぜか拍はく手しゆが聞こえてきたくらいだ。

　尤もつとも、実際にそれを見ていないセリスには想像するのがちょっと難しいようで、やや不思議そうに眉まゆを顰ひそめる。

「ふぅん……まあ、相手は分かっていることだし、明日にでも改めて話をつけに行ってちょうだい」

「えっ？　会長、あの子のこと知ってるんですか？」

「スーパーオオサワのマスコットキャラ、『忍にんニャくん』でしょ？　ラブらんを作る前に色々と着ぐるみキャラについて調べた時、見つけたの。小さいけどファンサイトだってある、ラブらんの先せん輩ぱいよ」

　どうよこの情報収集能力は、と言わんばかりに胸むねを張る会長だけど、虎こ太た郎ろうが訊ききたかったのは中身の方だったので、何だか残念なものを見てしまった感じになる。ちゃんと対象を絞しぼり込こまなかったこっちも悪いのかもしれないから、スルーしておくけど。

　得意気な表情で残りのバナナを食べるセリスをしばし眺ながめた後、虎太郎は商店街で襲おそいかかってきた少女の顔を思い浮うかべてぽつりと呟つぶやいた。

「……その忍ニャくんの中に入っていた子、空そらの知り合いみたいなんです」

「へぇ、そうなの？　空はなんて？」

「や、それがまだ帰って来てなくて。部活の後で柔じゆう道どう部の皆みんなでカラオケに行っちゃったみたいで……」

　タイミングの悪い話だけど、空だってまさかこんな事件が起きていたなんて知らないはずだから仕方ない。ただし急に帰りが遅おそくなると連絡されて、もう夕飯を作ってしまっていた蒼海うみが機き嫌げんを悪くしてしまったのは、仕方ないで済ませられないから後で何とかして貰もらうしか。あまり自己主張をしない子だけど、三人で夕飯を食べている間のむっつりした表情を見るに、あれはかなり怒おこっていた。

　とりあえず最も伝えないといけない相手である生徒会長には言えたので、空には帰って来てからゆっくり訊いてみればいい。

　そう思った虎太郎は座っていたソファーから腰こしを浮かし、

「じゃ、僕は部屋に戻もどってますね」

「ん、オッケー。今は蒼海がお風呂を使ってるの？」

「はい。出たら会長の番みたいです」

「それじゃ、わたしも部屋に戻って支度を──」

　虎こ太た郎ろうに続いてセリスも立ち上がった、丁度その時。

　玄げん関かんの方から、底そこ抜ぬけに明るい声が聞こえてきた。

「たっだいまー、そしてお腹なか減った！　ご飯残ってるー？」

「あら……噂うわさをすればなんとやら、ってやつね」

　楽しげに呟つぶやくセリスの言葉通り、ついさっきまで話題になっていた空そらが帰宅したようで、パタパタと足音を立てて食堂へと入って来た。

　そしてポニーテールの幼おさな馴な染じみは虎太郎とセリスの顔を見るや否いなや、

「あっ、いいところに！　ねぇトラ、今日の夕飯なんだった？」

「え？　えーっと、麻マー婆ボー茄な子すと八宝菜……」

「やりっ、中華な気分だったんだよね！　ウミってば気が利きく良い妹だなー」

　そう言ってウキウキ顔で台所へ行こうとする空を、虎太郎は慌あわてて引き留めた。

「待って！　ご飯の前に訊ききたいことがあるんだ」

「んー、どしたの急に。何かあったの？」

「今日、ラブらんの中に入ってたら、空の知り合いらしい女の子に襲おそわれたんだけど……心当たり、ない？　確か『阿あ智ち花か』って名前の子だよ」

　こちらの質問に、台所に入ってしまった空はカウンターキッチンの窓まど部分から不思議そうに顔を覗のぞかせる。

　あの様子だと、どうにもピンときていないみたいだった。

「なんか聞いたことあるような、無いような……もうちょいヒントない？　それってどんな子だった？」

「えっと……いきなりドロップキックしてくるような激しい子だった」

　自分でも言いながら『この答えは無いわー』と思うものの、一番印象に残っているのがそれなんだから仕方ない。

「んー……他ほかには？」

「あ、そういえば去り際ぎわに『近い内に長年の決着をつけに行くから！』って言ってたんだけど、何のことか分かる？」

　あの忍にん者じや猫ねこの忍ニャくんに入っていた女の子が、まるでやられ役のチンピラみたいな感じで言い残していった言葉だけど……正直、現実世界であんなセリフを聞くことになるとは思ってもみなかった。

　虎太郎にはさっぱり理解出来ないキーワードだったが、

「…………あ。あー。はいはい分かった、アッチね！　うわー、思い出した思い出したっ、アッチかぁ、懐なつかしいなー！」

「……空、あなた今ので分かったの？」

　セリスが驚きよう愕がくの表情で呟くが、虎太郎も全まつたく同じ意見だ。あんなとんでもヒントで閃ひらめくとか、どんな思考回路をしているのか。そしてどんな関係なのか、物もの凄すごく気になる。

　そもそも、幼おさな馴な染じみの自分が全まつたく知らない相手っていう時点でかなり珍めずらしい。それは勿もち論ろん、空そらの交友関係を全部把は握あくしている訳じゃないけど、同じ小学校の同級生にあんな子はいなかったはず。

　どこで出で逢あった子なんだろうと虎こ太た郎ろうが興味を擽くすぐられていると、苦く闘とうの末にキャストリングを解体するのに成功したようなスッキリした笑顔の空が、冷蔵庫を開けてラップのされた皿を取り出しながら話し始めた。

「小学生の時の友達で、いたんだよね。当時通ってた空手道場で知り合ったんだけど、五年生の時に引っ越こしちゃってさー……ほんと懐なつかしいなぁ」

「あー……そういえば昔、言ってたね。友達がどこか行っちゃったって」

「……空、あなたの友達って、出会い頭がしらにドロップキックしてくるの？　どんな部族の挨あい拶さつなのよ？」

「あたしなら避さけられるって思ったのかなー？　まっ、それは今度本人に会って訊きけばいっか。アッチはこっちに戻もどって来たんだよね？」

「うん、たぶん。着ぐるみの中身やってたくらいだから」

　向こうから近い内に会いに来るみたいな発言があったし、間ま違ちがいないはず。……にしても、あっちがこっちって、なんか凄すごく混乱する。『すももも桃ももも～』みたいな感じで。

　ともあれ、あの子が空の友達と分かって、虎太郎はホッと胸むねを撫なで下ろした。

　いきなりの攻こう撃げきだったから、もしかしたら恨うらまれているとか憎にくまれているとか、そういう関係かもしれないと心のどこかでほんの少し心配していたけど、杞き憂ゆうで済んだらしい。

　どうやらちょっと荒あらっぽくはあるものの、旧友との久しぶりの再会が果たされるだけの展開になりそうだなぁ、と虎太郎は口元を緩ゆるめ……




　──そんな自分の予想が甘あま々あまだったということを、翌日思い知らされる羽目になった。
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　一日の授業が終わり放課後になると、虎太郎はゆっくりと教科書やノートの整理をしてから生徒会室に向かうことにしていた。

　理由は簡単で、あまり早くしてしまうと同じく生徒会室に向かう雛ひな姫きと行動が被かぶってしまうから。クラスメイトなんだから一いつ緒しよに行ってもいいような気もするけど、視線の槍やりで針の筵むしろになりそうで、何となくタイミングをずらして動くようになっていた。

　今日は火曜日なので、生徒会室に集まれるのは四人。会長と雛姫、それに自分と、部活が休みの空。残念ながら蒼海うみは図書委員の仕事があるので、来ないか遅おくれてくるかのどちらかのはずだ。

　まあ通常業務以外の仕事は殆ほとんど無い……というか雛ひな姫きが一人で片付けてしまった後、というのが多いので、特に新しく何かが無ければちょっとした雑務で終了になりそうだった。

　生徒会室の前に設置されたラブらん宛あての目安箱に変な依い頼らいが入ってなければいいなぁ……と思いながら、虎こ太た郎ろうはてくてく廊ろう下かを歩く。

　そしてふと、外から微かすかにざわつくような声が聞こえて来たような気がして、何となく窓まどの向こうを見た。

　校舎がやや高い位置に建てられているので、二階廊下の今いる場所からは校門とそこに続く坂道が見える。

　普ふ段だんなら下校していく生徒や、陸上部がアップで坂道を走る姿が目立つけど……今日に限って、それより目立つ光景が。

　坂を下り流れて行く人々の中、校門の所だけポツポツと留とどまる人達がいた。それも遠巻きに何かを眺ながめているような感じで。

　一体皆みなして何を見ているんだろうと、虎太郎はまじまじと校門の辺あたりを眺ながめる。

「……あれ、かな？」

　ぽつりと呟つぶやくけど、内心ではかなり自信があった。

　だって開いている校門のど真ん中で堂々と立っている人がいたら、あれだなって思うに決まってる。

　ただ、見ていて少し違い和わ感があるのでよくよく目を凝こらしてみたところ、すぐにその正体が分かった。

　その人物が着ているのは愛まな杜もり学園の制服じゃなくて、ジャージだった。それも学校指定のものではなくて、黄色の、サイドに白いラインが入ったもの。

　──ただし虎太郎が気付いた違和感は、服のことじゃない。

「あの子……昨日の、忍にんニャくんの中身の子だ……！」

　黄色のジャージに身を包み、腰こしに手を当てて堂々と校門の前に立つ彼女は、『あっち』と自じ称しようしていた、阿あ智ち花かという少女に間ま違ちがいなかった。

　昨日衝しよう撃げきの出で逢あいをしたばかりの阿智花をこんなに早くまた見かけるなんて、流石さすがに思っていなかった。近い内にとは言っていたけど、よもやの翌日とは。

　しかもあの格好、たぶん愛杜学園の生徒じゃない。部活中は専用の学校指定のジャージか専用のウェア、もしくはティーシャツやハーフパンツを着用するのが規則になっている。なのにああも堂々とルール違い反はんをするとは思えない。

　きっと、そんな規則があること自体を知らない、部外者なんだと思う。

　他校の生徒がわざわざ来たんだとしたら、それはたぶん昨日言っていた通り、空そらに会いに来たってことなんだろう。

「どうしよう……とりあえず生徒会室に行って、空そらに知らせて──」

「ん？　呼んだ？」

「ぅわっ?!　な、ぇ、空!?　どうして……」

　突とつ然ぜん後ろから聞こえて来た声に、虎こ太た郎ろうは盛大に驚おどろいて振ふり返る。

　そこにはやっぱり相あい羽ば空がいて、頭の後ろで手を組んでただでさえ大きな胸むねを突つき出すようなポーズを取っていた。

　一いつ瞬しゆん、シャツのボタンを弾はじき飛ばしかねない暴力的な胸に視線がいきそうになるけど、虎太郎はそこをぐっと堪こらえて幼おさな馴な染じみの顔を見る。

「い、いつからそこに？」

「たった今だけど？　トラこそ何してんの、人の教室の前でさ」

　言われて、虎太郎はそこで初めて、自分が空とセリスの所属する二年二組の教室のすぐ前にいることに気付く。

　ここで鉢はち合あわせたのはただの偶ぐう然ぜんだけど、おかげで余計な手間が省けた。

「ちょっと外を見て！　ほらっ、校門の所！」

「んー？　何か面白いものでもあるの？」

「あそこに黄色いジャージ着てる子がいるの、見えるっ？　あれが昨日言ってた──」

「校門にそんな子、いないよ？」

　こちらの言葉を遮さえぎっての空の声に、虎太郎はそんな馬ば鹿かなと思いながらも窓まどの向こうへと視線を送る。

　すると確かに、さっきはいたはずの黄色いジャージの少女が、校門の前からいなくなっていた。忽こつ然ぜんと、というのがピッタリで、綺き麗れいさっぱりいなくなって──

「あっ、いた！　というか、学校に入って来てる?!」

　どこかにいないかと探し始めた矢先、校舎へと続く坂道を上る黄色いジャージを見つけ、虎太郎は驚きに声を上げる。

　他校の生徒が勝手に敷しき地ち内に入ってきたら、問題になりかねない。特に今の時間帯は、校舎付近で水泳部とハンドボール部が合同でサーキットトレーニングをしていることが多い。つまり両部の顧こ問もんを務める尾お野の山やまと鉢合わせる危険が高いってことだ。

　女の子なら『ホモ山』の毒どく牙がにかかることはないはずだけど、逆に言えばあの先生は甘あまく見み逃のがしてくれるってこともない。生徒指導の役回りでもあるし、見つかればそのまま指導室か職員室にゴーだろう。

　あの子が空の友達なら、そうなる前にどうにかしないと……！

「空っ、阿あ智ち花かさんが来てる！　学校の中に入ってきちゃってるから、止めないとっ！」

「へー？　どれどれ？」

　吞のん気きに言うと、空は坂道を上るジャージ少女をすぐ見つけたようで、

「あー、あれね。確かにちょっと面おも影かげあるかな」

「懐なつかしんでる場合じゃないから！　早く行くよっ」

「それじゃ、トラは先に行っといて。あたし掃そう除じ当番だから、誰だれかに代わって貰もらってから行くから」

「っ、分かった！」

　そんな場合じゃない、と言いかけたものの、生徒会役員が何も言わずに掃除をサボるのも良くない。ただでさえ会長が留年しているという凄すさまじい実績があって、教師連中からは少し冷ややかな目を向けられているみたいだし。

　とりあえず自分だけでも先に阿あ智ち花かの身み柄がらを押おさえておけば何とかなる。生徒会の客か何かという風にでっち上げてしまえば、ひとまずの危機は逃のがれられるはず。

　そう考えて虎こ太た郎ろうは廊ろう下かを走り、二段飛ばしで階段を駆かけ下りる。そして下げ駄た箱ばこで放ほうり投げるように自分の靴くつを出して、上うわ履ばきをしまわないまま、突つっかけたローファーの踵かかとを潰つぶしてしまいながら外に出た。

　さっき見た位置からすると、もう近くに来ているはずだ。目立つ黄色いジャージを探して虎太郎は坂道の方へと走りだし、

「トラっ、危ないからそこでストップ！」

「……え？」

　突とつ然ぜんの上からの声に、思わず足を止めて振ふり返り、天を仰あおぎ見た。

　出て来たばかりの校舎の方から聞こえて来た声の主はやっぱり空そらで、さっきまで虎太郎がいた二階廊ろう下かの窓まど枠わくに手を掛かけて身を乗り出し、

「──とうっ」

　軽い掛け声と共に、何の迷いもなく外へと飛び出した。

　止める間もなく二階からジャンプした幼おさな馴な染じみの姿に、虎太郎は一いつ瞬しゆん、自分の心しん臓ぞうが止まったかと思った。

　ただ落ちるんじゃなくて勢い良く飛んだ空は、虎太郎のすぐ前にストッと軽やかに降り立つ。殆ほとんど足音も聞こえなくて、君きみ忍にん者じやなのって訊ききたくなるくらい鮮あざやかだった。

　思わず見み惚とれてしまっていた虎太郎だが、すぐに正気に戻もどって首を横に振り、目の前に着地した幼馴染みに詰つめ寄る。

「ちょおっ、あぶっ、危ないよ?!　二階でも下手へたしたら骨折くらいするんだよ!?」

「だって急いでたしさ。それにあの高さなら余よ裕ゆうだよ」

「だから万が一ってこともさ……！　それに靴っ、履き替かえてないじゃんか！」

「あー……仕方ない、合体するよトラっ」

「合体って──うわ、ちょっ、何で負ぶさってくるの?!」

「こうすれば靴が汚よごれずに移動出来るじゃん。ほらほら、急がないと！　ゴーゴー！」

「ゴーゴーじゃないからっ。それに首っ、首が絞しまっ……!?」

　ギュッと首に両腕うでが食い込こんできて、虎こ太た郎ろうはタップするように空そらの体を叩たたく。息が出来ないって程ほどでもないけど、かなり苦しい。

　そして同時に、とんでもなく柔やわらかい感かん触しよくが。何とは言わないけど、大きくて弾だん力りよく性せいの半はん端ぱ無いモノが背中に押おしつけられていて、しかもそれが空が動くのに合わせて『ぽみゅん』とか『ふみにゅ』って感じでくっついたり離はなれたりするものだから……まずい、このままだと窒ちつ息そく以外の理由でこの場から動けなくなりそうだ。

　情けない形のピンチに、虎太郎は嬉うれしさと焦あせりで頭の中がわやくちゃになってしまい、

「とりあえず降りてっ。上うわ履ばきは後で洗えばいいんだから、離れてくれないかな！」

「むっ、その言い方は好きじゃないな～。トラってば冷たいんだから」

「いきなり背中に飛びつかれた身としては言う権利バリバリあるからね?!　あっ、こら、胴どうに足を絡からませないで！」

　そんなことをされたら余計に密みつ着ちやく度どとドキドキ度が上がって、もう平常心が簡単には戻もどって来れない場所にまで流されてしまう。首が絞まっているのに苦しさより喜びが勝るって、どんなマゾい状じよう況きようなのか。

　こんな場面、友達に見られたらえらい誤解を受けてしまいそうで、虎太郎は焦り倍増でわたわたしてしまい、




「何やってんのよ、あんた達?!」




　──いつの間にやら近くまで来ていたジャージ娘むすめに思い切り突つっ込まれた。

「やっ、あのっ、これは……！」

「お、ほんとにアッチじゃん。おひさー」

　昨日と同じく前まえ髪がみをゴムで縛しばっておでこを出している吊つり目の阿あ智ち花かに目もく撃げきされたことに、虎太郎は顔が熱くなるくらいの恥はずかしさを覚えてまともに口が回らない。

　だというのにしがみついている空は足をぶらぶらさせて、気楽に話しかけていた。この心しん臓ぞうの強さはどういう仕組みなんだろーか。

　少なくとも旧友との再会にはそぐわない態度が、やっぱり阿智花の気に障さわったらしく、

「なっ、何よその態度!?　相変わらずムカツクなぁ！」

「え、どうして？　久しぶりに会うんだし、もっと楽しくやろーよ」

「よくもそんなセリフをその体勢で吐はけるよね……！」

「そう？　んじゃ降りるよ」

　言って、空は軽い身のこなしで虎太郎の隣となりに降り立った。背中から柔らかい重さが消えて安あん堵ど感と残念さが半々で湧わいてくるんだから、男って単純で駄だ目めな生き物だと思う。

　そんな感想は表に出さないよう努力する虎こ太た郎ろうの見守る中、向かい合った空そらと阿あ智ち花かの二人は、それぞれ全まつたく違ちがう雰ふん囲い気きを纏まとって話し出した。

「ほんと久しぶりだね。アッチが転校したの、小五の時だっけ？　五年ぶりくらいになるのかなー」

「……うん、そうだよ。あれから五年……あっちはずっと、ずっとこの日を待って──」

「やー、大きくなったね！　昔はすっごいちっちゃかったのに、百六十センチくらいあるんじゃないの？　育つもんだねー」

「今良いところだったのにお構いなしに話し続けないでよ?!　情じよう緒ちよとかお約束とか分からないわけ!?」

『むきーっ！』と背景に文字が浮うかんで見えそうなくらい分かり易やすく悔くやしげに地じ団だん駄だを踏ふむ阿智花だけど、その気持ちが虎太郎にはよく分かる。ぶっちゃけ、あの幼おさな馴な染じみにはある程てい度ど以上の寛かん容ようと諦あきらめを持って接しないと、ただひたすらに疲つかれてしまうだけで上手うまいこと会話が成立しないので。

　虎太郎が密ひそかに同情していると、阿智花は細い眉まゆを怒いからせ苛いら立だたしげに歯を剝むき、

「大体なんだよ！　おっきくなったとか言って、そっちの方が全然おっきくなってる癖くせに！」

「そっかな？　元々背の順で後ろの方だったから、あんま実感ないけど」

「背のこと言ってるんじゃないもん！　あっちは胸むねもお尻しりもあんまり育たなかったのに……何を食べたらそんな風になるの?!」

「結構量は食べてる方だけど、特別に意識して何か摂とってるとかないよ？　あ、でも、たまに筋肉つけたくてプロテイン飲んでるかなー」

「プロテインね！　あっちも試してみるから銘めい柄がら教えて！」

　…………あれ、これ、何の話なんだろう……？

　会話に参戦せずに傍ぼう観かんしていたらいつの間にやらよく分からない方向に話題が流されまくって、もう迂う闊かつに喋しやべれない。しかも男が突つっ込こんでいくにはリスキー過ぎる話だし。

　なので虎太郎は慎しん重ちように……様子見を続行しようと決める。ここは待機で。下手へたに動くと爆ばく死し級のダメージを負いそうなので。

　──と、そうこう思っている内に、流石さすがに話がおかしなことになっていると気付いたのか、阿智花がぶんぶんと首を横に振ふるのが見えた。

「あああっ、もう！　そんなことはどうでもいいんだもんっ。本当はどうでもよくないけど今は違ちがうの！」

「どうしたのアッチ、意味不明だよ？」

「誰だれのせいだと思ってるの!?　あっちがわざわざこんな所にまで来たのは、こんなことをする為ためじゃないんだから！」

「んー……というか、何しに来たの？　あたしに会いに来てくれたってだけなら嬉うれしいんだけど、ちょっと違ちがうっぽいね？」

「ふん、相変わらず勘かんはいいのね」

　高圧的に鼻はなを鳴らした阿あ智ち花かは、一ひと際きわ目つきを鋭するどくする。

　そして真まっ直すぐに空そらを指差して、高々と言い放った。

「──勝負よ！　長年の雪せつ辱じよくを果たす為ために、あっちと戦って貰もらうんだから！」

　正々堂々とした宣戦布告に、傍そばで聞いていた虎こ太た郎ろうまで気け圧おされてしまう。

　これに幼おさな馴な染じみさんはどう応こたえるんだろうと、固かた唾ずを吞のんで隣となりを見れば、

「ごめん、パスで」

　……残ざん酷こくなまでにバッサリと拒きよ否ひした。しかも快晴みたいに明るい笑顔で。

「なっ……なん、なっ、何で……?!」

「えー、だってあたしもう空手止やめて何年も経たつし。今やってるの柔じゆう道どうだから、勝負なんて言われてもちょっと嫌いやだなー」

「……あの、空？　もう少し優やさしさにくるんで発言した方がいいと思うよ？」

「そっかなー？　あたしはやる気ないんだから、ハッキリ言った方が良くない？」

　あっけらかんとした空の発言は間違ってない……けど、この場にはもっと適した言い方があるんじゃないかなぁ、と虎太郎は思ってしまう。

　だって、現に向こうでショックと怒いかりにふるふると肩を震ふるわせている、気の毒な人がいるし。口をパクパクさせているのは、たぶん言いたいことが溢あふれまくって軽い混乱状態にあるんだと思う。

　見かねた虎太郎は助け船のつもりで、

「あのさ、久しぶりに会う友達がわざわざ来てくれたんだし、もう少し考こう慮りよしてあげるっていうのは……」

「そこの男っ、余計な口を挟はさまないで！　これはあっちと相あい羽ば空の問題なの！」

「え……でもさ、」

「うるさい、いいのっ！　大体なんなのあんた、初対面の癖くせに！」

「…………」

　昨日、あれだけ衝しよう撃げきの出で逢あいをしたっていうのに顔を忘れられていた。まあよくあることだからそこまでショックはないけど。思い出させようにも、ラブらんの中身を誰だれがやっているかは秘ひ密みつなので迂う闊かつに言えないし。

　どうやら自分は完全に部外者みたいだと悟さとった虎太郎は、小さく息を吐はいて一歩下がり、観客に徹てつすることに決める。

　ポニーテールの空と前まえ髪がみを縛しばった阿智花という二人が対たい峙じする形になって、部活中の生徒やこれから下校しようと昇しよう降こう口ぐちから出て来た生徒が、足を止めて注目し始めた。

　そんな中でも人目を一切気にせず空だけを見る阿智花が、目の前にある邪じや魔まな物を払はらうように右腕うでを振ふるい、

「今年になってこっちに戻もどってきたから相あい羽ば空そらとの対戦を楽しみにしていたのに……ゴールデンウィークにあった地区大会の出場メンバーにあんたの名前がなかった時は本当に驚おどろいたんだから！」

「柔じゆう道どうの方には普ふ通つうに出てたよ。会場が違ちがうから流石さすがに会わなかったけど」

「それっ、それだよ！　そもそもどうして空手を止やめて柔道なんかやってるの?!」

「あー……だってあれ以上本気でやると、拳こぶしと足を鍛きたえなくちゃいけなくなるし。格かく闘とう技ぎは好きなんだけど、ゴツくなるのはちょっとねー」

「そんな惰だ弱じやくな理由で止めたっていうの?!」

　怒いかり心頭な様子の阿あ智ち花かに対し、空はちょっと苦笑いするように笑った。

　申し訳なく感じているような、それでいてどことなく諦あきらめの混ざっている──虎こ太た郎ろうにとっては見覚えのある表情で。

「まー、うん。大体そんなところかな。柔道だってそこまで本気でやってる訳じゃないし」

「そんなっ…………あっちが、あっちがずっと…………のは……」

　虎太郎にはよく聞こえなかったが、それでも阿智花がショックを受けているのは十分に分かる。怒りで赤らんでいた顔から血の気が失うせていくのを見れば、そんなの誰だれだって分かるだろうけど。

　とはいえ、ここで原因である人物が相手を気き遣づかう発言なんて出来るはずもないからか、空はちょっとわざとらしい感じに両手を合わせて頭を下げた。

「ほんとごめんっ。今度ご飯でも奢おごるから、許してくれない？　すっごい美味おいしいハンバーグとシチューを作る子がいるからご馳ち走そうしてあげる！」

「……空、空。もしかしてそれ、蒼海うみちゃんに作って貰もらう気？」

「うん。だってそこらの店で食べるより全然美味しいし」

「いやそうだけど……そこに異論はないけど…………なんか違う気が……」

　普ふ通つうこういう場合って外食になるもんじゃないんだろーか？　しかも妹に許可無く約束を取り付けようとする辺り、暴君としての資質が出まくりだし。

　相変わらずな幼おさな馴な染じみに白い目を向けた虎太郎は、そのままちらりともう一人の反応を窺うかがう。

　黄色いジャージの阿智花は俯うつむいているけど、キュッと唇くちびるを結んでいるのが見えて、なんだかこっちまで心苦しくなる。

　でもここで口を挟はさめばまたさっきの二の舞まいなので、黙だまって見守るしかない。

　増えてきたギャラリーもこの空気に居いたたまれなさを覚えたのか何人かが離はなれていく中、阿智花がついに顔を上げ──




「あ──────、もうっ！　いいからとにかく勝負するのっ！！！」




　……やけっぱちになったとしか思えない大声で、子供みたいなことを言い出した。

　これには流石さすがの空そらも虚きよを突つかれたのか、キョトンとした表情になり、

「あの、アッチ？　とにかく勝負とか言われてもさー」

「言われても、何よっ!?　あっちと勝負したくないっていうの?!」

「や、だからさー、もう空手やってないし。五年近くブランクある相手とやって勝っても仕方なくない？」

「だからって、このままじゃ収まりつかないよ！　いいから勝負するの！　白黒ハッキリさせるんだもん！」

　なんかもう完全に駄だ々だっ子モードになっていた。ぐるぐる両腕うでを振ふり回す人とか、久しぶりに見たよ。

　これはどうしたら収束するのか、全然結末が見えなくなってきた。これだけ騒さわいだら生徒会の客だって言っても教師に怒おこられるかもしれないし。

　放置する訳にもいかないし、虎こ太た郎ろうはそっと空の二の腕を叩たたき、小声で相談する。

「……ねぇ、ひとまず勝負するってことにしたら？　このままじゃまずいよ」

「えー、でも実際にはやらないんだよ？　あたしそんな噓うそ吐つくの嫌いや」

「空手とか柔じゆう道どうとかじゃなくて、違ちがう形で勝負っていうならどう？」

「それならいいけど……じゃあアッチ、中間テストの平均点で勝負してみる？」

「嫌っ！　嫌だよそんなの！　どうせ相あい羽ば空もあっちと同じで赤点予備軍だろうけど、そんなので競いたくないっ」

　……ここで『空は赤点どころか学年でもそこそこ上位だよ』なんて言ったら、本気で泣なき出すかもしれないので、虎太郎はそっと真実を胸むねに仕し舞まい込こむ。

　しかし他ほかにどうこうする手段も思い浮うかばなくてハラハラするだけしか出来ずにいると、不意に聞き慣れた声が飛んで来た。

「ちょっとあなた達！　何を騒さわいでいるのよっ?!」

　パッと振り返ってみれば、さっき空が飛び降りた二階廊ろう下かの窓まどから、こちらを見下ろしている人物が。

　日を浴びて燃えるように赤く映はえる髪かみを見れば、それが誰だれなのかは一発で分かる。

「あれ、会長だ……まだ生徒会室に行ってなかったんだね」

「リーダー、さっきの体育の時間でタオル無くしちゃって、一人だけ着き替がえが遅おそくなってたんだよねー。帰りのホームルームも欠席になったし」

　相変わらずだなぁ、と虎太郎が呆あきれと同情を綯ない交まぜにした感想を抱いだいていると、

「会長……も、もしかして生徒会長?!」

　予想外の反応をする人物がいて、思わず空と顔を見合わせた後で阿あ智ち花かへ向き直る。

「ん、そうだよ。折角だから挨あい拶さつしてく？」

「冗じよう談だんじゃないわっ。不ふ法ほう侵しん入にゆうしたことが権力者に知られたら……お、怒おこられちゃう……！」

「……あ、そこはちゃんと分かってたんだ」

　どうやら常識はあったようで、虎こ太た郎ろうは少し安心する。

　それならもしかすると順序よくいけば説得も可能かも、と希望の光が見え──

「くっ……ここは一度退くからっ！　でもあっちは諦あきらめた訳じゃないよ！　絶対、ぜぇーったいに相あい羽ば空そらと決着をつけるんだからぁ！」

　そう言った次の瞬しゆん間かん、阿あ智ち花かはくるりと身を翻ひるがえし、躊ちゆう躇ちよせずに走り出してしまった。

「え、ちょっ……うわ速っ。もうあんな所まで逃にげて……」

　止める間もない、っていうのはこのことだと思う。あっという間に坂道を下って行く姿は陸上部の本気走りに負けないくらいのスピードで、周りにいた他ほかの人達もポカンと見ているだけしか出来なかった。

　着ぐるみを着た状態でドロップキックなんて出来るんだから、身体能力は凄すごいんだろうなって漠ばく然ぜんと思ってはいたけど……どうして陸上じゃなくて空手をやっているのか不思議になるレベルだ。

　まあ、でも。自分の隣となりにいる幼おさな馴な染じみも同じかそれ以上にチートな身体能力だから、お互たがい様なのかもしれない。

　あれこれと考えたところで虎太郎は一息吐つき、

「……よく分からないけど、ひとまず何とかなった……のかな……？」

「全っ然諦めてなさそうだけどね。参ったなー、ほんと」

「ちっともそんな風に見えないから口調とコメントを合わせる努力しようよ。空の問題なんだからさ」

「ええー……トラもあたしが悪いって言うの？」

「や、いいとか悪いとかじゃなくてね。あの子、完全に空をロックオンして他は眼中にないみたいだからさ。空がどうにかするしかなくない？」

「やっぱそうなのかなー……うーん……」

　腕うで組ぐみをして、空にしては珍めずらしく困った顔をする。

　また来ると言われても勝負する気は全まつたく無いみたいだし、かといって男には手て荒あらい行動に出られる空も、女の子には結構甘あまいから対応が難しいんだろう。

　となると、冷静に話し合う場が必要に思えるけど……ただし、その前に、

「ちょっとぉー！　そこにいるの、空と虎太郎でしょっ?!　何があったのか、こっちに来てちゃんと説明しなさいよ！」

　結果的に阿智花を追い払はらう役をしてくれた我らが会長が説明を求めているので、どうやら今日はすぐには帰れそうになかった。
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　虎こ太た郎ろうが空そらと一いつ緒しよに生徒会室へ行くと、雛ひな姫きだけでなく既すでにセリスも来ていた。

　そして先さき程ほどあった一連の出来事を簡かん潔けつに説明してみたところ、会議用の長机に片かた肘ひじをついて聞いていたセリスが開口一番に言ったのは、

「どうしてその子を捕つかまえて連れて来なかったの！　ああもうっ、誰だれか知っていたら絶対に逃にがさなかったのに……！」

　悔くやしげに、ちょっと物ぶつ騒そうなセリフを口にした。顔は可愛かわいらしいのに、背後に餓うえた狼おおかみの幻げん影えいが浮うかんでいてもおかしくないくらいの迫はく力りよくがある。

　ここまでの反応をされるとは思っていなかったので、虎太郎は驚おどろいて目を瞬まばたかせ、恐おそる恐るセリスに訊きいてみた。

「あの、会長……そんなにまずかったですか？」

「当たり前よっ！　ほらっ、これを見てみなさい！」

「んー、何それ？　校内新聞？」

　叩たたきつけるようにして机に置かれたＡ４サイズのプリントを、空が横からひょいと手に取った。気になるので、虎太郎も隣となりに座る幼おさな馴な染じみの肩かた越ごしに覗のぞくように見てみると、

「えーっと……『ラブらん、ＫＯされる!?　商店街で場外乱らん闘とう勃ぼつ発ぱつ！』……？」

　見出しにでかでかと躍おどる文字を読み上げると、一ひと際きわ悔しそうなセリスの声が飛んで来る。

「さっきね、更こう衣い室から教室に戻もどる途と中ちゆうで新聞部の子から渡わたされたのよっ。もうあちこちに貼はりだしているらしいわ！」

「『スーパーオオサワのマスコットキャラクター忍にんニャくんが、ぽっと出の台頭を許すまじとラブらんに勝負を挑いどんだらしい』、『マスコット界の世代間戦争か？』……新聞部の人が現場にいたんですか？」

「トラトラ、違ちがうって。たぶんうちの生徒がいて、その誰だれかから聞いたんだよ」

「私もそう思います。記事の殆ほとんどが伝聞調で書かれてますし、現場にいたのなら写真の一枚でも撮とっていたでしょうから」

　空と雛姫に立て続けに否定され、虎太郎はなるほどと頷うなずいてもう一度校内新聞に目を通す。確かに、言われてみればそんな感じだ。載のっている写真もラブらんと忍ニャくん、両方ともソロで写っている写真だし。しかもラブらんのは、生徒会が校内のあちこちに貼っているポスターのを流用している。

「この手のニュースは鮮せん度どが命だからねー。きっと裏取りする間も惜おしんで突とつ貫かん作業で作り上げたんだと思うよ。昼休みに印刷したっぽいね」

　空の意見は的確で、虎太郎はなるほどと納得する。雛姫も黙だまっているし、きっとそういうことなんだろう。

　ただし吞のん気きに頷うなずいていられない人物もいるようで、バンッと机を叩たたく音がした。

「全まつたく、あの子の早とちりが原因でラブらんの名に傷が付いたわ……！　空そらっ、勝負を挑いどまれているなら受けちゃいなさい！　そしてぐうの音も出ないくらい圧勝してしまうのっ。会長命令よ！」

「リーダー、無茶言わないでよ。向こうは空手でこっちは柔じゆう道どうだよ？」

「あら、あなた空手の経験もあるんじゃないの？　だったら空手で勝負すれば、問題ないじゃない」

「あるけどさー、あの口ぶりだとアッチは現役選手だし。五年近くブランクあるのに空手で勝負とか、あたしは嫌いや」

「それでもやるのっ。そして勝つの！」

　駄だ目めだこの生徒会長、すっかり頭に血が上って理り屈くつを無視してしまってる。

　ラブらんに対する情熱は人一倍だから気持ちは分かるけど、残念ながら虎こ太た郎ろうにはもう一人の気持ちも分かってしまう。

　ちらりと隣となりを見れば、イスの背もたれに深く背を預け、頭の後ろで手を組んだつまらなそうな表情の幼おさな馴な染じみがいる。あんな無茶振ぶりされたんだからふて腐くされるのも当然だけど、基本的に勝負事が好きな空がこういう風になるのも珍めずらしい。

「このままだとラブらんは負け犬の烙らく印いんを押おしつけられたままよっ。それを払ふつ拭しよくする為ためにも、学校まで乗り込こんでのふてぶてしい宣戦布告に対して他ほかの生徒に舐なめられない為にも、ここは一発やってやるしか──」

「えっと、ちょっといいですか？」

「何よ虎太郎、今いいところなの！　くだらない用事なら空が鉄てつ拳けん制裁するわよっ!?」

「あたしがやるんだ……まー、いいけど」

　そこは否定してくれないかな、と思いつつ、虎太郎は鼻はな息いき荒あらいセリスの勢いに気け圧おされないよう背筋に力を入れて、

「あの、僕が彼女を説得してきます」

「へっ？　説得って……どういうこと？」

「空との勝負を諦あきらめるように、それからラブらんに対する攻こう撃げきが誤解によるものだって証言貰もらってきます」

「……トラ？」

「出来るの、そんなこと？」

　空とセリスが眉まゆを顰ひそめてこちらを見てくるし、黙だまったままの雛ひな姫きも疑問の目を向けてくる。まあ突とつ然ぜんの申し出だから、そんな反応をされても仕方ないかなと思う。

　そうなるかなとある程てい度ど予期はしていたので、虎太郎は慌あわてず騒さわがず片手を挙げて、

「出来るかどうかはちょっと自信ないですけど、空そらがやりたくないって言うなら説得するしかないですし。そもそも新聞部に変な記事書かせちゃったのも、半分くらいはラブらんの中に入っていた僕の責任だと思うんで」

　さっき考えたばかりの内容を話すと、セリスは腕うで組ぐみをして少し考えるように片目を瞑つぶり、ややあってから小さな唇くちびるを動かした。

「ふぅん……そこまで言うならやってみるといいわ」

「あっ、ありがとうございます！」

「でもどうするの？　あの子の名前は知ってるけど、把は握あくしているのはそこまででしょう？　また向こうから来るのを待つの？」

「そこなんですよね……生徒会からスーパーオオサワに問い合わせれば教えて貰もらえそうですけど、そうすると大事になりかねないので……どうしようかなぁ、って」

　商店街であれだけ人目につくことをしたんだから、きっと着ぐるみバトル事件はスーパー関係者の耳にも入っているはず。一応、あの件はこっちが被害者だから、スーパー側としては問い合わせたら答えてくれると思う……けど、そうすると阿あ知ち花かが怒おこられる可能性が大きいので、あんまりやりたくない手段でもある。

　とはいえ、向こうが来るのを待っているっていうのもいい手じゃない。今回は大だい丈じよう夫ぶだったけど、二度三度とあれば先生に見つかるかもしれないし、いつ問題が解決するかも分からなくなるし。

　どうしたものかなぁ、と内心で頭を抱かかえてしまう虎こ太た郎ろうだったが、そこに意外な声が聞こえてきた。

「……彼女の学校なら分かります。恐おそらくは、ですけど」

　ここまでほぼ余計な口を挟はさまずにいた雛ひな姫きが、ぽつりと呟つぶやくようにそう言った。

「ええっ!?　本当なの、雛?!」

「はい。先さき程ほどの説明にあった黄色いジャージですが、駅を挟はさんだ先にある私立校の指定ジャージと同じ特とく徴ちようです。現れた時間帯から考えても、そこからなら走れば間に合う距きよ離りですし」

「そっか、なるほどね！　……って、雛？　どこでそんな他校のジャージ情報なんて手に入れたの？」

「昨年末に行おこなった来年度用パンフレット作成の資料に、近きん隣りんの学校のパンフレットとホームページのチェックをした時です」

　淡たん々たんと答える雛姫に対し、セリスは「流石さすがは雛だわ！」と目をキラキラ輝かがやかせる。

　虎太郎もそこは同意見……だけど、ちょっと気になることが。

　どうして雛姫はちらりとこちらを見て、『仕方の無い人ですね』と言わんばかりの表情をしているのか。まあそれはただの自意識過か剰じような気のせいって説もあるけど、少し胸むねにもやっとした感覚が残る。

　とりあえず、今は目の前の用件をどうにかするのが先なので後で考えるとして。

　虎こ太た郎ろうはガタンと音を立ててイスから立ち上がり、皆みなの視線を浴びながら、

「明日の授業が終わり次第、向こうの学校に行ってみます。どこまでやれるか分かりませんけど、頑がん張ばりますからっ」

　精せい一いつ杯ぱいの誠せい意いを込こめて宣言すると、ドカッとイスに座り直したセリスが高々と足を組み、鷹おう揚ように頷うなずくのが見えた。どうでもいいけど今の動作、パンツが見えそうでかなり際きわどい。会長はもう少しこの場に男子がいることを意識すればいいと思う。

「オッケー、良い心がけだわ。失敗したら骨は拾ひろってあげるから安心して行ってきなさい！　どうせ駄だ目め元もとだもの！」

「……出来れば最後の言葉は聞きたくなかったような…………いやいいですけど……」

　ため息混じりに力なく言った虎太郎は、やれやれと頭を振ふり……その拍ひよう子しに、隣となりに座る幼おさな馴な染じみの横顔が視界に入る。

　頰ほお杖づえをついて正面を向いた空そらは、静かに成り行きを見守っているだけでなく、どこか物言いたげな様子だった。
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「……よし、っと。こんなもんかな？」

　念の為ために確認をしてから教科書を置き、虎太郎はぐっと腕うでを上げて背せ伸のびをする。

　夕飯が終わった後、自室に戻もどった虎太郎は途と中ちゆうで入浴を挟はさみながら、明日までの課題と今日出た宿題を片付けていた。

　以前はあまり熱心に勉強するタイプじゃなかったけど、生徒会の活動を手伝うようになってからは下手へたな成績を取ってはまずいと思い、せめて課題と予習復習くらいはちゃんとやろうと決めて……まあ、忙いそがしかったり疲つかれたりしているとサボってしまう日もあるものの、今のところは前よりずっと頑張っている。

　今日の分は無事に終わったので、あとはもう寝ねるだけだけど──時計を見れば、まだ十時を回ったばかり。布団に入るにはちょっと早い。

　ここに来るまでならとりあえずゲーム機を起動させて眠くなるまでやっていたが、残念ながら火事で本体とソフトとセーブデータが燃えてしまったので今は無理。というか、この部屋にはテレビもパソコンも無いから映せないし。

「やっぱり携けい帯たいゲーム機くらい買うかなぁ……それか携帯でゲームをするか……」

　どっちがいいんだろうと考えながら、とりあえずこの前買って面白かった漫まん画がを読み直そうと手に取って、布団の中に潜もぐり込こんで読み始めた。

　静かな室内にページを捲めくる音だけが響ひびき、次第にそれも聞こえなくなるくらい虎こ太た郎ろうは漫画に没ぼつ頭とうしていき……

　そろそろ読み終わるかな、というところまできたところで──コンコン、というノック音が聞こえてきた。

　漫画に集中していた虎太郎は突とつ然ぜんの音に思わずビクッとなってしまいつつ、夢から覚めたような気分のまま布団から這はい出て立ち上がる。

　もう夜も遅おそいのに誰だれだろうと不思議に思いながらドアを開けると、

「夜分にすみません。今、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　パジャマ姿の雛ひな姫きが、やや申し訳なさそうにそこに立っていた。

「……………………」

「…………あの……？」

「ハッ?!　だ、大丈夫だよ！　入って入って」

　一いつ瞬しゆんどころかたっぷり数秒は見み惚とれてしまっていた虎太郎は、慌あわてて身を引いて彼女を部屋に招き入れる。もう大分見慣れたはずなのに、不意打ちで現れた美少女っぷりが強きよう烈れつすぎて、もう夢の中にいるのかとぼんやりしてしまった。

　今も「失礼します」と断りを入れて入って来た雛姫が横を通り過ぎたけど、その時にふわっと長い髪かみが揺ゆれて良い匂においが鼻はなを擽くすぐる。どんなシャンプーを使えばこんなに人を幸せで包みこむような香りになるんだろう？

「虎太郎くん、座ってもいいですか？」

「うん…………あっ、座るならこれ──！」

　ぽーっと夢見心地ごこちになっていた虎太郎は、正気に戻もどると慌てて一つしかないクッションを差し出そうとする……が、その前に。

　さっきまで自分が寝ねていた布団の上に、雛姫がちょこんと座ってしまった。

「……………………」

「虎太郎くん、どうかしました？」

「えっ!?　いや何でもないよ?!　可能性という名の妄もう想そうの実現に突つっ走ろうだなんてこれっぽっちも考えてないからね！」

「……言っている意味が……？」

　戸と惑まどうように首を傾かしげる雛姫だけど、言ったこちらもあんまり意味が分からない。ただし落ち着かないとまずいっていうことだけは分かる。

　そう、落ち着かないと。雛姫が布団に座ったのは単にイスや座布団がなかったからクッション性を求めてというだけであって、別に『私を好きにしていいんですよ？』という意味は欠片かけらも無いってことを、ちゃんと理解しないと……！

　現実をとても都合良く変へん換かんしてしまいそうになり、虎こ太た郎ろうはブンブンと強く頭を振ふって駄だ目めな妄もう想そうを追い払はらう。

「そ、それで雛ひな姫きさん、どうしたのかな？」

　何とか平静を装い、抱かかえていたクッションを敷しいて座りながら訊たずねると、雛姫は二人きりでいる時には珍めずらしく冷たい視線を送ってきた。

「今日のことで少し訊ききたいことがあります」

「それって……阿あ智ち花かさん絡がらみのやつ？」

「そうです。虎太郎くんが彼女を説得に行くという話になりましたが……どうしてそこまでする気になったのか、知りたくて」

「そこまでって、別に大したことじゃないよ？　成功するかどうか全然分からないしさ」

「ですが──わざわざ虎太郎くんがやると言い出さなくても良かったじゃないですか」

　聞きようによっては責められてるのかなー、と取れる言われようだったけど、虎太郎はそうは思わず率直に聞き返す。

「余計な面めん倒どうを引き受けなくても良かった、ってこと？」

「はい。あの時は自分にも責任があると言ってましたが、事故の被ひ害がい者しやが『青信号だからってちゃんと確認していなかった自分も悪い』というのと同じです。そんなこと、虎太郎くんだって分かってたはずです」

「いやまあ、そうだけどさ……えーと、なんていうか……」

　雛姫の言うことは尤もつともで、だからこそ明めい瞭りような答えがすぐに出せなくて言葉に迷ってしまう。

　そんな虎太郎をじっと見つめていた雛姫は、微かすかに唇くちびるを尖とがらせて、

「……やっぱり、相手が相あい羽ばさんだからですか？」

「へっ？　あ、いや、そんなことないよ？」

「本当ですか？　幼おさな馴な染じみで特別な相手、なんですよね？」

　そう言われてしまうと、簡単に違ちがうとは返せなくなる。

　なので虎太郎は真しん剣けんに考えて、上手うまい具合にしっくりくる言葉を選びながら説明した。

「うーん……確かに空そらは特別といえば特別なんだけどさ。説得しに行こうって思ったのは、あんまり関係無いかな」

「……そう、なんですか？」

「身近なところで起きた問題で、しかも自分が切っ掛かけの時に関かかわっていた……っていう方が大きいと思う。空だからとか、空の為ためとか、そういうのは……ちょっとしかないよ」

「ちょっとはあるんですね」

「まあ、流石さすがにね。全然知らない人が関わってることだったら、もう少し悩なやんだかな」

　たまに友達から『お人ひと好よし』と言われることはあるけど、虎太郎自身はそんなつもり全然無い。全まつたくの見ず知らずの人じゃなくて、友達とかクラスメイトとか……自分から関かかわっていく時は大体そういう相手だ。

　だからあれが空そらに関するトラブルじゃなくても、同じアパートに住んでいる同級生だったり生徒会の仲間だったり、そこまで近しくなくても日ひ頃ごろから普ふ通つうに話すような仲なら、まず間ま違ちがいなくああ言っていた。

　ただ、

「それに、空だからって訳じゃないけど……少し事情を知ってることだったし」

「事情……？」

「うん。だから何とかしたいな、って。やっぱり友達だしね」

　本人に聞かれたら恥はずかしいけど、雛ひな姫き相手ならまあいいかって感じで言えた。たぶん前にもっと恥ずかしいやり取りをしたせいだと思う。慣れって怖こわい。

「友達だから……ですか。他意はないんですね」

「そうだよ。むしろ訊ききたいけど、僕がどんな理由で引き受けたと思ってるの？」

「それはその……てっきり、ご褒ほう美びにあの豊ほう満まんな体を好き放題する展開に持ち込む為ために……」

「君は本当に僕のことをどんな目で見てるの?!　ないよ、そんな男子中学生ですらしないような妄もう想そう展開は！」

　むしろそんな男だと思っている相手の部屋にのこのこ訪れるってどういうことなのか問い詰つめたいけど、そこを突つっ込こむととんでもない墓ぼ穴けつを掘ほることになりそうで、訊きたくても訊けない。パジャマで布団に座るとか挑ちよう発はつしてるんですかって話に脳内で逆ぎやく戻もどりしそうで、それを抑おさえるのにも一苦労だし。

　悶もん々もんとした感情を抱かかえながら虎こ太た郎ろうは、どうしたって視線がちらちらとほんの微かすかに覗のぞいている雛姫の首筋や、びっくりするくらい細い手首や足首にいくのを止められないのを誤ご魔ま化かすように頭を振ふって、

「とにかくっ、変な意味はないから！　絶対ないからね?!」

「……なら、もしも同じく友達である私が似たような状じよう況きようになったら──」

「助けるよ！　当たり前だよ、そんなのっ」

「………………ぅー……嬉うれしいような物足りないような、複雑な気分です」

「僕は宇宙人に遭そう遇ぐうしたんじゃないかってレベルで訳が分からない気分だよ……」

　未知との遭遇だけど、わくわく感は無しで徒労感オンリー。何の罰ばつゲームだろう、これ。

　これはもう、せめてここから楽しく話すなり遊ぶなりして挽ばん回かいするしか……！

　──と、虎太郎が意気込んだ矢先。

　音も立てず静かに雛姫が立ち上がるのが見えて、

「ひとまず確認したいことは訊けましたので、そろそろお暇いとましますね」

「はぇっ!?　も、もう？」

「はい。だって夜もかなり遅おそいですし……こんな時間に男の人の部屋に長居するだなんて、『私は淫いん乱らん娘むすめです』って言うようなものじゃないですか」

「いやそんな極きよく端たんなレッテル貼はる人いないからね?!　え、あれ、本当に帰るの？」

「また明日、です。おやすみなさい」

　別れの挨あい拶さつを口にして、雛ひな姫きはさっさと部屋から出て行ってしまう。

　パタンとドアが閉じるのを呆ぼう然ぜんと見ていた虎こ太た郎ろうは、酷ひどい肩かた透すかしにガックリ項うな垂だれた。別に疚やましいエロスな展開を繰くり広げるつもりはこれっぽっちもなかったけど、美少女とパジャマパーティー的な華はなやかな一ひと時ときを過ごせると期待していたのに、見事に何も無かった。これでヘコむなって方が無理だ。

「結局、何をしに来たのかよく分からなかったし……はぁ……」

　どっと疲つかれてため息を吐つき、未練が酷ひどくて自然と視線がさっきまで雛姫がいた場所へ行ってしまう。

　ちょっと厚めの敷しき布団は、雛姫が座っていた所だけ少しへこんでシーツがやや皺しわになっているからすぐに分かる。

　ほんの数十秒前まであそこに学内どころか全国区でも屈くつ指しの美少女がいたのに、今はもうその名残なごりしか……

「…………ん？　ということは、つまり…………い、今なら間接的な何かに……?!」

　ふと浮うかんだ衝しよう撃げきの発想に、虎太郎は思わず布団を凝ぎよう視しする。

　これはひょっとすると伝説のシチュエーション──『修学旅行で男子部屋に遊びに来た女子が戯たわむれで潜もぐり込こんだ布団に後で入る』という、いわゆる間接添そい寝ねが成立する状じよう況きようなんじゃ……!?　いや間接添い寝って自分で言っててもう意味が分からないけど……！

　少なくとも今、あの布団にはまだ微かすかな温ぬくもりがあるに違ちがいない。

　ごくりと唾つばを吞のみ込んだ虎太郎は、そわそわしながら周りを見み渡わたす。大だい丈じよう夫ぶ、ここには自分しかいない。誰だれも、何も見ていない。つまりやるなら、今……！

「あ、あー。なんかもう眠くなっちゃったなー？」

　自分でもわざとらしすぎると突つっ込みたくなる独ひとり言ごとを言って、いそいそと立ち上がる。

「今日は色々あったからなー？　早めに寝ちゃおう、うん」

　誰に言い訳しているのか自分でも分からないけど、決して他意はない、ただ眠ろうとしているだけなんですと己に言い聞かせるようにして、虎太郎は布団の前に移動する。

　いけないことをしているドキドキ感に胸を弾はずませ、いざエルドラドへと、

「やほー。トラ、まだ起きてるー？」

「ふぉあぃ!?」

「お、良かったー。でもトラってば何してんの？　新手のストレッチ？」

「な、何でもないです、よ……？」

　突とつ然ぜんの声と共にノータイムでドアを開けた幼おさな馴な染じみに対し、虎こ太た郎ろうは布団を目前に不自然な倒たおれ方をしたままそう応こたえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　動どう揺ようの余り心しん臓ぞうをバクバクいわせていると、「ふぅん？」と呟つぶやいた空そらは遠えん慮りよ無しに部屋の中へ入ってきて──ストンと布団の上に腰こしを下ろして、胡座あぐらを搔かいた。

　……正確に言うと、雛ひな姫きが座っていた場所の上で。

「…………………………終わった…………何もかもが……」

「ほらほら、ぐにゃっとして意味分かんないこと言ってないでシャキッとする！　トラに話があるんだからさ」

「…………どうかしたの……？」

　希望を全すべて打ち破られた人並みに無気力状態になった虎太郎は、よろよろと体を起こして空へと向き直る。

　白い半はん袖そでのティーシャツに水色のジャージという格好の空は腕うで組ぐみをして、ただでさえ大きな胸むねがより強調された目に毒なポーズをとっていた。

　やや大きめのシャツの襟えり元もとから覗のぞく魅み惑わくの谷間に目が行ってしまいそうになるのを、どうにか堪こらえる。

　……と、空が微かに眉まゆを顰ひそめて、鼻はなをひくつかせるのが見えた。

「んー……？　さっきまで誰だれかいた？」

「え？　な、なんでそんなこと？」

「トラが使ってるのと違ちがうシャンプーの匂においがする。これって……んー…………あ、ヒナっちのだ」

「ちょっとそういう人間離ばなれしたこと当たり前にするの止やめてくれないかな?!」

　匂においで来訪者を当てるとか、もう頭の良い犬とかがやることだし。

　驚おどろきと呆あきれが入り交じって開いた口が塞ふさがらない虎太郎だが、何故なぜか空の方も意外そうな顔をする。

「あ、ほんとにヒナっち来てたんだ？」

「えっ？　あれ、でも、分かってたんじゃないの？」

「やー、何となく誰かがいた気配はあったから、適当にそれっぽいこと言ってみただけ。ご飯ならともかくシャンプーの匂いなんて区別つかないもん」

　むしろご飯なら分かるというのが空らしい。どこまで本能に忠実なスペックなのか。

「にしても、なんでヒナっちが来てたの？　そんな仲良かったっけ？」

「え、や、だってクラスメイトだしさ。その、課題のことでちょっと質問があったから訊きいてみたら、わざわざ来てくれて」

　話していた内容が内容なので、心苦しいけど噓うそを吐ついて誤ご魔ま化かす。まさか空も、自分との仲を勘かん繰ぐられる話をされていたとは思わないだろうし。

　まあでも、そろそろ他ほかの人達にも雛ひな姫きと友達になったことを徐じよ々じよに知って貰もらう時期だとも思ったので、虎こ太た郎ろうは彼女がいたこと自体は変に取り繕つくろわずに話す。

「同じ場所で暮らしてるし生徒会室で話すこともあるから、少しずつだけど仲良くなってきてる……と、僕は思ってるよ」

「ふぅん。いつの間にか友達になってるとかトラらしいけど……あ、友達なの？　実は付き合いだしたとかじゃなくて？」

「あははっ、まさか。僕と雛姫さんじゃ、釣つり合いが全然取れないよ」

　空そらが急に変なことを言い出したので、思わず吹ふいてしまいそうになった。万が一そんなことになったらいいなと素直に思いはするけど、実現性が低すぎるし。空が飛べたらいいなー、よりは現実的かな、くらいのレベルで。

　なので虎太郎はじろじろこちらを見てくる空に、笑いを嚙かみ殺しながら言った。

「そんなことよりさ、こんな時間にどうしたの？　何か用事？」

「あー……うん。アッチのことなんだけどね。やっぱあたしが行った方がいいんじゃないかなー、って」

　どこか消化不良みたいな表情をしていた空は、頰ほおをぐにぐにと摘つまみながら話す。

「トラが説得してくれるっていうのは嬉うれしいんだけど、聞く耳持ってくれない可能性高いし。アッチって猪いのしし系だからさー」

「……そんな感じするね。純じゆん粋すいっていうか」

　単純と言わなかったのは虎太郎なりの優やさしさで、言わずともそれが伝わってしまったのか、空は口元を緩ゆるめて笑う。

「だからさ、あたしが行かないと話にならないかも。トラが行っても無む駄だ足あしになるだけだと思うんだよね」

「うーん……まあでも、とりあえずは僕が行くよ」

「ええー？　どうして？」

「だってさ、空はあの子と勝負したくないんでしょ？」

「…………んー……なんでバレるかなー？」

　不思議そうに首を傾かしげる空だけど、虎太郎としては苦笑するしかない。

　どうして分かるかって、そんなの改めて言うまでもないことだし。

「幼おさな馴な染じみなんだし、それくらい分かるって」

「えー、そっかな……そんなヒント出てた？」

「だってさ、勝負事が好きな空があんなに拒こばむって時点でおかしいし。それに阿あ智ち花かさんと戦うの、『無理』じゃなくて『嫌いや』って言ってたしさ」

「…………あー……」

「勝ち負けにそこまで拘こだわらない空が嫌だって言うなら、他の理由があるって思ったんだ。なら、きっと空そらが行っても話が嚙かみ合わなくて揉もめるだけだよ。下手へたしたら絶交する羽目になるかもしれないし」

　そうなるのは出来るだけ避さけたい。数年振ぶりに再会したのに、こんな形でそれが台無しになるなんて……それは、ちょっと悲しい。

　だからもしかしたら憎にくまれ役になってしまうかもしれないけど、虎こ太た郎ろうは交こう渉しよう役を降りるつもりはなかった。こういうのは適当な第三者がやった方がいいだろうし。

　まあそんな訳で、

「とりあえずは僕に任まかせてよ。上手うまくいくかどうか分かんないし、失敗したらその時は空に出て貰もらわないといけないかもだけど……まあそれでも、僕なりに頑がん張ばってはみるからさ」

　胸むねを張って真しん摯しな目で──というのは柄がらでもないしちっとも似合わないので、軽く流して貰えるような口調で言った。こういう時、ちゃんと真ま面じ目めにやれる人って凄すごいと思う。

　一方、いつだって真面目とか真しん剣けんとかには見えない空の反応はというと……何故なぜか、眉み間けんに皺しわを寄せて、頰ほおを膨ふくらせてこっちを見ていた。いや感謝して欲しいってわけじゃないけど、その顔は流石さすがにどうなんだろう。

　不満そうな幼おさな馴な染じみの様子に、虎太郎は何だか少し嫌いやな予感を覚える。こういう時、大たい抵ていは予想外のことをやらかすのが空だ。

　ここはひとまず距きよ離りをおいて安全を確保しようと思い、虎太郎はそっと立ち上がり、

「えーっと……そ、そうだ、喉のどが渇かわいたからちょっとお茶を──ぅわっ?!」

　部屋の外へ出ようとした瞬しゆん間かん、ガシッと何かが踏ふみ出したばかりの足を挟はさみ込こんできて、バランスを崩くずしそのまま倒たおれてしまった。

「いたた……な、何っ？　どうしてカニバサミ?!」

　床ゆかに派手にぶつけて痛む肘ひじをさすりながら虎太郎が振ふり返ると、そこにはガッチリ足を挟み込んだ空の姿が。

　しかも足で足を挟み込んだまま素早く起き上がって、虎太郎の背中にのし掛かかってきた。

　すると必然的に空の高校生にしては大きすぎる胸むねがこちらの背に押おしつけられて、柔やわらかな感かん触しよくが──伝わって来た、その瞬間。

　何かが顔に巻き付いてきて、そのまま思いっきり捻ひねられた。

「ぃだだだだだだっ!?　な、ぎ、何っ?!　何がっ!?」

「何って、ＳＴＦだよ。ステップオーバー・トーホールド・ウィズ・フェイスロック」

「技名を訊きいてるんじゃないって！　いっ、いだっ、そっちに顔は曲がらなっ……!?」

「さっきからトラの癖くせにカッコつけすぎ！　ほらほらっ、いつものヘタれたトラに戻もどる！」

「意味不明な理由で攻こう撃げきってどういうこと?!　動けないしっ、足と顔がすっごい痛いし!?」

「ほーら頑張って逃にげてごらん。ドアか壁かべをタッチ出来たらロープ扱あつかいで離はなしてあげるよ？」

　楽しげな声が耳元で聞こえるけど、虎太郎は全まつたく動ける気がしない。這はって進むしかないんだろうに、そこまで辿たどり着く前に顔か足が馬ば鹿かになりそうだ。しかもねじ切れそうな痛みは継けい続ぞく中。

　足の方は左足が上手うまい具合にロックされているもののそこまで大した痛みじゃない。問題は頰ほお骨ぼねの辺りを締しめ付ける腕うでの方で、ぐいぐいやられると結構痛い。

　しかも後頭部から項いただきにかけて、絞しめられる度たびにむにゅむにゅと柔やわらかな感かん触しよくがあるから性質たちが悪い。脳のう髄ずいまでマヒさせるような素す敵てき感触が、ギブアップと叫さけびたいのをギリギリのところで押し止とどめている。自分のことながら、本気で馬鹿だと思う。

　虎こ太た郎ろうは涙なみだ目めになりながら己の煩ぼん悩のうっぷりを情けなく感じ、それでも意識は後ろから密みつ着ちやくしている体の感触にいってしまって…………ふと、気付く。

　──いくらなんでも、これは柔らかすぎる。

　前にも何度かスリーパーホールドをされたことがあるけど、その時に比べても微び妙みように感触が違ちがう気がした。なんかもう完全に変態の感想みたいで嫌いやだけど、実際にそう思うんだから仕方がない。

　じゃあどうしてそう感じるのかといえば…………一つだけ、思い当たることが。

　それに気付いた虎太郎は、『そんなまさか』と思いながらも、痛みを忘れて背後の空そらへと問いかけた。

「そ、空？　もしかしてなんだけど……」

「んー、なに？　まだギブしないの？」

「それよりも、ひょっとしてだけど…………つ、付けてない、の？」

　具体的に言うと間違っていたら裁判を起こされかねない変態発言になるので、極力ぼかして訊たずねる。目的語を削けずったから意図が通じづらい質問になってしまったけど、もし本当に疑惑通りだとしたら、本人には質問の意味が分かるはずだ。

　対する空の返事はというと──




「うん？　ブラなら付けてないけど、それがどうかした？」




　……『それがどうかした？』じゃ済むはずのない回答がきてしまった。

　つまり今、薄うすい薄いシャツ一枚を隔へだてて当たっていると。

　男子生徒の間ではＥカップともＦカップとも囁ささやかれている、あの胸むねが。

　それを知ってしまった今、平静を保てるはずがない。

「なっ、なん、何で?!　痴ち女じよなの、君!?」

「しっつれいな。単にお風呂入った後は付けないだけだよ。風呂上がりにブラしてると、谷間に汗搔かいちゃうんだよねー」

「そんな衝しよう撃げき発言しないでよっ?!　え、って、あれ……!?　つ、つまり、今までもずっとお風呂の後はフリーダムだったってこと？　あさっ、朝も?!」

「大体そうかなー。まあいいじゃん、そんなこと」



　ちっとも良くないと、虎こ太た郎ろうは全国の男子を代表して声を大にして言いたい。

　多感な時期に同級生がノーブラで過ごしているタイミングを知ってしまうだけでもドキドキが止まらないのに、同じアパートで暮らしているから、朝晩に遭そう遇ぐうすることも多いっていうのに。しかも夜はともかく、朝食の時に空そらはいつも寝ね間ま着き姿だ。

　もうこれから朝食の時に空のことを見られなくなりそうな事実を知ってしまい、おまけに現在進行形で薄うすいシャツ越ごしに柔やわらかくて温かい塊かたまりをこれでもかって勢いで後頭部に押おしつけられたままで、虎太郎は意識というか理性が遠くに行ってしまいそうになり、




「──ちょっと！　もう夜遅おそいっていうのにさっきから何をドタバタ暴れてるのよっ?!」




　何の前まえ触ぶれもなく開いたドアから飛び込こんできた怒ど鳴なり声に、顔を締しめ付けていた空の腕うでが外れた。

　まだ体は動かせないけど顔だけは自由になった虎太郎は、恐おそる恐るドアの方を見上げる。

　そこには予想通りドアノブを摑つかんだままのセリスが立っていて、こちらを見たままポカンと口を開けていた。

　嫌いやな予感が爆ばく発はつ的に増大して顔を引き攣つらせる虎こ太た郎ろうに対し、ピンクのネグリジェを着たセリスはわなわなと唇くちびるを震ふるわせて……

「……………………………………………………ぁ」

「どしたの、リーダー？　一いつ緒しよに遊びたいとか？」

　……空気の読めない幼おさな馴な染じみの一言が、たぶんトリガーだったんだと虎太郎は思う。

　くわっと目を見開いたセリスは見る見る内に顔を真まっ赤かに染めて、

「あっ、あなた達なにしてんの?!　アウトよアウトっ、問答無用で現行犯逮たい捕ほだわ！！！」

「ち、違ちがいます！　これはそのっ、何も疚やましいことはなくてっ……！」

「じゃあなんだって言うのよ?!　そ、そんな、布団の横で絡からみ合って……」

「強しいて言うならプロレスかなー。リーダーも一緒にやる？」

「いっ、嫌いやよ！　夜の淫みだらなプロレス大会に参戦しろだなんて、そんな爛ただれた真似まねするはずないでしょ?!」

「拒きよ否ひするのはいいですけど変なオプション付けないでくださいよ?!　大体これはプロレスじゃなくて、僕が一方的に──」

「一方的に責められるのが好きなタイプなのね……ああっ、どうしようもない変態がここにいるわ……！」

「だから違うんですって！　空そらも早くどいてよ?!」

　虎太郎の必死の訴うつたえに、ようやくで空は離はなれてくれたものの。

　どれだけ冤えん罪ざいアピールをしても一度下されたジャッジは覆くつがえらず、無情にも一回目のアウト宣告をされてしまい……

　アパートから強制退居になるまであとアウト二回になった上に、騒さわぎを聞きつけて集まった雛ひな姫きと蒼海うみにも白い目で見られてしまうという、もう散々な結果になった。
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　阿あ智ち花か来らい襲しゆうの翌日になる、水曜日。

　虎太郎は授業が終わってすぐに学校を出て、昨日話した通り、阿智花の通っているはずの私立高校へ来ていた。

　校門からは紺こん色のブレザーに茶色のズボンやスカートを組み合わせた生徒達が続々と出て来るものの、阿智花らしき少女の姿は無い。

「来ないなぁ……ひょっとして裏門の方から帰ったとか……」

　徐じよ々じよに減ってきた下校する生徒達を、校門から道路を挟はさんだ向かい側で観察していた虎太郎は、なかなかターゲットが現れないことに不安を覚えてぽつりと声を漏もらす。

　すると独ひとり言ごとに反応する声が聞こえてきた。

「ちょっと、相手がどの帰宅ルートを使うか調べてないの？」

「無茶言わないでくださいよ、会長。昨日の今日で、しかも僕、この学校に知り合いいないんですから」

「全まつたく、使えないわね。やっぱりわたしも来て正解だったわ！」

　自信溢あふれる様で腰こしに手を当てるセリスを見て、虎こ太た郎ろうは心の底から凄すごいと感心する。だって現状で役に立ってないのは同じなのに、この堂々とした態度。普ふ通つうは出来たもんじゃない。

　それに、一いつ緒しよに来てくれて助かるのは事実だ。

　学校を出ようとした時、追いかけて来たセリスが『わたしも行くわ』と言い出したのに戸と惑まどっているうちに、会長はさっさとタクシーを止めて、あっという間にここに着いた。おかげで本格的に下校が始まる前に来られたし、一人でいるよりは不ふ審しん者しやっぽく見えないはず。

　ただ、ここに会長が来てくれた理由というのが、

「うちの学校の生徒が、しかも雑用とはいえ生徒会関係者が他校で問題を起こしたら一大事だものね。躾しつけの足りない犬には鎖くさりを付けてご主人様が監かん視ししないと」

　……タクシーの中でもここに着いてからも何度か言われているけど、完全に犯罪者予備軍を見る目を向けられていた。

　一緒に来てくれると言ってくれた時は、昨夜の一件は誤解というか空そらの過か剰じようなスキンシップということである程てい度ど理解して貰もらえたのかな、と思ったものの……どうやらその考えは甘あま々あまだったらしい。

　というか、虎太郎としては不思議なのが、

「あの、そこまで危険人物扱いするなら、一緒に行動するのはちょっとどうかと思うんですけど……」

「どうして？　やっぱりここは皆みんなの頼たよれるリーダーとして、生徒会長たるわたしがバシッと振ふる舞まい、歪ゆがみきった性しよう根ねを正してあげるべきでしょ？」

「二人きりでタクシー乗ったり今みたいに人ひと気け無い所に入ったりするの、危ないですよ。例たとえばですけど、襲おそわれたらどうするんですか」

「襲っ……?!　あ、あっ、まさかあなた、そのつもりで……！」

「いやだから例えばですって！　襲う気なんてこれっぽっちも無いですし、そもそもそんなタイプじゃないですからっ」

「わたしがタイプじゃないだなんてどこから目線で言うのよ?!　完成された大人の魅み力りよく溢あふれるスタイルの上級生にして皆の憧あこがれる生徒会長なのよっ!?」

「違ちがっ!?　タイプじゃないっていうのは僕が痴ち漢かんとかするタイプじゃないって話です！　あとどさくさに紛まぎれて評価盛りまくるのも止やめてください！」

　モデルをしているだけあって美人だし手足も長いけど、『大人の魅力溢れるスタイル』とはかけ離はなれているし。それに憧れるどころか留年したことをからかわれている人だし。

　そんな騒さわがしいやり取りがしばらく続いたものの、周囲からジロジロと視線が集まっているのに気付いた虎こ太た郎ろうは、こんなことをしている場合じゃなかったとようやく悟さとる。本ほん末まつ転てん倒とうどころか本来の目的を完全に忘れていた。

　下校する生徒のチェックも怠おこたってしまっていたのでそこも悔くやまれる……けど、たぶん阿あ智ち花かは通らなかったはず。これだけ騒いでたら絶対気付くはずだし、昨日見たばかりの顔が二つ並んでいたら声くらい掛かけてくるはずだ。

　ということはつまり、他ほかの場所から帰ったか、まだ校内に残っているか……

「あの、会長。ちょっと思ったんですけど」

「何よ！　これ以上やり合おうっていうなら二週間だけ習ったキックボクシングが炸さく裂れつするんだからっ」

「いやその、ターゲットの阿智花さんのことですけど」

「えっ？　い、いたのっ!?」

「残念ながら見当たらないんですが……もしかして、部活やってるんじゃないですか？」

　そう考えたのにはちゃんと根こん拠きよがある。昨日現れた時に学校指定のジャージ姿だったのは、そのまま部活に出る為ためか、もしくは部活が始まる前に抜ぬけ出してきたからなんじゃないかな、と思ったからだ。

　それに会話の中にもヒントはあった。

「学校で空そらに勝負を挑いどんでいた時も、ゴールデンウィークに空手の地区大会に出ていたみたいな発言がありましたし……空手部に入ってるのかもしれないです」

「ふぅん……なるほど、一理あるわ。冴さえてるわね、虎太郎」

　どうやら冷静になってくれたらしく、会長からお褒ほめの言葉がきた。

　そのことにホッとしつつ、問題は全まつたく解決していないので虎太郎は表情を曇くもらせ、

「でも、もし空手部に入っていて部活中だとしたら、しばらく出て来ないかもしれないですよ。どうします？　終わるまで待機っていうのは……」

「無いわね。そんなの暇ひま人じんの発想よ。この玖く臥がセレスティアが関かかわる以上、もっと大だい胆たん不ふ敵てきな作戦を実行するわっ」

　にまっと笑うセリスは自信に満ち溢あふれていて、虎太郎はちょっと感動する。人を訪ねるだけなのにここまでテンション高くミッション風に出来るって、ある意味才能だと思う。

　流石さすがは芸能人だなー、と感心していると、セリスはピッと校門を指差して、

「昨日は不覚にも敵の侵しん入にゆうを許したわ。なら今度はこっちが侵入する番よっ！」

　……堂々と、恐らく一番駄だ目めな手段を口にした。

「ちょっ、待ってください会長！　それは流石にまずいんじゃ……!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　いざとなったら生徒会の抜き打ち視察に来たとでも言うわ！　別に他校の生徒だから敷しき地ちに入っちゃ駄目なんてことはないはずよ」

「普ふ通つうはそれ駄だ目めですからね?!　それに生徒会の名前を出すと話が大きく……って、会長まだ話は終わってないですよ!?　セリスさんっ!?」

「いいから虎こ太た郎ろうはそこで指を咥くわえて戦果を待ってなさい！　生徒会長として、道を踏ふみ外したあなたに道みち標しるべとなるべき姿を見せてあげるわっ」

　止やめさせようと説得している途と中ちゆうで颯さつ爽そうと飛び出したセリスは、思いっきり誤解している言葉を残して校門の方へと駆かけて行ってしまった。

　虎太郎は行き場の無くなった手を宙に泳がせながら、ため息混じりにセリスの背中を見つめる。何となくどうなるか予想は出来るので、期待はせずに。

　そして校門の手前に到とう達たつするかしないかというところまでセリスが辿たどり着いた時、すれ違ちがったばかりの女生徒がバッと振ふり返るのが見えて、

「えっ!?　今のってもしかして、モデルの玖く臥がセリス?!」

「噓うそ、ホントに?!　どこにいるのっ？」

「ああっ、ホントだ！　あの顔と髪かみの色、マジで玖臥セリスだ！」

「うーわー顔ちっちゃ！　手足も細くて長っ！」

　……一いつ瞬しゆんにして正体バレして、あっという間に下校しようとしていた生徒達に取り囲まれた。それこそ、ものの数秒で。

　何というか、あれ。ピラニアのいる川に肉を投げ込んだら、こんな感じになるんじゃないかなー、って光景が繰くり広げられている。両手を上にあげてそのまま人波に飲まれるところなんて、特にそんな感じだった。

　予想よりちょっと過激な光景に、虎太郎は助けに入れる訳でもなく彼女の無事を祈いのって見守っていたものの、ややあってから人ひと垣がきの隙すき間まをハイハイして出て来る赤毛の少女の姿が。

　なんとか誰だれにも気付かれずに脱出することに成功したセリスは、立ち上がるとダッシュでこちらへ戻もどって来て、電信柱の陰かげに身を隠かくした。ぜぇぜぇと肩かたで息をしているけど、たぶん精神的なダメージが主な原因だと思う。

「なっ、な、なんっ……なん、で……!?」

「そりゃあ、会長に慣れてるうちの学校の生徒とか駅前みたいな雑多な場所ならともかく、他校なんてアウェーに飛び込こんだらそうなりますよ。芸能人を生で見る機会なんてそうそうないんですから」

「くぅぅ……わたしの人気が裏目に出るなんて……！」

　悔くやしげに乱れた髪を手て櫛ぐしで梳すくと、セリスはきつい目で虎太郎を睨にらんできた。

　八つ当たり気味な視線に戸と惑まどいながら、虎太郎は恐おそる恐る口を開く。

「な……なんですか……？」

「こうなったら、虎太郎。あなたが潜せん入にゆうして、あの忍にんニャくんの中身の子をわたしの前に連れて来なさい」

「えっ？　普ふ通つうに呼び出して貰もらえばいいんじゃ……」

「駄だ目めよっ！　やられっぱなしでへらへら笑って吞のん気きに過ごしていられる程ほど、この世の中は甘あまくないわ！　『まあいっか』で済ませてしまうと、それが油断になっていつか足下を掬すくわれることになるのっ」

「へぇ……凄すごくためになる言葉ですね。やっぱり、芸能界で長く過ごしてきた会長の経験からくるものですか？」

「芸能界は関係無いわ。留年が決まった時に悟さとったの。……もっとちゃんと勉強して、課題もサボらず提てい出しゆつしておけば良かった、って」

「……………………」

　余計なことまで訊きかなきゃ良かった、と物凄く後こう悔かいする。そうすれば尊敬するだけで終われたのに、この様ざまだよ。

　微び妙みよう極まりない気持ちになってしまった虎こ太た郎ろうに対し、腰こしに手を当てたセリスは有無を言わさない態度で改めて言ってきた。

「とにかくっ！　わたしはここで隠かくれているから、あの阿あ智ち花かって子を連れて来なさい」

「……あの、もし教師に見つかって問題になったら……？」

「うちの学校の生徒だとバレないよう逃にげ切りなさい」

「無理言わないでくださいよ?!　大体、ちゃんと手続きを踏ふめば問題なく入れるはずですよ!?」

「むー……じゃあ仕方ないわね、もし発見されたら生徒会の名前を出していいわ。正式な訪問のはずが、連れん絡らくミスがあったということにしましょう」

　留年するレベルの学力なのに、あっさりと悪知恵が出て来た。これが長年芸能界で生き抜ぬいてきた実力というやつなのかもしれないと、虎太郎はこっそり思う。

　それと同時に──たぶんこれ、説得するのは無理なんだろうなぁ、とも。

　なので白旗代わりにため息を吐ついて、やれやれと肩かたを落とした。
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「はろはろー……って、あれ？　ヒナっちだけしかいないの？」

　変な挨あい拶さつをしながら生徒会室に入って来た相あい羽ば空そらは、キョロキョロと室内を見み渡わたして、いるはずの人物が二人欠けていることを訊たずねてくる。

　保健委員からの申しん請せい書類に目を通していた雛ひな姫きは騒そう々ぞうしい同級生の登場に、眉まゆを顰ひそめてしまいそうになるのを堪こらえて口を開いた。

「蒼海うみさんは一度来ましたが、急ぎの仕事がないのを確認してから夕方のタイムセールに間に合うようスーパーに向かいました」

「へー。じゃ、リーダーは？」

「セリスさんは、どうやら虎こ太た郎ろうくんに同行したようです。先さき程ほど、メールが来ました」

　送ってきたのはセリスで、『虎太郎だけに任まかせておけないわ！』という内容だった。正直なところ雛ひな姫きにとっては、そこに彼女が加わっても少しも信しん頼らい度は上がらないので、それなら大人しくしていて貰もらいたかったと思う。

　……と、いうより。どうせ同行するというのなら、自分が行きたかった。そうしたら友達の役に立てるチャンスがあったかもしれないのに。

　表情に出さないまま不ふ機き嫌げんモードになった雛姫は、誰だれに言うでもなく独ひとり言ごとのつもりで、呟つぶやいた。

「……セリスさんが無茶を言い出してないか、少し心配です。意い趣しゆ返がえしに無断で校内に入るような真似まねをしていなければいいんですが……」

「あー、リーダーならやりそうかも。目立つからあっさり正体バレしそうだけど……トラだったら上手うまくやれるかなー」

　その声に、雛姫は思わず資料に伸のばしかけていた手を止めて、顔を上げた。

　気になる発言をした相あい羽ば空そらは向かい側に鞄かばんを置くと、そのままイスではなく長机に腰こし掛かけ、こちらを見てにっと笑い、

「おっ、ヒナっち興きよう味みある？　なんか最近、トラと仲良いっぽいもんね？」

「……別に、普ふ通つうです」

「そっかな？　あんまり他ほかの人と話したりつるんだりしてるの見たことないけど、トラとはそれなりに付き合ってるみたいじゃん？」

　空の口から出た『付き合ってる』という言葉にピクンと反応してしまいそうになるのを、雛姫はキュッと唇くちびるを結んで堪こらえる。……そもそも付き合っている事実なんて無いのだから、反応する方がおかしいのだけれど、そこはひとまず置いておくとして。

　あくまでも普通に、ごく自然にあの言葉を言おうと、雛姫は心の中で呟いてみてから、それを読み上げるように声に出した。

「クラスメイトで同じ家で暮らしている『友達』なんですから、それくらい普通です」

　……言えた。

　ついに、言うことが出来た……！

　憧あこがれの、ドラマや漫まん画がではよく言い訳のように使われていた、雛姫にとっては羨うらやましくて仕方がなかったセリフが。

　念願が叶かない、つい頰ほおが緩ゆるんでしまいそうになるのを懸けん命めいに耐たえていると、どこか楽しそうな声が聞こえて来た。

「ふぅん？　まっ、トラって友達作るの上手いっていうか、割と誰だれとでも仲良く出来るやつだから珍めずらしくもないかな」

「それが当て嵌はまるのは、あなたの方じゃないんですか？」

「んー、ちょっと違ちがうかな。あたしは割と積極的に友達増やそうとするし向こうからも来てくれるんだけど、トラは自然と入り込こんでるっていうか」

　話しながら空そらは天井を見上げて、足をパタパタと動かす。そんなことをするとただでさえ短いスカートが捲めくれてしまってとても際きわどい光景になるけれど、彼女は全まつたく気にした風なく楽しげな様子で、

「あんまり我の強いタイプじゃないから記き憶おくには残らないんだけど、お人ひと好よしで愛想良いから知らないうちに溶け込んでるんだよね、トラのやつ。あとさ……ヒナっちが小学校や中学校の時、隣となりのクラスにトラみたいな顔の男子、いなかった？」

　不意にそう訊たずねられ、意図は分からないまま雛ひな姫きは少し考えてみる。

　クラスメイトの顔すらあまり確かではないけれど、それでも思い起こしてみると……

「……いたような気もします」

「そうっ、それなんだよねー。なんかこう、どこにでもいそうっていうか、いてもおかしくないっていうか、そんな感じの顔立ちじゃん？　背の高さも普ふ通つうだしさー。だから紛まぎれるように溶け込めるけど、あんま印象には残らないっぽいんだよね」

　言われて、思わず雛姫は納得してしまった。

　幼おさな馴な染じみにしては酷ひどい発言だけれど、的を射ていると思う。今でこそハッキリと認識しているし一目で彼を見つけられるものの、友達になる切っ掛かけになった生徒会室での会話までは、あまり記き憶おくに残っていない。クラスの懇こん親しん会に虎太郎が参加しなかったことに気付いてから少しずつ教室でも気に掛けるようになったが、それまでは全く意識に引っかからなかった。

　よくよく考えてみると、それはかなりおかしい。自分は他人に対する興きよう味みが薄うすい方かもしれないけれど、だとしても同じ屋根の下で暮らすクラスメイトのことならもっと気になっていていいはずだ。

　雛姫が改めて友人の不思議さに感じ入っていると、相あい羽ば空は行ぎよう儀ぎ悪く机の上に座ったまま胡座あぐらを搔かいて笑った。

「だから今いま頃ごろ、意外と上手うまくやってると思うよ。まっ、アッチを説得出来るかどうかはまた別の話になるけど、ね」
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　──他校に無断で入り込んで人を呼んでくるという酷ひどいミッションを、意外にも虎太郎は完かん璧ぺきにこなしてみせた。

　というか、何かがおかしい。ブレザーを脱いでいったからすぐに愛まな杜もり学園の制服だとは分からなくなったはずだけど、だとしても誰だれからも声を掛けられず、怪あやしまれることもないって。空手部が本当にあるのかも分からないから、ドキドキしながら通りすがりのジャージ姿の男子生徒に『空手部ってどこで活動しているか知ってるかな？』と訊きいてみた時も、あっさり教えて貰もらえたし。

　そして辿たどり着いた格技場前で、運良く部活に来た制服姿の阿あ智ち花かを見かけた虎こ太た郎ろうは、彼女を校門の所まで連れて行くことに成功した。

　……まあ、物もの凄すごく説得には苦労したけど。当然のように顔は覚えられてないし、空そらの名前を出した瞬しゆん間かんに戦せん闘とうモードの目つきになって怖こわかったし、セリスが呼んでいることを伝えたら行きたくないと駄だ々だをこねるし……たぶん、『自分は相あい羽ば空の幼おさな馴な染じみ』というカードを切らなかったら難なん航こうどころか失敗していたと思う。それくらい阿智花の態度は頑かたくなだった。

　そしてどうにか彼女を連れて校門前に戻もどり、会長と合流して近くのファミレスへ移動したのだけれど──

「………………っ」

「………………！」

　さっきからセリスと阿智花の睨にらみ合いが続いていて、虎太郎は軽く胃に穴が開きそうになっていた。

　ファミレスの四人席でドリンクバーだけを頼たのみ、窓まど側がわにセリスと阿智花が向かい合う形で座り、通路側に虎太郎が座っているけど……正直、テーブルの緊きん張ちよう感が半はん端ぱ無くて、早く帰りたい気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　もう二回席を立って、頼まれてもいないのに全員分のドリンクを注いでくるという避難行動をしているものの、二人とも一言も喋しやべらない。こちらへのお礼の言葉も無し。

　まあでも仕方ないかな……という思いも、虎太郎にはあった。

　というのも、話し合いが始まった直後──




『──さて、無駄に長話をして時間を取らすのも悪いから単刀直入にいきましょう。あなた、空と戦うのは諦あきらめなさい』

『やだっ！　生徒会長さんだかモデルさんだか知らないけど、そんなこと指図される謂いわれはないもん！』

『い、いわれ……？』

『……セリスさんセリスさん、「そんな筋合いはない」って意味と一いつ緒しよです』

『あっ、それなら分かるわ。理由ならちゃんとあるもの！』

『むっ……何があるっていうんだよ!?』

『空はね、生徒会役員なの。それが他校の生徒と暴力沙ざ汰たなんて起こしたら大問題よ！』

『なら対抗戦みたいな形にすればいいじゃん！　知り合いの通ってる道場とかでやれば問題ないはずだよ！』

『そもそも空そらがやりたくないって拒きよ否ひしてるでしょ?!　だから諦あきらめなさいって言ってるの！』

『嫌いやだっ！』

『即そく答とう!?　もっとちゃんと考えて答えなさいよっ！』

『嫌なものは嫌なのっ！！！』




　──と、この辺りで店員さんが登場し、静かにしろと注意され、虎こ太た郎ろうがペコペコ頭を下げて謝るという事態になり……

　その後はこの通り、ずっと二人して黙だんまり状態だった。たまに苛いら々いらとテーブルを指で叩たたく音や舌打ちが聞こえて来るのが胃に辛つらい。

　やっぱり会長には帰って貰もらえば良かったかなぁ……と今いま更さらながらに思いながら、虎太郎はこの耐たえ難がたい空気をなんとかしようと、恐おそる恐る手を上げた。

「あの……お互たがいに主張はあるんだろうけど、当の空が勝負したくないって言っているのを最大限に考こう慮りよして貰えないかなー……って思うんですが……」

　睨にらむように二人の視線が自分に集まって居いたたまれなくなりながらも言い切ると、すぐに阿あ智ち花かが歯を剝むき出しにして声を荒あらげてきた。

「だからどうして部外者に言われないといけないんだよっ。これはあっちと相あい羽ば空の問題なんだよ！」

「生徒会の問題にもなるのよっ。もう空手を辞めた空なんていつまでも気にしてないで、もっと他ほかの人に挑いどめばいいじゃない！」

「駄だ目め！　他の人じゃ意味ないっ……相羽空じゃないと、意味がないの！」

　また店員さんに注意されてしまうんじゃないかと冷や冷やしながら聞いていた虎太郎は、斜はす向むかいに座る阿智花の顔をまじまじと見つめる。

　かなり一方的で、もう引っ込こみがつかなくなって押おし通そうとしているイメージが強かったけど、今の声音は少し違ちがうものが混ざっている気がした。

　──それに、一番大事な質問をまだ訊きいていない。

「その……どうして君は、そこまで空に拘こだわるの？」

　会長も言っていた通り、普ふ通つうなら空手を辞めたと知った時点で諦めてもいいと思う。

　なのに数年越ごしの再会でここまで空と勝負することに拘る理由が、たぶん何かあるはずだ。

　どうしても気になり訊たずねた虎太郎に対し、阿智花は探さぐるような目を向けてくる。

「……あんた、相羽空の幼おさな馴な染じみって言ってたよね？」

「えっ？　あ、うん。そうだけど……」

「なら少しは分かるんじゃない？　相羽空は、特別なの」

　……不思議なことに、これっぽっちも説明になっていないはずの言葉で、虎太郎は理解してしまいそうになった。

　ただしそれは自分だけらしく、隣となりでセリスは眉まゆを顰ひそめ、

「ちょっと、もう少し分かるように言いなさいよ。空そらが凄すごいっていうのは知ってるけど、そこまで言う程ほどなの？」

「あっちが通っていた道場には同じ年とし頃ごろの子が何人かいたけどね、勝てなかったのは相あい羽ば空だけなの。練習の時ならともかく、試合形式になると絶対に勝てなかった。他ほかの子達もそれは一いつ緒しよだよ」

「ん……空が強かったっていうのは分かったけど、そういうこともあるんじゃない？」

「あっち達の中で、一番最後に道場に入ったのが相羽空だって言っても？　しかも一年以上遅おくれてだよ？」

「それは…………相当ね……」

　高校に入ってからの空の武勇伝を知っているセリスも、流石さすがに呆あきれたらしい。虎こ太た郎ろうはその辺のことも知っていたけど、こうして当事者に聞くと、改めて凄すごいと感じる。

　当時のことを思い出しているのか、やや切なげな表情で俯うつむいた阿あ智ち花かは、ドリンクバーのグラスを見ながら呟つぶやいた。

「あんなに強くて空手も大好きだったのに……どうして辞めたの？　昨日言っていたことだけじゃ納得出来ないよ」

「あー……それは……」

「知ってるの？　なら教えてっ！」

　テーブルに身を乗り出して訊きいてくる阿智花に、虎太郎は答えていいものか考え込こむ。

　本人に聞いたのはもうずっと前のことで、しかも十分じゃない。だから想像も入ってしまうし、そもそも空のいないところで話してしまっていいものかも悩なやみどころだ。

　でも、今のままだと彼女が空のことを誤解してしまって、折角再会したのに険悪な仲になってしまいかねない。

　それは阿智花にとっても空にとってもよくないし、何よりそんな展開は虎太郎が嫌いやだ。

　だから空には後で謝ろうと決めて、

「……君が引っ越こしていなくなってからしばらくした後、他の通っていた子達も道場を辞めちゃったみたいなんだ。それで、やる気がなくなったんだと思う」

　どうやらこの情報は初耳だったようで、阿智花は驚おどろいて目を見開き、

「な、なんで他の子が辞めたら相羽空も辞めちゃうの!?」

「元々さ、空って格かく闘とう技ぎは好きなんだけど、勝ち負けとか一人で強くなることとかにはあんまり興きよう味みが無いんだ。皆みなと一緒に競い合ったり楽しく活動したりするのが好きだから、大人に囲まれて一人でやる気になれなかったんだと思うよ」

「でも、あんなにっ──」

「それはきっと、君や他の子と一緒だったから楽しかったんだと思うよ」

　本人はそこまで言わなかったけど、虎太郎には分かる。

　中学時代に誘さそわれて入った柔じゆう道どう部で色々あって一人きりになった空そらを見てしまったから、間ま違ちがいなくそうだと言い切れる。

　ただしその辺の話をすると流れがおかしくなりそうだし、本格的に空に怒おこられて絞しめられる展開が待ち受けているので、これ以上はやめておく。命は大事なので。

　少しは考え直す切っ掛かけになってくれればいいけど……と、思いながら虎こ太た郎ろうが相手の反応を窺うかがっていると、阿あ智ち花かはゴムで縛しばった前まえ髪がみが跳はねる勢いで首を横に振ふり、

「空手を辞めた理由は分かったの。でもっ、それでもあっちは相あい羽ば空と戦うのを諦あきらめたくないの！」

　言って、キッと強い意志を感じさせる瞳ひとみをこちらへと向けてきた。

　その目力に虎太郎が怯ひるんでいると、阿智花は少しだけトーンダウンして、

「……引っ越してから他ほかの道場に行ったり学校の部活に入ったりして、強くなったつもりだけど……それでもあっちの中で『相羽空はもっと強い』ってイメージがこびりついてて、離はなれないの。あれを超こえたって思えないの。だからちゃんと決着をつけたいの！」

「ふぅん、なるほどねぇ……でも空手を辞めて随ずい分ぶん経たつ空に勝って、それで満足出来るっていうの？」

「相羽空は相羽空だよ。ちょっとブランクがあるからって、そこは変わらないはずだもん。それに柔道やってて、そっちでも強いんだよね？」

「そうね、強いみたい。わたしはよく分からないけど、友達が『空はライオネット工く藤どうの再来よ！』って絶賛してたもの」

「会長、それ女子プロレスラーですから。しかも漫まん画がキャラです」

　柔道やってるのに得意技がバックドロップの架か空くう選手の再来とか言われても。確かに空はプロレス得意だけど、なんか話がややこしくなるし。

　ただ、猪ちよ突とつ猛もう進しん娘むすめの阿智花はここで横道に逸それるつもりはないみたいで、何やら満足げに頷うなずいていた。

「変わらず強いのならそれで十分よ。異種格闘技戦でいいわ。それで今度こそあっちは相羽空を倒たおすの！」

「……セリスさん、どうしましょう？　もう完かん璧ぺきにやる気に満ち溢あふれちゃってますけど……」

「仕方ないわね。こうなったらわたしに任まかせなさい」

「…………へっ？」

　あまりに即そく答とうすぎて思わず目を瞬しばたたかせ、虎太郎は振り向いて隣となりを見る。

　そこにはどういう訳か自信の塊かたまりみたいな不敵な笑顔を浮うかべた、生徒会長の姿が。何あの『ここからがわたしのショータイムよ！』と言わんばかりの表情。どうしてこの場面でこんな顔を出来るのか、ちっとも分からない。

　混乱するこちらを他所よそに、セリスはにやけて緩ゆるみそうになっている唇くちびるを引き締しめて、キリッとした顔つきで阿あ智ち花かへと話す。

「あなたの気持ちはよく分かったわ。だから条件次第になるけど、わたしが空そらとの対決の場をセッティングしてあげる」

「ほ、ほんとっ!?」

「ええっ?!　せ、セリスさん!?」

　突とつ然ぜん何を言い出すのこの人、と驚おどろきに塗まみれた虎こ太た郎ろうの声を気にする風なく、セリスはじっと阿智花の目を見て、

「ただし、ちゃんとこっちが出す条件を吞のむこと。それが無理なら、諦あきらめて貰もらうわ」

「条件って……相あい羽ば空と勝負出来るんだよねっ？　ジャンケンとかクイズとかそういうのは無しだよ?!」

「分かってるわよ。ルールはまだ決めてないけど、空手の技も柔道の技も使える試合にするつもりだから、そこは安心してちょうだい」

「や…………やったぁ！」

　立ち上がってバンザイをする阿智花は本当に嬉うれしそうだけど、ちょっと待てと虎太郎は言いたい。主に自分の隣となりにいる会長に向けて。

　だがそれを実際に言う前に、阿智花が期待に目を輝かがやかせて、

「それで条件って何っ？　電流爆ばく破は髪かみ切きりデスマッチでもあっちはやるよ！」

「いやそれ完全にプロレスだよ!?　嬉き々きとしてやるような内容じゃないからね?!」

「そうよ、そこまで酷ひどい提てい案あんなんてしないわ。でも……楽しそうね？」

「会長もちょっとやる気にならないでくださいよ！　大体、空がオッケーするかどうかも分からないのに……」

「ふふん、わたしは生徒会長よ？　つまり空の上司なの。そんなわたしがガツンと命令すれば、一発よ一発！」

「容易たやすく断られるシーンしか思い浮うかべられないんですけど……しかもその上下関係、普ふ段だんから割と覆くつがえされているような……」

「ちょっと他校の生徒の前で止やめてよ?!　わたしの威い厳げんっ、生徒会長にして有名モデルとしての威厳がひび割れちゃうでしょうっ!?」

　セリスが顔を真まっ赤かにして抗こう議ぎしてくるけど、たぶんその威厳は初対面の人にも数分で無効になってしまうレベルのものだから、今いま更さらだと思う。

　それに虎太郎はもう一つ、懸け念ねんしていることがあるのでそちらも口にする。

「や、もし試合か何か組むとしてですよ？　空が手を抜ぬいたら意味がないんじゃ……」

　やろうと思えばわざと負けることくらい簡単だ。空の性格を考えるとそんなことはしない可能性が高いけど、あそこまで戦いたがらないのを見ると、万が一も有り得る。

　だからつい言ってしまった虎こ太た郎ろうだったが、すぐにそれを後こう悔かいする羽目になった。

「そんなことさせないよっ！　絶対させないの！」

「えっ──わぁっ!?　いや、ちょっ、何で僕に摑つかみ掛かかってきて……?!」

　いきなり手が伸のびてきたと思った瞬しゆん間かん、シャツの襟えり首くびを強く引っ張られてテーブルの上に倒たおれてしまいそうになり、虎太郎は慌あわてて両手をテーブルについて体を支える。危ない、もう少しでグラスを倒してしまうところだった。

　ただしホッとするにはまだ早すぎだ。

　どアップで間近に迫せまる阿あ智ち花かの顔に虎太郎がどぎまぎしていると、落ち着く間もなく鋭するどい声が飛んで来る。

「あっちは本気の相あい羽ば空そらと勝負したいの！　幼おさな馴な染じみなら相羽空を本気にさせる裏技とか知ってるんじゃないの?!」

「君は幼馴染みを何だと思ってるの!?　それに顔っ、近いっ……」

「あるでしょ何か！　ハンバーグを食べられたら怒おこるとかプリンを奪うばわれたら怒るとか！」

「それただの子供か食いしん坊キャラだからね!?」

　反射的に突つっ込こむけど、摑まれて息苦しいのと顔の近さが気まずすぎて、上手うまい具合にこの状じよう況きようから脱だつ却きやくする方法が思い浮うかばない。あと阿智花が喋しやべる度たびに唾つばが飛んで来て、なんかもうどうすればいいのやら。

　対処出来ずにあわあわしてしまった虎太郎は、藁わらにも縋すがる思いで隣となりを見た。……というか、藁レベルでしか頼たよりにならないと思いながらだけど。

　吞のん気きにオレンジジュースを飲んで喉のどを潤うるおしていたセリスは、こちらの視線に気付いてストローから口を離はなし、

「だったらあれよ、罰ばつゲーム制を導入すればいいのよ。負けたら勝った方の言うことを何でも聞く、とか」

　……どこぞのはとこさんと同じ発想が出て来た。もしかすると雛ひな姫きに教えた張本人って可能性まである。

　しかもそれを聞いた阿智花が目を輝かがやかせて『それだ！』みたいな顔をしているもんだから、虎太郎としては流石さすがに黙だまってはいられない。

「いやいや無理ですって！　それ絶対に空が受け入れてくれないですから！」

「そう？　あの子ってこういうの好きそうだけど」

「それはそうですけど、本人も乗り気の場合ならですっ。ただでさえやる気がないのにそんな風にしたら、本気どころか勝負自体を拒きよ否ひられて終わりですから！」

「そう言われてみればそうね……じゃあ、空が負けたら代わりに虎太郎が何でも言うことを聞くってことにしましょう」

「それならまあ……………………って、はぃ？」

　思わず納得しかけた虎こ太た郎ろうは、数秒の遅おくれの後で、ちょっとどころじゃない問題発言だったことに気が付いた。

「いやあの、空そらが負けたら僕が言うこと聞くって……正直意味不明なんですけど……」

「でもほら、これなら空も引き受けてくれそうじゃない？」

「それはそうですけど！　そういう問題じゃなくて、どうして僕が──」

「昨日の不ふ埒らちな行動に対するペナルティよ」

　ピシャリと言うと、セリスはこちらを睨にらみ付けてきた。不埒どころか攻こう撃げきされていただけなのに、理り不ふ尽じんすぎる。

　それでも虎太郎が反論しないのは、あれが傍はたから見たら結構問題のある場面だったという自覚はあることと、この場で単独での説得は無理じゃないかなー、と思ってしまったからだ。この会長、思い込こみの激しいタイプだもの。そんなところばっかり雛ひな姫きと血の繫つながりを感じさせてくれる。

　一方、持ち掛かけられた阿あ智ち花かはというと、摑つかんでいた虎太郎のシャツを離はなしながらも唇くちびるを尖とがらせ、やや不満そうな顔をしていた。

「うーん……あっちは別に、この男にして欲しいこととかないよ。それに、その条件で本当に相あい羽ば空は本気で戦ってくれるようになるの？」

「勿もち論ろんよ。空の全力全開の姿が見られるわ！　もし空がこの勝負を受けなかったら、その時は問答無用で罰ばつゲームでいいわよ」

　自信満々に言い切るセリスだが、虎太郎はそんな彼女の袖そでをこっそり引っ張り、

「……あの、会長？　そうしても空がどう出るかは分からない……というか、あんまり効果ないと思うんですけど……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。根こん拠きよは特にないけど、空ならやってくれるわ」

「…………どこからくる自信なんだろう、これ……」

　ぶん投げにも程ほどがある発言だった。これくらいのアバウトさがないと芸能界で生き残れないのかもしれないけど、だから留年するくらい成績が悪いような気もしなくもない。

　……というか、空が負けてならともかく、拒きよ否ひされても罰ゲーム確定って。理不尽展開すぎて泣なけてくる。

　どうにしろ、当の阿智花にとって大事なのは一つだけらしく、笑顔で頷うなずきストンとイスに腰こしを落とした。

「本気の相羽空と戦えるなら、あっちはそれでいいよ。勝ったら、そうだなー……大会までの一ヶ月くらい組み手の相手やって貰もらおうかなっ。あ、反撃は無しで」

「たぶん知らないと思うけど、それサンドバッグと扱あつかい変わらないからね？　普ふ通つうに虐いじめクラスの所行だからね？」

「えっ？　でもさ、防ぼう御ぎよはしていいんだよ？」

「うん、やっぱり理解してなかったね……」

　防ぼう御ぎよしてもひたすらボコられ続けるって、やる側からしたら『避さけるから狙ねらったところに打ち込こめないやー』ってなるけど、やられる側からしたら『いつ終わるんだろうこの公開処刑』って感じになります。ソースは中学時代に空そらの柔じゆう道どう相手をしていた時の自分の経験。……途と中ちゆうからムキになって攻こう撃げきされ始めると、本当に泣なきたくなるんだよなぁ……

　過去の思い出したくない記き憶おくにテンションダウンする虎こ太た郎ろうを他所よそに、やる気満々の表情になった阿あ智ち花かはセリスの手を取り、

「それでいつやれるのっ!?　すぐやれるの？」

「ん、そうね……条件さえ整えば明日にでもやれるはずよ」

「ほんとに?!」

「ええ、噓うそは吐つかないわ。空の予定と場所の確保、それから肝かん心じんの交こう渉しようさえ済めば、明日にでもやるわよ」

　空いている方の手で指を折りながら話す会長の言葉に、虎太郎は少し引っ掛かかりを覚えたので、訊たずねてみた。

「……あの、交渉って何ですか？」

　空に持ち掛けるのかな、と一いつ瞬しゆん思ったけど、それだと説得と言うだろうと考え直す。ただ、そこが違ちがうとなると、何のことやらさっぱりだ。

　まるで『肝心の交渉』が分からず虎太郎が疑問の眼まな差ざしで見続けていると……セリスが笑う瞬間を目もく撃げきし、嫌いやな予感が背筋を走り抜ぬけた。

　潑はつ剌らつとした明るい笑顔は、まるで夏休みに海へ遊びに行く計画を立てている子供みたいな表情で……それ自体は凄すごく魅み力りよくに溢あふれていて眩まぶしいくらいだけど、素直に見み惚とれてなんかいられない。だって今そんな表情をするの、どう考えてもおかしいし。

　不安に駆かられて口くち端はしを引き攣つらせる虎太郎が見つめる中、セリスはゆっくりと小さな桜色の唇くちびるを開き、

「つまりね、わたしが出す空と勝負する条件っていうのは──」

　勿もつ体たい振ぶった口調で告げられた内容に、虎太郎だけでなく阿智花も呆ぼう然ぜんとしてしまい。

　玖く臥がセレスティアという芸能界育ちの生徒会長がどれだけ規格外な発想の持ち主か、思い知らされる羽目になった。
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「……で、その条件をアッチは吞のんだんだ？」

　夕食前の空き時間を利用して、帰宅した空を食堂と繫つながっている共用リビングに呼び、今日あったことを端折はしよって説明し終えた反応がそれだった。

　なので虎こ太た郎ろうは苦い顔で頷うなずき、ソファーの上で胡座あぐらを組んで座る空そらへと、補足のつもりで説明する。

「かなり嫌いやがっていたけど、最終的には『相あい羽ば空と本気で戦えるなら我が慢まんする』って……君さ、好かれすぎじゃない？」

「うーん……あれかな、遠く離はなれていると思い出は美化されるってヤツなのかなー？」

「美化してるかどうかはともかく、決着をつけることに物もの凄すごく拘こだわっているのはよく伝わってきたよ。やっぱり、簡単には諦あきらめてくれないと思う」

　会長が出してきた『あの条件』を吞のむくらいだから、それは間ま違ちがいないはず。

　とはいえ、簡単には意見を変えないっていうのは空も同じだ。むしろのらりくらりとかわすこともあるこの幼おさな馴な染じみの方が、説得するのは難しいと思う。

　……だからこそ、完かん遂すいしなくちゃいけない指令がある虎太郎としては気が重くなる。

「それでさ、場所とかの都合はセリスさんがつけてくれるらしいから、後は空の予定次第だって。出来れば明日か、金曜日の放課後にやりたいって」

「全まつたく、さぁ。リーダーってば勝手なんだから」

「僕も同じ意見だけどさ……それで、どうするの？」

「んー、どうしよっかなぁ。その条件なら、適当にやって終わらせても言い訳出来るっぽいからやってもいいけど……でもアッチは勘かんが鋭するどかったから、バレそうなんだよねー。そしたらもっとこじれそうだし」

　体を左右に揺ゆらしながら空は頭の後ろで手を組んで、上うわ唇くちびると鼻はなの下の間にペンを挟はさむ時みたいに唇を尖とがらせた。たぶん本人的には真しん剣けんに考えているんだろうけど、むしろふざけているみたいに見える。

　しかもさっき説明している途と中ちゆうでシャツのボタンを上から三つ目まで開けていたから、立っているこちらからはむっちりと中身の詰つまった谷間が覗のぞいていて……男の子としては嬉うれしいんだけど、ちょっとヤバい。昨日の今日だから、この場面を見つかっただけでもセリスに何か言われかねないので。

　ちなみにその生徒会長様はどこで何をしているのかというと、今は自室に戻もどっている。勝手に色々と決めてきたことを空に責められたら怖こわいから、という理由なので、その意味だとすぐここに現れることはないはず……だけど、お腹なかが空すいたら何もかもを忘れて来てしまいそうな気もするから、油断は出来ない。

「やっぱり正直に拒きよ否ひするのが一番傷は浅くて済むかなー…………って、んんー……？」

　ゆらゆらむにむにと揺れながら呟つぶやいていた空が、急にピタリと動きを止めた。

　そして天井を見上げて何やら考えるような仕し種ぐさの後で、視線を虎太郎へと向けてくる。

「──ねえ、どうやってアッチにあたしがその話に乗るって思わせたの？」

「うぇっ!?　と、突とつ然ぜんどうして？」

「だって普ふ通つうなら『それならやる』ってあたしが飛びつくだなんて思わないじゃん。ってことは、何かしたんじゃないの？」

　……相変わらず動物的直感が鋭するどすぎる。ひょっとしたらちゃんと考えてその結論に辿たどり着いたのかもしれないけど、それにしたって普ふ通つうじゃない。

　まあでも、どっちにしても空そららしいかな……と思いながら、虎こ太た郎ろうはさっき敢あえて言わなかった部分を話した。

「あー……実はさ、会長が変な賭かけというか、罰ばつゲーム制を導入したんだ。そうしたらたぶん空も乗るだろう、って」

「へぇぇ、なるほどねー。まっ、悪くないと思うけど。ちなみに負けたらどうなるの？」

「負けた方は、勝った方の言うことを聞く、ってルールなんだけど……ただし空が負けたり試合拒きよ否ひしたりしたら、代わりに僕が罰ゲームを受けることになった」

「はぁっ？　何それ、どうしてそーいうことになっちゃったの？」

　この展開は流石さすがの空も予想外だったらしく、キョトンとした顔で訊きいてきた。

　詳しよう細さいを説明すると長くなるし、あんまり話したくもないので、虎太郎は小さく吐と息いきを吐はいて、

「……色々あったんだよ。まあ、空は気にしないで断っちゃえばいいから」

「ちょい待ち、何よそれ！　トラってばいつからそんなマゾ体質になったの!?」

「いつからもこれからもマゾ体質なんかにならないよ?!　もうちょっと人聞きってものを考えて発言してくれないかな!?」

「だって自分から奴ど隷れい希望するようなこと言うからさー……もしかしてあたしに気を遣つかってくれてるわけ？」

　普通ならもう少し言いづらそうに訊たずねるところなんだろうけど、そこは空だ。ストレートにズバッと訊いてくる。

　こうこられると下手へたに誤ご魔ま化かせないし、別に空の為ためってつもりもない。

　なので虎太郎は軽く口元を綻ほころばせて、首を横に振ふった。

「違ちがうよ。単に元から、乗り気じゃないのにやらせるのは反対なだけ。罰ゲーム導入や負けた時のペナルティ対象が僕になるのを止められなかったのは自分の責任だしね」

　なのに『サンドバッグになりたくないから、やっぱ戦ってあげて。そして勝て』と空に頼たのむのは嫌いやだった。いやまあ、サンドバッグになるのも猛もう烈れつに嫌だけど。

　だから空には気にせずしたいようにして貰もらおうと思って、罰ゲームのことを言わずにおいたのに……まさか向こうからその辺あたりに関する突つっ込こみが来るなんて。

　上手うまく事を運べない不ふ甲が斐いなさを感じながら、虎太郎は幼おさな馴な染じみの反応を見る。

　たぶん『そう？　それじゃ遠えん慮りよ無く断ろうっかなー』と軽い調子で言ってくるんじゃないかなと予想していたら……何やら、思っていたのと様子が違う。

　難しそうに眉み間けんに皺しわを寄せた空そらは、ポニーテールの毛先を右手で弄いじりながらこちらを見て、

「ったく、もー……仕方ないなー……」

「えっ？　仕方ないって……」

「いいよ、乗ったげる。アッチの熱ねつ烈れつなラブコールに応こたえてあげちゃうかー」

「は、えっ?!　やるのっ!?　というか、いいの!?」

　予想とは真逆の展開に虎こ太た郎ろうがびっくりしていると、空は「よっ」と声を出してソファーから立ち上がる。

　そして、さっぱりとした晴れやかな笑顔をこちらへと向けてきた。

「勝つとまでは約束出来ないけどね。トラ、これは貸しだからね、貸し！」

「え、と……貸しって……？」

「アッチじゃなくてあたしの言うことを聞いて貰もらうってこと！　さー、何して貰おっかなー。遊園地にでも連れて行って貰おうかなー」

　ウキウキと楽しそうに話す空に、虎太郎は何も言い返せない。とても『それ誰だれが勝っても結局僕は罰ばつゲームだよね？』とは言えなかった。

　だって、あれだけやりたくないと言っていたのに──旧友との仲がこじれて喧けん嘩か別れになってしまうかもしれなくても拒きよ否ひしていたのに、それを急にやると方針転てん換かんしたのは、間ま違ちがいなく虎太郎の為ためだからだ。

　しかもそれを自分のせいだと思わせないように、わざと貸しだなんて言ってくれて。

　男前すぎる幼おさな馴な染じみがやたら眩まぶしく見えて、虎太郎は感動の余り胸むねが熱くなり……

「どこの遊園地にするかなー。どうせならプールがあるところがいいかな？　あと絶ぜつ叫きよう系コースターがたくさんあって……あっ、いっそ旅行とかもいいよね！　ウミも連れて、遊園地からの温泉宿とか！」

「………………あれ？　もしかして本当に、命令権の強ごう奪だつ狙ねらい……？」

　疑ぎ惑わくに駆かられてぽつりと呟つぶやいたこちらの声に、空はにっと笑うだけで答えてはくれず、真しん偽ぎの程ほどは分からなかった。
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　金曜日の放課後、虎太郎は空を除のぞく生徒会メンバーと並んで格技場の中にいた。

　愛まな杜もり学園の格技場は剣けん道どうや柔じゆう道どうの試合場が二面分取れる広さで、普ふ段だんの授業で使う時はかなり広々としたイメージが強い。

　ただし今日はそのイメージがなくなってしまうくらい、多くの生徒達が格技場に集まり、中央のスペースを除いてかなりの人口密みつ度どになっていた。

　それもこれも、セリスが告知した相あい羽ば空と宮みや藤ふじ阿あ智ち花かの戦いを見物しようと集まった生徒達が思っていた以上に多かったからだ。帰る前にちょっと寄って行く生徒がいるかな、くらいに思っていたのに、普ふ通つうに部活を抜ぬけ出して来ている生徒も結構いる。

　ざっと百人近い生徒達の中、生徒会メンバーは試合が見やすい中央近くを陣じん取どっていて、特別に一いつ般ぱん生徒達とは少しだけ間を空けて場所を確保していた。

　おかげで、結構目立つ。生徒会長と副会長のコンビに注がれている視線が半はん端ぱ無くて、特にセリスには男子からの熱い眼まな差ざしが集中してえらいことになっている。

　虎こ太た郎ろうとしてはそれも仕方ないと思う。だって、ただでさえ目立つ容姿のセリスが、今日はバニーガールの格好をしているから。

　残念ながら胸むねの谷間は殆ほとんどないものの、逆にそのせいで胸と生地の間にほんの少し隙すき間まが出来ていて、下手へたをすれば何かが見えてしまいそうになっていた。しかもかなり際きわどいハイレグ衣装で、網あみタイツに包まれた足も刺し激げき的に映はえている。

　近くで見れて嬉うれしい一方、男子からの嫉しつ妬とに近い感情も多く降りかかって居いづらいことこの上ない。

「……会長、この前のマラソン大会といい、コスプレに目覚めたんですか？」

「ちっ、違ちがうわよっ!?　これは空そらの交こう換かん条件で……！」

「……つまり、また口車に乗せられたんですね」

「何よその呆あきれた目はっ！　だって仕方ないじゃない、昔貰もらったプレゼント衣装の中にこれがあったの、空そらに見つかっちゃったんだから！」



　どこがどう仕方ないのかさっぱり理解出来ないけど、顔の紅こう潮ちよう具合から察するに、どうやら本意ではないらしい。

　ちなみに顔を赤くしているのは、虎こ太た郎ろうの後ろで微び妙みように肩かた身みが狭せまそうにしている蒼海うみもだ。傍はた目めからはただ不ふ機き嫌げんそうに見えるだろうけど、あれは居い心地ごこちの悪さを必死に堪こらえているだけなので、本人的には一刻も早く人ひと気けのない所へ行きたいはず。

　本来ならここで頼たよりになる……かどうかはともかく、姉の空が隣となりにいて多少なりとも精神的なクッション役になってくれるんだけど、残念ながら空は別の場所で待機してここにはいなかった。

　注目の一戦を控ひかえているからいないのは当然……なんだけど、理由はそれだけじゃない。ちょっと事情があるからだ。

　それが何かというと──

『さあ、そろそろ皆みんな、待ちくたびれた頃ころかしら？　準備も整ったみたいだし、そろそろ始めるわよ！』

　いつの間にやらマイク片手に立ち上がっていたセリスが吹ふっ切れた表情で、口火を切るアナウンスをする。それに観客の生徒達がわっと沸わいて、格技場が歓かん声せいで溢あふれた。

　テンションを上げる周囲に対し、虎太郎はいよいよだと一人緊きん張ちよう感を高める。

　これから始まる空そらと阿あ智ち花かの対決が、果たしてどうなるのか？　戦い自体の結果も気になるけど、二人の関係性がどうなるのか、そっちの方がもっと気になる。

『それじゃ、両選手入場よ！　出入り口付近の生徒は道を空けなさい！』

　声に導かれるように格技場の二つの扉とびらがほぼ同時に開かれて、そこから二人が入って来る。

　その姿に観客の声せい援えんは更さらに盛大なものになって、両者の対決を皆みながどれだけ興きよう味み深ぶかく感じているのかが表れていた。

　……ただし。

　正確に言うと、これから行われるのは『相あい羽ば空』と『宮みや藤ふじ阿智花』の対決じゃない。

　観客の皆みなが見に来たのは──




『因いん縁ねんの勝負！　「愛まな杜もり学園生徒会のニューマスコットにして業界の超ちよう新しん星せい」ラブらんと！　「スーパーオオサワのひっそり隠かくれ人気マスコット」こと忍にんニャくんの、マスコット界の町内新旧キャラ対決よ！』




　ブレザーではなく柔じゆう道どう着ぎの上だけを着たキモい犬の着ぐるみと、黒い忍にん者じや装しよう束ぞくに身を包んで目と尻尾しつぽ以外がすっぽり隠れた猫ねこの着ぐるみが、畳たたみ敷じきの試合場中央で向かい合った。

　……うん、想像を遥はるかに超こえてシュールな光景だ。

　眼前に広がる予想以上の画えに、虎こ太た郎ろうは軽く引きながら展開を見守る。

　観客の生徒達の盛り上がりを見て隣となりで立っているセリスは満足げに微笑ほほえみ、マイクを持っていない方の手で二体のマスコットを指して、

『新聞部の号外記事を読んで知っている人もいると思うけど、先日ラブらんはそこの忍にんニャくんに不意の襲しゆう撃げきをされて情けない姿を商店街に晒さらすことになったわ。今日はそのリベンジマッチよ！』

　その時とはラブらんの中身が違ちがうけど、と虎太郎は胸むねの内で呟つぶやく。この歓かん声せいだし生徒会以外の生徒とは少し距きよ離りがあるから小声ならまず聞こえないだろうけど、念の為ため。

『ルールは簡単、相手を攻こう撃げきしてダウンを奪うばい、額ひたいに付けている鉢はち巻まきを取るだけ！　素手ならどんな攻撃でもオッケーよ！　勝った方がこの近辺で最強のマスコットキャラに認定されるわっ』

　バニーな会長のざっくり説明の間も、ラブらんは観客に手を振ふって愛想を振りまき、忍ニャくんは体の調子を確かめるように軽くジャンプしていた。中身の性格がよく表れていると思う。

　──この前の水曜日に阿あ智ち花かを訪ねた時、セリスが出した条件がこれだった。

　つまり『試合はお互たがいに着ぐるみを着て、ラブらんと忍ニャくんとして勝負すること』で、当人と生徒会役員以外は中身が誰だれか知らない状態だ。

　普ふ通つうなら笑うか怒おこるかして断る条件を阿智花が吞のんでしまい、常識的に考えれば反対するに決まってるスーパーオオサワ側もセリスが芸能人パワーで握あく手しゆとサインで快かい諾だくさせて、仕し舞まいには空そらまでオッケーしてしまい……なんだか奇き跡せきみたいに成立した試合だった。

　これで空に勝って貰もらい、ラブらんの雪せつ辱じよくも果たして貰おうというのが会長の計画だ。『一石二鳥で最高の計画じゃないの！』と満面の笑みで言っていたけど、まず負けてしまう可能性を考えていない辺あたりが計画性の無さを露ろ呈ていしまくりだった。

　たぶん観客の殆ほとんどが、これはヒーローショーみたいなノリで楽しむものだと思っているに違いない。まさかガチのバトルが始まるとか、そんなこと予想している方がおかしいし。

　何しろラブらんの中に入っているのは空だ。着ぐるみを着ていても、まず間違いなく自分より速く動けると虎太郎は知っている。中学の時に着衣のままプールに入って川や海に落ちた時の対処法を学ぶ、という授業があった時、水をたっぷり吸ったトレーナーを着たまま水泳部の部内記録保持者と同タイムを出すなんてとんでもないことをやってのけたヤツだ。

　だから普通に考えれば空が勝つんだろうけど……虎太郎には二つ、気がかりなことが。

「……そういえば阿智花さん、どれくらい強いのかな……？」

　出会った時にあの忍ニャくん着ぐるみを着たままドロップキックをしてきたくらいだから、身体能力が高いのは何となく分かる。

　それに小学生の時からずっと空手を続けているみたいだから、少なくとも結構強いはず……と虎太郎が思っていると、意外なところから回答がきた。

「……阿あ智ち花かさん、結構凄すごいよ。大会に出始めたのは今年からみたいだからまだ知名度はないけど、それでも一部では注目されてるって」

　後ろからそっと囁ささやくように話しかけられ、虎こ太た郎ろうは内心の動どう揺ようを抑おさえつつ微かすかに首を動かして振ふり向く。

　虎太郎達より一列後ろで体育座りをしていた蒼海うみが手と膝ひざを畳たたみにつき、四つん這ばいになって顔を近付けてきていた。

「そうなんだ？　蒼海ちゃん、誰だれに訊きいたの？」

「ネットで、ちょっと。去年まで住んでいたのが人口の少ない島だったみたいで、こっちに越こしてくるまで大会実績は無いらしいんだけど……」

「……けど？」

「この間の地区大会であっさり階級別優ゆう勝しようして、全国区レベルだって言われてるみたい。バネと技のキレは日本で指折りの選手なんじゃないかって」

「そっか、やっぱり凄いんだ……でも、わざわざ調べてくれたんだ？　やっぱり空そらのこと心配してるんだね」

「……別に。ちょっと暇ひまだから検けん索さくかけたら出て来ただけだし。空姉ねえの心配なんてする訳ないでしょ」

　そう言うと蒼海はプイと顔を背そむけて引っ込こんでしまうけど、照れ隠かくしなのが丸分かりなので凄く微笑ほほえましい。そもそも心配していないなら、人の多い所も注目を浴びるのも嫌きらいなんだから、ここに来ていないはずだ。強制でもないのにいるってだけで、姉のことを心配しているからだって分かるし。

　日ひ頃ごろはあまり表に出ない姉妹愛に、虎太郎はほんのり心が温かくなる。本当にこの子可愛かわいいなー、とにやついてしまいそうだ。

　ただ、そんな風にほっこりした気持ちでいられたのは、セリスの声が再び格技場に響ひびくまでの僅わずかな間だけだった。

『ラブらんも忍にんニャくんも準備はいい？　待った無しの一本勝負、勝っても負けても恨うらみっこ無しよ？』

「いいよ！」

《オッケーだよぉ～》

　阿智花の気合いの入ったくぐもった声と、ボイスチェンジャーを通して甘あまったるくなった空の返事が聞こえて来る。

　いよいよだ、と思わず座り直して構えるのは虎太郎だけでなくて、試合場を囲む観かん客きやくも声を抑おさえ始め、場に緊きん張ちよう感が満ちてきた。

　白い二本の開始線に向かい合って立つ、ラブラドールレトリバーをキモい感じにした着ぐるみと、忍にん者じやのコスプレをした個人経営スーパーの宣伝用猫ねこの着ぐるみ。これで緊張感が出るって何かおかしい気もするけど、実際にピリピリした空気が流れている。

　……と、セリスとは反対側から、ちょんちょんと虎こ太た郎ろうの肩かたを突つつく人物が。

　振ふり向くと、一見まるで興きよう味みなさそうな表情をした雛ひな姫きが、遠えん慮りよがちに人差し指を伸のばしている姿があった。

「……相あい羽ばさん、勝てるでしょうか？」

「えっ？　雛姫さんも空そらの心配してくれてたんだ？」

「どちらかというと、虎太郎くんの心配です。相羽さんが負けてしまうと、相手の方に酷ひどいことをされると聞きましたから……」

　酷い展開になるのはやっぱり決定事じ項こうなのかな、と思うと本気で気が滅め入いる。というか、空が勝っても金銭的に酷い展開になるみたいだから、どちらにしてもあんまり救いがない。

　まあどうにしろアレなことになるなら、虎太郎としてはやっぱり幼おさな馴な染じみの空に勝って貰もらいたいが……

「……正直、かなり難しいと思う」

「そう、なんですか？　柔じゆう道どうだけでなく空手も出来る相羽さんの方がいくらか有利に思えるんですが」

　その意見は普ふ通つうなら間ま違ちがってないと虎太郎も思う。

　ただしそれは着ぐるみ無しで、生身の全力勝負をするならの話で──




『それじゃ──バトル開始よっ！』




　場内に響ひびくセリスの声に、虎太郎は慌あわてて二体の着ぐるみに意識を戻もどした。

　すると開始早々に忍しのび装しよう束ぞくの猫ねこが、着ぐるみとは思えない速さで前へダッシュする。殆ほとんど一いつ瞬しゆんでラブらんとの間にあった距きよ離りが無くなり、忍にんニャくんの右回し蹴げりが放たれて、

《っとと～、いきなりだなぁ～》

　緊きん張ちよう感の欠片かけらもない声を上げたラブらんが、こちらも着ぐるみのぼてっとした体からは考えられない軽快な動きでバックステップしてあっさり避さけた。

　それを阿あ智ち花かは予想していたのか忍ニャくんは追つい撃げきに移り、空も油断はないようでラブらんは動きを止めず距離を取る。

　初しよっ端ぱなから、虎太郎からすると『着ぐるみじゃなかったらどれだけ速いの、この二人』と目を疑いたくなる光景だ。

　次から次へと繰くり出される忍ニャくんの攻こう撃げきを、ラブらんが避けまくる。この状じよう況きように観かん客きやくも着ぐるみ二体が尋じん常じようじゃないと理解したようで、わっと一気に歓かん声せいが沸わいた。

　そんな中で虎太郎は浮うかない表情になり、防戦一方のラブらんを見つめ、

「やっぱり、かなり劣れつ勢せいになっちゃったか……」

「その様ようですが……どうしてなんでしょう？　ラブらんはちゃんと手で摑つかむ動作が出来るんですから、避さけ様ざまに摑んでしまえば……私が思っている以上に難しいんでしょうか？」

「相手も着ぐるみだからその分摑まえ易やすくはなってるはずだけど、問題は……あっ、ほら」

　顔を狙ねらって放たれたパンチを避けたラブらんが手を伸のばし、上手うまい具合に忍にんニャくんの右襟えり元辺あたりを摑んだ──けど、あっさりと振ふり払はらわれる。

　なるだろうなぁ、と思っていたことが実際に起きて、虎こ太た郎ろうはため息混じりに呟つぶやいた。

「……普ふ通つうに摑んだり持ったりするだけならともかく、やっぱり着ぐるみだからそこまで力が入らないんだよ。あんな風に服を摑んで体勢を崩くずそうとしても、簡単に振り払われちゃうから投げるのは相当に難しいと思う」

「それじゃ、殆ど柔じゆう道どうの技は……」

「タイミング次第で大おお外そと刈がりとか諸もろ手て刈りとか使える投げ技はいくつかあるけど、やっぱり普通に投げるのと比べたら難なん易い度はかなり上がるはずだよ」

　それでも空そらならどうにかして投げられるんじゃ、というのは少し甘あまい期待だったらしい。普通の相手ならともかく、阿あ智ち花かの反応の良さはかなりのものだ。

　思っていた以上に苦戦する空の姿に、虎太郎は目を離はなせなくなる。

　疲つかれを感じさせない軽快な動きで攻せめ続ける忍ニャくんに対し、ラブらんは避けるのとガードするのとで精せい一いつ杯ぱいで、ちっとも攻こう勢せいに移れない。

　この展開に観客からも「ラブらん頑がん張ばれ！」と声せい援えんが巻き起こるけど、上手うまく距きよ離りを取ってもラブらんの方から反撃出来ずにいる。

　虎太郎はそれを見て『やっぱり』と思うが、隣となりの雛ひな姫きには不思議だったようで、小さな声で質問が飛んで来た。

「……どうして相あい羽ばさんは打だ撃げき技わざを使わないんですか？　ブランクはあっても、組み技を使うのが難しいのなら……」

「たぶん……空は柔道の技以外、使う気がないんだと思う」

　視線は二体のマスコットキャラに注いだまま、虎太郎は答える。

「空手を辞めた今の自分を阿智花さんに認めて貰もらう為ために、敢あえて空手の技は使わないつもりなんだと思う。不利なのは十分に理解しているだろうけど……」

　それでも空は貫くはずだ。何故なぜかというと、今言った以外にもう一つ理由がある。

　本当に万が一の話だけど──もしもブランクのある空の方が、未いまだに空手の技でも優すぐれていた場合、阿智花のプライドはズタズタに傷ついてしまうに違ちがいない。

　五年以上も空手から離はなれていた空の方が強いだなんて、普通なら有り得ない。弱い相手ならまだしも、全国区の選手かと噂うわさされる人より強いままとか、そんなこと考こう慮りよする方がおかしいはずだ。

　ただ、虎太郎の知る限り……空なら、有り得る。

　あの幼おさな馴な染じみはどう贔屓ひいき目めに見ても運動に関しては天才で、そんな万が一も有り得てしまうかもしれない。頂いただきを目指して一歩ずつ進む努力が、全すべて無む駄だだったんじゃないかと思わせるような結果になってしまう可能性が、ほんの僅わずかとはいえ有り得る。

　空そら自身にもその自覚があるから空手の技は使わないで戦うんじゃないかという虎こ太た郎ろうの予測は、どうやらビンゴらしかった。

　明るくて男っぽい感じの大おお雑ざつ把ぱな性格だと思われがちだけど、それだけじゃないと長い付き合いで知っている。

　相あい羽ば空は、ああ見えてとても優やさしい女の子だ。

　だから旧友の為ためにも戦いは避さけようとして、なのに幼馴染みの自分の為に受けることに決めてくれた。

　そのことをよく理解しているから、虎太郎はぐっと握にぎり拳こぶしを作り、

「──ラブらん、頑がん張ばれ！」

　自分には何も出来ないけど、せめて応おう援えんくらいはと声を張り上げる。

「どんなに不利でも苦戦してもっ、それでも最後は格好良く勝つのが空ヒーローだって知ってるから！　だから、頑張って！」

　かなり好き勝手言っていると自覚はある。それでも、言わずにはいられない。

　優しくて格好いい空に、悔くいがないよう最後まで頑張って貰もらいたい──のに。

《んやっ？》

　忍にんニャくんの下げ段だん蹴げりをサイドステップでかわしたラブらんが、あろうことかこっちを振ふり向いた。

　しかもグッと親指を立てるという、全まつたくいらないおまけ付きで。

「ちょっ!?　前、前っ！」

　慌あわてて注意するけど、もう遅おそい。

　よそ見をして出来た隙すきを逃のがさず、忍にん者じや猫ねこの着ぐるみを纏まとった阿あ智ち花かが距きよ離りを詰つめてきた。あの幼馴染み、やっぱり天才じゃなくて紙一重の方かもしれない。

　ハラハラして息を吞のむ虎太郎が見ている前で、接近する阿智花に遅おくれて反応した空が後ろに飛び退のこうとする……けど、忍ニャくんは鋭するどく踏ふみ込こんできて、着ぐるみの短い足でハイキックを繰くり出してきた。

「キャッ……!?」

　隣となりでつい雛ひな姫きが声をあげてしまうのも仕方なくて、虎太郎も『あっ、これは当たった』と思った。

　残念すぎる最後を予感しながらも見守る虎太郎の前で、ラブらんはギリギリのところで後ろに倒たおれ込むようにして避ける。でも反応が遅れて崩くずれたラブらんの体勢じゃ、起き上がる前に追つい撃げきを食らって終わりだ。

　それでも虎こ太た郎ろうは最後の瞬しゆん間かんまで応おう援えんする気持ちを捨てずに、ラブらんが背中から畳たたみに落ちる姿を見届けようとして──次の瞬間、思わず自分の目を疑った。

《んしょっ、とぉ》

　バンッ、と両手を畳についたラブらんが蹴けりを避さけた勢いのままバク転をして、見事に着地を決めていた。

　観客のどよめきが溢あふれる中、ラブらんは着地と同時に前方にダッシュし、ハイキックを空から振ぶって僅わずかにバランスを崩くずした忍にんニャくんを、後ろから摑つかまえる。

　着ぐるみの太い胴どうに両腕うでを回してしっかりと手をグリップし、

《いくよぉ、必殺～！》

「ぁ、えっ……にゃあっ?!」

　甘あまったるいボイスチェンジャー越ごしの空そらの声と、慌あわてふためく阿あ智ち花かの声の、その直後。




　──ラブらんが、忍ニャくんの体を豪ごう快かいなバックドロップでぶん投げた。






　見事に急角度で背中から落ちた忍ニャくんは、バウンドするように転ころがって畳の上に俯うつぶせで倒たおれ、その頭部に巻かれた鉢はち巻まきに立ち上がったラブらんが手を伸のばし……

　勝利の証あかしになる鉢巻きを、肉球付きの手で掲かかげた。

　あまりの衝しよう撃げき的な決着シーンに格技場が静まり返る中、ラブらんはくるりと会場を見み渡わたすように一回転をして、

《どんな悩なやみも難題もぉ、ラブらんがまるるっと解決だよぉ～！》

　大きな顔の横で両手を広げておどけたポーズを取り、しかもその場でひょいっとバク宙を決める。

　そのパフォーマンスに、シンとしていた会場に、今日一番の歓かん声せいが爆ばく発はつするみたいに沸わき起こった。

『うん、決着ね！　勝者は愛まな杜もり学園生徒会マスコット、ラブらんよ！』

　セリスのアナウンスに一ひと際きわ歓声が強くなる中、ラブらんは虎こ太た郎ろうの方を向くと、Ｖサインを突つき出してきた。

　着ぐるみを着たままなのに空そらの子供っぽい晴れやかな笑顔が浮うかんで見えて、虎太郎も笑顔で手を振ふって応こたえる。

　そんな中、マイクを口元から遠ざけたセリスがキラキラと輝かがやく笑顔で、

「今の格好良かったわね！　虎太郎、これからはあなたもアレを真似まねしなさいっ」

「いやバク宙とか無理ですって！　着ぐるみ無しでも出来ないのに、やろうとしたらそれこそ一人バックドロップ状態になりますよ！」

「あら、真似しろって相手の方じゃないわよ？」

「分かってますよ！　むしろ会長は常識を理解してくださいっ」

「注文が多いわ！　じゃああのポーズとセリフだけでもいいから、やるように。いい？　これは会長命令よ！」

「それだけなら…………………………出来るけど、やりたくないなぁ……」

　空の勝利についてきたよもやのオプションに、心の底からげんなりしてしまう。

　幼おさな馴な染じみの勝利を喜びきれない微び妙みような気分になった虎太郎は、祝いわう拍はく手しゆは止やめないまま肩かたを落としてため息を吐ついた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「おっ、着き替がえ終わったみたいだね。お疲つかれ、アッチ」

「ちょっ、空?!　早いっ、入るの早いよ！」

　ガラガラと重い用具室のドアを開けて中の様子を確認した空は、向こうの許可もないまますぐに入って行った。

　慌あわてて虎太郎は後に続いて用具室に入り、中からドアを閉める。隣となりの格技場は、今日はもうどこの部も使わないのでたぶん誰だれも来ないだろうけど、念の為ため。

　振り返って改めて用具室を見渡すと、小さなエアマットの上に猫ねこの着ぐるみが置かれていて、そのすぐ横にいつかも見た黄色のジャージを着た阿あ智ち花かが立っていた。

　着ぐるみを着てあれだけ動いたのにシャワーも浴びてないから、顔や髪かみが少し汗で濡ぬれたままだ。それは空そらも同じ……というか、空の場合は下がハーフパンツなのはともかく、上がティーシャツ一枚なので、後ろからだと明らかに下着の線が透すけて見えていて、ちょっとまずい感じになっていた。誰だれにも会わなかったし、この後すぐに更こう衣い室に行ってシャワーを浴びるからって、この無む頓とん着ちやくっぷり。もうちょっと自分が年とし頃ごろの、しかも魅み力りよく的な女の子だって自覚を持った行動をして欲しい。

　虎こ太た郎ろうが微び妙みように目のやり場に困っていると、阿智花があの攻こう撃げき的な目を空へと向け、むっつりとした顔で抗こう議ぎの声を上げた。

「……最後の、何だよあれ。バックドロップってさぁ……！」

「柔じゆう道どうでもちゃんとある技なんだよ。裏うら投なげって言ってさ」

「そうなの？　てっきりプロレス技だと……」

「まっ、あれは完かん璧ぺきにバックドロップだったけどねー。狙ねらってたし」

「やっぱりプロレス技じゃない！　空手の技は使わなかったのに、どうして──」

「柔道始めたの中学の時からなんだけど、途と中ちゆうからプロレスっぽい練習もしてたから。つまりあれも、あたしの成果の一つだよ。アッチの知らない、ね」

　悪戯いたずらっぽく笑う幼おさな馴な染じみの姿に、虎太郎はつい苦笑したくなる。

　含ふくみを持たせたセリフなのに、空が言うと爽さわやかなイメージになるから不思議だ。でも一歩間ま違ちがえれば相手を怒おこらせそうでもあるから、もう少し発言には注意して欲しい。

　まあ──今回は余計な心配は要いらないだろうな、と思うので、後ろで黙だまって見守る。

　そもそも、空が「トラも付いて来てよ」と誘さそって来たのでいるだけなので、余計な口を挟はさむ気はなかった。その必要もないだろうし。

　成り行きを見届けるだけと決めている虎太郎が見つめる中、ピリピリした雰ふん囲い気きだった阿智花の様子が変わった。

　どこか寂さびしげで、無い物ねだりをするのを堪こらえられないような表情になって……それでもう、彼女の中でどんな結論が出たのか分かってしまう。

「……やっぱり……もう一いつ緒しよに空手、出来ないんだ？」

「ごめんね、アッチ。辞める時に誓ちかったんだ。中ちゆう途と半はん端ぱな真似まねをしちゃったから、どれだけ好きでももうやらない、そっちの世界に踏ふみ込こまないって」

　空の顔は、笑ったまま。

　なのに虎太郎の目には、少しだけ寂しそうに映うつる。

「本当はさ、アッチが空手を辞めずにいてくれて──しかもあたしに勝負を挑いどんできてくれたの、すっごい嬉うれしかったんだ。なのに一緒に出来なくて、ごめんね」

「…………もういいよ。今日の勝負で勝ったら意地でも空手に復帰させようと思ってたけど、負けたのはあっちの方だし。相あい羽ば空そらは空手じゃなくてもやっぱり強いって、あっちが目指していたままだって分かったから……うん、もういいや。あーもうっ、悔くやしいなぁ！　やっぱ負けたくなかったなぁっ！」

　大きな声で、本当に悔しそうにそう言って、阿あ智ち花かは笑ってみせた。ちゃんとした彼女の笑顔を初めて見たような気がするけど、虎こ太た郎ろうには凄すごく眩まぶしく思える。

　まだ蟠わだかまりとか未練とか色々とあるんだろうに、あんな風に言えるのって、本当に凄い。暴走気味でちょっと迷めい惑わくなイメージが強かったけど、それが一気に上うわ塗ぬりされて、清すが々すがしいまでに真まっ直すぐで一いち途ずな人って印象になった。

　虎太郎が尊敬に似た感情を抱いだいていると、ぐっと伸のびをするみたいに両腕うでを上へ伸ばした阿智花は、大きな宿題が片付いたようなさっぱりとした表情で空へと話しかける。

「そういえば、勝負はあっちの負けだから罰ばつゲームを受けなきゃ。相羽空の言うこと、何でも一つだけ聞いたげるよ」

「あー、そういやそんなのあったね。じゃ、今度デートでもして貰もらおっかなー。フリフリでキラキラの可愛かわいい服を着て、トラと一いつ緒しよに！」

「ふっ、ふりふり!?　無理だよそんなのっ?!」

　突とつ然ぜん変なことを言い出した空に、阿智花は顔を真まっ赤かにして首を横に振ふる。

　続いて虎太郎も、幼おさな馴な染じみのとんでも提てい案あんに抗こう議ぎの声をあげた。

「というか、何で僕も？　そこに僕は必要ないんじゃ？」

「えー？　だってさ、ただ可愛いカッコするだけだとあんまり罰ゲームっぽくないじゃん？」

「それ僕が一緒だと罰ゲームになるってことだよね!?」

「うん、そうだけど？」

「否定しないの?!　え、何、わざわざ連れて来たのって僕を傷つけるため……？」

「違ちがうって、アッチと親しん睦ぼくを深めて貰おうと思ったからだってさー。ほらほらアッチ、改めて紹介するね。これがトラ、あたしの一番の友達で、中学の時好きだった子にシスコンって言われて告白する前に撃げき沈ちんした幼馴染みね」

「だからいい笑顔で僕の心を深く抉えぐるの止やめて貰えるかなお願いだから！」

「フリフリで…………お、男と……でーと……!?」

　切ないけどいい話だなー、と思っていたのに、なんかもう一いつ瞬しゆんでぶち壊こわしにされた。しかもトラウマな過去ネタまで出されて、さっきまでの感動とは違う意味で泣なきそうになる。

　阿智花は阿智花で顔を真っ赤にしたまま俯うつむいて、もう外部入力から切断されたみたいに聞く耳持たなくなっちゃってるし。これまでのギャップもあって物凄く可愛いんだけど、いくらなんでもデートとか。急だし意味が分からない。

　なので虎太郎は『やー、いいこと思いついちゃったなー』みたいな顔をしている幼馴染みに詰つめ寄り、

「空そらっ、ようやく昔の友達と仲良くやっていけそうな雰ふん囲い気きになったのに、ぶち壊こわしにしてどうするのさ!?　もっと簡単で、あと僕を絡からめない内容にしなよ！」

「うっわ、絡めるとか……トラってばやらしー」

「人の話を聞こうね?!　あああっ、いつの間にか阿あ智ち花かさんが僕から距きよ離りを取ってるし！」

　もうすっかり空のペースになってしまい、虎こ太た郎ろうも阿智花も翻ほん弄ろうされる一方になり……

　結局、三人で遊びに行くことに決まって、空はとても楽しそうに笑っていた。

　そんな風に幼おさな馴な染じみが屈くつ託たくなく笑う姿を見てしまうと、虎太郎としては愚ぐ痴ちを言う気すらなくなって、諦あきらめて受け入れるしかない。

　空に振ふり回されて、大変な目に遭あって、それでも楽しくて……だから結局最後は、また一いつ緒しよにいたいと思ってしまう。

　自由気ままでマイペースで、大おお雑ざつ把ぱで強引で優やさしい──そんな幼馴染みな親友が大好きなので、虎太郎はやれやれだなぁと苦笑するしかなかった。










　　　エピローグ




　──どうしてこんなことに、と思わざるを得ない事態というものがある。

　百合ゆり川かわ雛ひな姫きにとって、今が正にそれだった。

　一日の中で一番好きな、入浴の時間。しかも今日は一番に入れる日なので、好きな入浴剤を入れることが出来る。

　……そんなささやかだけれど幸せな時間は、つい先さき程ほど、突とつ然ぜんガラス戸が開いて終了してしまった。

『あれっ？　ヒナっち、まだ入ってたんだ？　……ま、いっか。お邪じや魔まするねー』

　浴よく槽そうの中で驚おどろいて固まっている雛姫を他所よそに、ずけずけと浴室に入って来た相あい羽ば空そらは髪かみと体を洗い始めてしまった。

　元が社宅ということもあるのかアパートの浴室は広く、二人でも三人でも同時に入れるし、浴槽も大人二人が一いつ緒しよに浸つかっても上手うまくすれば足が伸のばせるサイズのものだ。

　……とはいえ。だからといって、一緒に入ることに問題がないかと言えば、それは全まつたく別の話になる。

　途と中ちゆう、恐おそる恐るで「あの……」と声を掛かけようとしたものの、シャワー音に搔かき消されて届かなかったらしく、返事の代わりに鼻はな歌うたが聞こえて来る始末。

　諦あきらめて自分が出て行こうとしたものの……裸を見られるのが恥はずかしくて、すぐに立ち上がることも出来ず。

　勇気と覚かく悟ごが足りないまま、雛姫は浴槽にかじりつくようにして、無ぶ遠えん慮りよな同居人が体を洗う姿を眺ながめていた。

　そうしていると、改めて空のスタイルの良さに目を奪うばわれてしまう。

　出るところは出て引っ込こむところは引っ込む、という理想を実現したような体だと思う。特にあの胸むね、大きいだけじゃなくて、重力に逆らって自己主張をしている。なのに凄すごく柔やわらかそうだなんて……反則だ。

　無意識に自分の胸をペタペタと触さわってしまいながら、羨うらやましい気持ちを抑おさえ切れずに雛姫が見続けていると、

「そういや、ヒナっちに訊ききたいことがあったんだけどさー」

「なっ、何でしょう？」

　突然話しかけられてどぎまぎしていると、空は首筋や背中に残った石せつ鹼けんの泡をシャワーで流しながら、肩かた越ごしに雛姫の方を見て、




「ヒナっちってさ、トラのこと好きなの？」




　──爆ばく雷らいのようなとんでもない質問を、明日の天気の話題みたいに訊きいてきた。

　雛ひな姫きはまず、言われた意味をちゃんと理解出来なくてキョトンとしてしまい……周回遅おくれで脳が理解した時、思わず浴よく槽そうの中で座ったまま転ころびそうになってしまった。

　縁ふちに両手で摑つかまってずり落ちた体勢を立て直していると、「お邪じや魔まするねー」と軽い断りと共に湯船の中に空そらも入って来る。

　向かい合わせで足と足が触ふれそうになり、ビクッとなって身を縮ちぢめる雛姫に対し、空はリラックスしきった表情だった。

「それで、どーなの？　あたしは長い付き合いだけどさ、結構お薦すすめだよ？」

「……虎こ太た郎ろうくんは、友達です。変な勘かん繰ぐりは止やめて下さい」

「そなの？　あれ、おっかしーなー。珍めずらしく勘が外れちゃった」

　不思議そうに首を捻ひねり、相あい羽ば空は普ふ段だんはポニーテールにしている髪かみを後ろに流す。

　その仕し種ぐさを見る雛姫の心しん臓ぞうはバクバクだった。

　──まさか、彼女に気付かれているだなんて。

　正確には『まだ』『そこまで』好きじゃない。友達なのも本当だし、噓うそは言っていない。

　……大体、自分から『好きにならないで』なんて言っておいて、舌の根も乾かないうちに『やっぱり好きです』だなんて告げたら、きっと尻しり軽がる女おんなだと思われてしまう。

　そうなったら先月発売の漫まん画がのように、強引に部屋に入って来た虎太郎に押おし倒たおされて、どんなに嫌いやと叫さけんでも聞いてくれず『本当はこういうのが好きなんだろ』などと言われて無理矢理に……！

「おーい、ヒナっち？　随ずい分ぶんと顔赤いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「っ、だ、大丈夫ですっ。ちょっと逆上のぼせただけですから！」

「そっ？　ならいいんだけど」

「私のことより相羽さんの方こそどうなんですかっ？　ただの幼おさな馴な染じみというには仲が良すぎるように思えますけど」

　頭がクラクラしそうになった本当の理由を隠かくして、勢いでそんなことを訊いてしまった。

　こんなことを言うとさっきの発言に他意があると自白するようなものだと、雛姫は後こう悔かいの念に襲おそわれて、




「あたし？　あたしはトラのこと、好きだよ？」




　……思考も感情もまとめて全部吹ふっ飛ばされる衝しよう撃げき発言に、頭の中が真っ白になった。



　あっけらかんとしてちゃぷちゃぷと水面を手で叩たたいて遊ぶ相羽空を、雛姫は火星生まれと紹介された生物を見るような目で見つめ、

「それは、あの……ど、どういう意味でですかっ？」

「どういうって？　好きは好きってことだけど？」

「そうじゃなくてっ、友達として好きなのか異性として好きなのかっていう……ライクなのかラブなのかってことです！」

　とてもとても重要な質問なので思わず前のめりになって訊たずねると、空そらはなぞなぞが解けない子供みたいに眉まゆを顰ひそめ、

「んー……よく分かんない。好きって区別する必要あるの？」

「えっ!?　それは、その、私にもよく分かりませんが……」

「いいじゃん、好きなら好きで。そこまで特別に意識したことないけど、友達の中では一番好きだし。むしろ家族の次くらいには好きかな？」

「それならっ……その、付き合いたい、とか……？」

「それは考えたことないかなー。頼たのまれたらおっぱいくらい触さわらせてあげてもいいかなー、とかは考えたことあるけど」

　普ふ通つうならその考えの方がないと思うけれど、あれだけ豊ゆたかに実っていると、そんな風に自じ慢まんしたくなるのかもしれない。自分には全まつたく共感出来ないから、予想の域いきは出ないが。

　とはいえ──男友達、というものが虎こ太た郎ろう以外にいない雛ひな姫きとしては、『好きだけど付き合う発想はない』というのが、いまいちリアルに想像出来ない。

　異性で好きになったのなら、当然付き合いたいと思うのだとばかり考えていたが……自分の中で比ひ較かくするデータが少なすぎて、首を傾かしげるしかない。そもそも友達自体が一人しかいないけれど、そこは置いておくとして。

　異性として好きとか友達として好きとか、もしかして自分は少し考えすぎだったのでは……と雛ひな姫きが新しい価値観の検けん討とうに入っていると、空そらはゆっくりと肩かたが浸つかるまで湯の中にずり落ちて、呟つぶやくようにして言った。

「そっか、違ちがうかー。ヒナっちが好きっていうなら言っといた方がいいかなー、って思ったんだけど、じゃあ必要ないか」

　……また、物もの凄すごく引っ掛かかる発言をしてくれた。

　イラッとしてしまいそうになりながら、もしかしたら重要な話なのかもと思い、雛姫は湯船に浸かったまま姿勢を正し、

「あの、参考までに何のことか教えて貰もらえますか？　友達として気になりますから」

「んー、そこまで大したことじゃないんだけどね。トラのこと好きなら、早めに動いた方がいいかもって言おうとしただけ」

「それは……どうしてですか？」

　何か理由がありそうに思えたので雛姫が問い質ただすと、空は入浴剤で琥こ珀はく色に染まったお湯を掬すくい、パシャリと肩にかけ……

　そして、この数分間だけで何度目になるか分からない爆ばく弾だん発言を口にした。




「トラのことが大好きな女の子がいるから、うかうかしてると先に持ってかれちゃうかもしれないんだよね」










　　　あとがき




『らぶなどーる！』の二巻を手に取って頂き、ありがとうございます。作者の上こう月づき司つかさです！

　これを書いている頃ころは深夜にサッカーの国際大会が連日連夜放送されている関係もあって、寝ね不ぶ足そくでテンションがややおかしなことになってますが、よく考えてみたら平時でも言動がややおかしいので特に問題ないということにしておきます。




　ここからちょいとネタバレ気味な話も混ざってくるので、未読の方は注意をー。

　そんなこんなで二巻が出た訳ですが、メインヒロインの雛ひな姫きさんが一巻の時より酷ひどくなっているのはどういうことなのか。書いている時は特に意図していなかったのに、読み返してみると本気で酷い。どうしてここまで残念な子に……

　あとプリクラですが、本文に書いてある通り男だけの入場が出来ない所が多くて、調べるのに難なん儀ぎしました。特にコスプレコーナーがある所は、男だけだとフロア自体にも入れず。

　僕が頭を抱かかえていると、もう一人同じように「プリクラの取材したいんだけど、入れないんだよねー」と言っている男性作家がいました。

　二人してどうしたものか、どうしてお前には彼女がいないんだとお互たがいに罵ののしり合いながら悩なやみに悩んで……ふと、思いました。




　──どっちかが女装すれば、もしかしたら何とかなるんじゃないのか、と。




　……ということで、そんな血迷った案は当然却きやつ下かして知り合いの女性に土下座する勢いで頼たのみ込み、なんとか最新のプリントシール機に触さわりに行くことが出来ました。女装とかするはずがないです。ノーマルなおっさん二人、どう転ころんでもその選せん択たく肢しは無い……！

　しかし怖こわいのはコスプレ衣装コーナーにあった『男女兼用』の服に、セーラー服とかＡＫＢっぽい衣装とか、どう考えても兼けん用ようではないはずのものも並んでいたこと。あれを着ている男もいるというのか……




　取材の時だけでなく、二巻でも様々な人にお世話になりました。担当編集の三み木きさんを始めとして、三木さんに無む茶ちや振ぶりされながら全力で応こたえたイラストを描かいて頂いているアマガイタローさんや、校こう閲えつさんにデザインさん、印刷所の方々。どうもありがとうございました！

　三巻も書き始めているのでまたお世話になると思いますが、出版は……たぶん冬くらい？　なるべく早く続きを出せるよう、頑がん張ばります。

　それではまた、次の巻で～。


上月 司
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。溜まっていく本やゲームを見て、もうしばらく買わなくてもいいんじゃないかなと思う日々が続いています。でも買ってしまうのが人の業。画像は僕の仕事用のイスを奪ってドヤ顔をしているペットの猫です。

[image: ]




イラスト／アマガイタロー

口絵を見て頂いての通り今回はセリスがバニーガール衣装を着ています。この娘、どんなコスプレでも似合いそうです。一方雛姫さんは…あまり似合わなそう。この差は一体。
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